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　　プロローグ




　真っ白な世界に僕ぼくはいた。

　重力が無く、ふわふわと浮かぶ身体からだを自由に漂わせて僕は世界を飛び回る。眼がん下かには青々と生おい茂しげった草や木、鮮あざやかに咲き誇る花々が広がっていて、世界の彩いろどりに胸躍おどらせながら漂い続ける。

　──そんな時だった。

　世界が真っ暗に染そまった。

　急激に現れた重力に僕は地面に叩たたき付けられ、さらに身体を押さえ付けるようにどんどんと重力は増していく。

　苦しくてもがいていると、突とつ然ぜん、雷のような大きな声が響ひびき渡った。

『お前を退学させる！』

　ハッと空を見上げれば険けわしい顔をした僕の父さんが怒りの表情で僕を見下ろしていた。

　父さんの姿に僕の身体は震ふるえて、それでも何かを必死に喋しやべろうとするのだけど、声が出せなくて──

　………………

　…………




「──起きてください、ミカゲ様」




　耳元で聞こえる静かで涼すずしい声。

　身体を軽く揺ゆすられて、眠りに沈んでいた意識が浮かび上がってくる。




「──起きてください、ミカゲ様。いつまで夏休み気分なんですか？」




　再度掛けられる涼しい呼び声に僕の意識はさらに勢いを増して浮上し──ハッと目を覚さました。

「…………」

　目に映るのは簡かん素そな僕の部へ屋やと、そして、窓から差し込む朝日に照らされた長い黒くろ髪かみの女性だった。

　それを呆ぼう然ぜんと見つめる僕の頭は、先ほど見た光景に少し混こん乱らんしていた。

　さっき見たのは夢……？　なんだか、とても嫌いやな夢だったな……。

　夢の内容をぐるぐると思い出していると、僕を起こしてきた長い黒髪の女性がその艶つややかな髪かみを揺ゆらして頭を下げてきた。

「おはようございます、ミカゲ様」

　エプロンドレスに身を包んだその女性は誰だれかというと、白しら波なみメリアというこの屋や敷しきのメイドさんだった。

　太陽の光でキラキラと輝かがやく大きな瞳ひとみに、美術品のように恐ろしく綺き麗れいな顔、そして引き締しまっていながらも柔やわらかそうなその身体からだは、まるで絵画から抜け出たように美しくドキドキとしてしまう。

　混乱していた頭の中はそのメリアさんの姿で一いつ杯ぱいになって、僕ぼくは息を整えながら身体を起こして挨あい拶さつを返した。

「……おはよう、メリアさん」

「なんだか、うなされておりましたね」

「うん……恐い夢見ちゃってさ……」

　苦笑を浮かべる僕にメリアさんは、無表情ながらに優やさしい口調で言ってきた。

「ミカゲ様が起きられなければ、枕まくらに仕込んだ爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせようと思っていたのですが……無事に起きられて良かったです」

「んん……？」

　……爆弾が爆発？　僕の聞き間ま違ちがいかな？

　まだぼんやりしている意識の中でそう思っていると、不意に枕の方から一定のリズムでカチッカチッと鳴る音が聞こえてきた。

　え……!?　いやいやいや。そんな枕に爆弾とかあり得ないって。だって、枕が爆発したら起きるどころか永えい眠みんしちゃうからね……。メイドがそんなことしたりするはずないよね。

　そう思っていると、ふと、ある夏の出来事を思い出した。

　それは学園が夏休みに入って、一日中ベッドの掛け布ぶ団とんに包くるまってだらだらしていた時のこと。食卓でご飯はんを食べ終えまたベッドに戻ろうとしていた僕を注意しにきたメイドさんが、「イ●ナズン！」とか言いながら手に持っていた謎なぞのボタンを押して、ベッドを大爆発させたことがあったっけ。あの時、爆ばく散さんして舞まい散る掛け布団の残ざん骸がいを見ながら「布団が吹っ飛んだ」と真顔で言っていたメイドの姿が恐ろしかった……。

　そして、今、枕の中から聞こえるカチカチ音。

　僕は慌あわてて枕の中を探れば、カチッカチッと音を刻んでいるのは……目覚まし時計だった。

　メイドが枕に仕込んだと思われるその時計を見つめる僕は、ホッと胸を撫なで下ろしつつ慌ててしまった自分を恥はずかしく思いながらメリアさんに笑いかけた。

「本当に爆弾が仕掛けられているかと思ってちょっとびっくりしたよ。そんなことあるわけないよね」

　それにコクリと頷うなずくメリアさんは、先ほどと同じく優しげな口調で言ってきた。

「はい、メイドである私がそんなことするわけありませんよ」

「そ、そうだよね、あはは」

　と、僕ぼくは笑いながらもメリアさんの言葉がなんだか白しら々じらしかったので枕まくらと時計を念のため自分から離はなして置く。そうしているとメリアさんがパンッと強く手を叩たたいてくるので、僕はびくりと飛び跳はねた。

「さあ、もう起きて支し度たくしてください、ミカゲ様。今日きようから学校ですよ」

「う、うん。そうだね。起こしてくれてありがとう」

　ベッドから降おりる僕に、黒くろ髪かみのメイドはクリーニング仕立ての魔ま王おう学園の制せい服ふくを取り出して手渡してくる。制服を受け取ってお礼を言うと、メリアさんは訊いてきた。

「ミカゲ様、久しぶりの学園は緊きん張ちようされますか？」

「そうだね……。ちょっとだけしてるかも。でもクラスのみんなと会えるのは楽しみかな」

　そう言って学園のみんなの姿を思い浮かべる僕は、同時に夏休みのことを思い返して呟つぶやいた。

「でもなんか、夏休みが終わっちゃったのは寂さびしいかも……」

「そうですね。充実されていましたからね」

　夏休み……。

　この夏のことを思い返す僕の頭に、たくさんの夏休みの出来事が浮き上がってくる。

　例えば、夏休みの最初のうちに宿題を終わらせるためにユキヒメと一いつ緒しよに宿題をしたり、メリアさんとユキヒメと一いつ緒しよに海に行ったり、島に旅行に行ったり……。
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　楽しかったなぁ……と思い返す傍かたわら、身が震ふるえるような光景が次々と僕の脳のう内ないに蘇よみがえってきた。

　例えば、海に行った時にスイカが一いつ杯ぱい落ちている砂すな浜はまに僕は頭だけ残して身体からだを埋うめられ、木刀を持ち目め隠かくししたメリアさんとユキヒメにミカゲスイカ割りと称したゲームで頭を割られそうになったり……。

　例えば、夏休みの最初に終わらせたはずの宿題が実は一つだけ残っていて、そのことに夏休みが終わる間ま際ぎわに気付いてメリアさんに散さん々ざんいびられながら手伝ってもらって必死に終わらせたり……。

　それに何よりも、一学期の成せい績せき表ひよう。

　なんとかテストはギリギリ合格できてはいるものの、やはり授業や課題の成果は良くなくて、成績はとても悪かった。その成績表を見たメリアさんに、僕はナイフ一本だけ持たされユキヒメの家が所有する無人島に一週間放置されたぐらいだ。

　成績表は実家にも送られるので、それを見た父さんに怒られるとずっと怯おびえていたのだけど、結局夏休みの間には連絡がくることはなかった。

　それに安あん堵どしているのと同時に、どこか不安を感じていた。

　さっきの悪夢を見てしまったのは、それが原因かもしれない。

　まあでも、テストはギリギリ合格しているし、退学になってないし、許してくれているのかな……。

　成績表のことを思い出して、なんとなく気き鬱うつな想いを抱いだいているとメリアさんが励はげますように言ってきた。

「ミカゲ様、新学期頑張ってください。私はミカゲ様が魔ま王おうの資格を取れると思っておりますし、応おう援えんしておりますよ」

　朝日に照らされたメイドの姿に見み惚とれながら頷うなずく僕ぼくに、メリアさんは優やさしく告げてくる。

「それから、いつまでも私に甘えてばかりではいけませんよ」

「そ、そうだね。頑がん張ばるよ」

　事実、一学期はメリアさんに頼たよりっぱなしだった。学期も新たに変わったわけだし、ちゃんと自分の力で頑張ろう。

　意気込む僕に、メリアさんは会え釈しやくしてきた。

「それでは朝食の準備の続きをしますので、支し度たくが終わりましたら食卓へお越しください」

「ありがとう、メリアさん」

　踵きびすを返して部へ屋やから出ていくメリアさんを見送る僕は、久方ぶりの学園の制せい服ふくに着替えて、カバンの中の教科書を確認する。

　学園へ行く準備を整えていく僕は、先ほどの悪夢や成績表の不安を思い返すけど、首をぶんぶんと振った。

　過ぎてしまったことをくよくよしていても仕方ないよね。

　二学期はもっと良い成せい績せきを取れるように頑がん張ばろう！

　そう改めて決意した時だった。

「────？」

　滅めつ多たに鳴らない僕の携けい帯たい電話が鳴った。

　誰だれだろうと首を傾かしげながらディスプレイの表示を見た瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうがキンと冷たくなった気がした。

「…………」

　そこに書かれていたのは──父さんの表示だった。

　な、なんで父さんが電話を……。

「はい、も、もしもし……」

　戸と惑まどいと不安を抱いだきながらも電話に出る。

　しかし言葉は返ってこなくてしばらくの沈ちん黙もくが続き、電話が切れたのかと思った瞬間、受話口から低くて重い声が聞こえてきた。




「──お前を退学させる！」




　その声は紛まぎれもなく父さんのもので。それは悪あく夢むで聞いた言葉と全く同じで。

　僕は電話から聞こえた言葉を認識するのに時間が掛かった。

「……え、ど、どういうこと……!?」

「わからないのか？　もうお前は魔ま王おう学園に行かなくていい。辞やめさせることにした」

「え……」

　突とつ然ぜんのその言葉に意味が分からなくて混こん乱らんしていると、怒りを秘めたようなぴりぴりとした父さんの声が電話から聞こえてきた。

「成せい績せき表ひようを見たぞ。なんだあの成績は……。仕事から帰ってきてすぐにあんな不ふ快かいなモノを見せられるとはな……」

「成績表……」

　一学期の悪い成績表。

　抱いていた不安が噴ふん火かしたように表に出てきたことに僕は絶ぜつ句くしてしまう。

　しかし……どうして父さんは夏休み中ではなく、今電話してきたのだろう。

　疑問を抱く僕だけど、電話か感じられる怒りに身体が震えて、父さんに尋たずねることなんてできず、さっきの言葉から考えるしかなかった。

　……仕事から帰ってきてすぐにあんな不快なモノを見せられるとはな。

　父さんは夏の間、仕事で家を空あけていたのかな……。

「どうやら兄とお前を比べるのは間ま違ちがっていたようだ……」

　受話口からそんな言葉が聞こえてきて身が凍こおる。

　全身が震ふるえて冷たい汗が吹き出る中、さらに冷ややかな言葉が続いてきた。

「お前はどうしようもない落ちこぼれだな。このまま魔ま王おう学園にいても暗あん上じよう院いん家の恥はじさらしだ」

「…………」

　電話から聞こえるその言葉は、僕ぼくの心を深く深く突つき刺してきて、それはどうしようもない痛みを伴って気持ちを暗く沈ませていく。

　身体からだが震えて何も考えが浮かばなくなる中、なんとかしないと、辞やめるのは嫌いやだ、という焦あせりだけは残り続けて必死に言葉を絞しぼり出した。

「ちょ、ちょっと待って父さん──」

　しかし、僕の言葉を拒きよ否ひするようにブツンと、電話は切られてしまった。

「…………」

　呆ぼう然ぜん。

　僕は携けい帯たい電話を見つめて呆然としてしまう。

　もう魔王学園に行かなくていい……。

　辞めさせる……。

　あまりにも突とつ然ぜんで唐とう突とつ過ぎるその言葉がぐるぐると頭の中を回って、何がなんだか分からなくなる。

　それでもなんとかしなくてはと、震ふるえる手で父さんに電話を掛け直してみる。

「…………」

　しかし、電話はツーツーと音を出すだけで繫つながらなかった。

　お前を魔ま王おう学園から退学させる……。

　あの悪あく夢むが正まさ夢ゆめになってしまった……。

　無む機き質しつな音を放つ携けい帯たい電話を放心するように見つめ続け、それから僕ぼくはどれぐらい固まっていたのだろうか。

　ノックの音と、ドアの向こうから聞こえる凜りんとして静かな声に僕はハッと我われに返った。

「ミカゲ様、朝食の準備ができましたよ？」

　メリアさん……。

　僕が魔王の資格を取れると期待して応おう援えんしてくれているメリアさんに、なんて言ったらいいんだ……。

「ミカゲ様？」

「……あ、あ、うん……」

　口から出た返事はとてもぎこちないもので、メリアさんは不ふ審しんに思ったのかドアを開いてくる。

　僕ぼくはどうしたらいいのか分からず、咄とつ嗟さにいつもの表情を作った。

「ミカゲ様……？」

「な、なに？」

　顔を覗のぞかせてくる黒くろ髪かみのメイドはしばらく僕をじっと見つめ、心配するように尋たずねてきた。

「どうされました？　何かありました？」

　僕が表情を作るのが下手へたくそなのか、メイドの勘かんが鋭するどいのか。

　尋ねられた僕は、さっきの父からの電話のことを話そうと思ったけど…………言えなかった。

　父の言葉が唐とう突とつ過ぎて自分でも未だに飲み込めていないのと、何よりも僕が魔王の資格を取れるように今まで応援して励はげましてくれていたメリアさんを残念な気持ちにさせたくなくて、言うことができなかった。

　だから僕はいつもの自分を取り繕つくろって、こう言った。

「いや……なんでもないよ」

　その僕にメリアさんは何か言いたげな様よう子すだったけど、静かに一いち礼れいして言ってきた。

「……分かりました。朝食の準備が出来ておりますので、食卓にお越しください」

「うん、分かった。今行くよ」




　そうして僕はメリアさんと一いつ緒しよに階段を下り、食卓へ向かっていく。

　食卓の扉とびらの先には禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうとか地面に刺さった怪あやしい刀かたなとか、天てん井じようからぶら下がっているドクロとかの光景が広がるけど、それらはもうすっかり見慣れた光景で気にならない。

　祭さい壇だんと化している食卓の玉ぎよく座ざになっている椅い子すに腰かけ、美味おいしそうな匂いに包まれる中、僕はさっきの電話のことをずっと考えていた。

　魔ま王おう学園を辞めさせられる……。

　もう魔王学園に行けない……。

　……どうしたらいいんだろう。

「…………」

　考える中、僕は自分で自分のことをおかしいなと思っていた。

　魔王学園へ入学した当初は、学園へ行くのが嫌いやで嫌で堪たまらなかったのに、今では魔王学園に行けないことを嫌だと思うようになっている。

　それもこれもメリアさんのお陰かげだ……。

　感かん謝しやをすると同時に、どうしようもなく申し訳わけない気持ちが湧わき上がってくる。

　僕は、どうしたらいいんだろう……。

　暗い思考をぐるぐると巡めぐらせていると、サービスワゴンに乗った朝食をテーブルに並べていたメリアさんは準備を終えたらしく頭を下げてきた。

「お待たせしました、ミカゲ様」

　テーブルに並ぶのは、ハムエッグにホットサンドとサラダとコーヒー。

　僕ぼくは、不安と焦しよう燥そうと絶望的な気持ちを吹き飛ばそうと考えるのを一度止やめてメリアさんの作ってくれた朝食を食べることにする。

「いただきます……」

「どうぞ、ミカゲ様」

　優やさしく見つめてくるメリアさんを一度見てから僕は朝食を食べ始めた。

「…………」

　父さんには電話は繫つながらないし……僕には、どうしたらいいか今は分からない。

　だけど……父さんは、もう行くなって言っていたけど……とりあえず、学園に行ってみよう。

　食後のコーヒーの最後の一いつ滴てきを飲み干した時、呼び鈴りんが鳴った。

　時計を見ると幼おさな馴な染じみであるユキヒメが迎むかえに来る時間で、僕は食卓から立ち上がった。

「メリアさん、僕、魔王学園に行ってくるよ」

「はい、行ってらっしゃいませ、ミカゲ様」

　優しく言ってくるメリアさんに僕は頷うなずいて、学校のカバンを持って玄げん関かんへ向かう。

　玄関の扉とびらを開ける前に、僕はもう一度メリアさんに挨あい拶さつした。

「行ってくるね、メリアさん」

「お気を付けて行ってらっしゃいませ、ミカゲ様」

　メリアさんの見送りを受ける僕は、扉を開ける。

　強い朝の日ざしに目を細める僕に、不意に不安な気持ちが押し寄せてくるけど……。

　気持ちを振り払うように首を振って外に出た。

　そして禍まが々まがしい庭を歩き、謎なぞの呪じゆ詛そが刻まれた鉄の門もん扉ぴを押し開ける。門の前には高級車が待っていて、その車のドアを開ければ「ミカゲくん、おはよう！」と、ブロンドの幼馴染が元気に挨あい拶さつしてきた。

「お、おはよう、ユキヒメ！」

　同じように元気に挨拶を返す僕は、車に乗り込む。

　僕は幼馴染を心配させないようにいつもの自分を装っていたのだけど、しかし、ユキヒメは何かを感じたようで、どうしたのかと心配げに質問してきた。

　メリアさんに言えなかったことは、やっぱりユキヒメにも言うことができなかった。まだ全然心の整理ができていない僕はその質問を必死にはぐらかす。それに幼馴染は変わらず心配げな表情をしていたけど話題を変えてくれて、僕はそれに感かん謝しやしながら夏休みの思い出や他た愛あいない会話をし続けた。

　そうしている間に車は魔ま王おう学園に到着した。










　　第一話　　二学期の始まり




　久しぶりの魔ま王おう学園。

　ユキヒメと一いつ緒しよに黒い門をくぐり、毒どく沼ぬまのある校庭を歩き怪あやしげな校舎を進んでいく。

「夏休み終わっちゃって残念だと思ってたけど、やっぱり久しぶりの学園はいいね、ミカゲくん」

「うん……」

　楽しげに声を掛けてくるユキヒメに、僕ぼくは生返事をしてしまう。

　一年生の教室が近づく度たびに僕の不安は膨ふくらんでいた。

　父さんは僕を辞やめさせると言っていたし、もう既すでに魔王学園に僕の席はなかったらどうしよう……。

　そんな考えが渦うず巻まく中、隣となりを歩く幼おさな馴な染じみが心配げに声を掛けてきた。

「ミカゲくん、大だい丈じよう夫ぶ？　何か様よう子すがおかしいよ？」

「いや、えっと、久しぶりの学校だから緊きん張ちようしてるだけだよ……」

「そうなの？」

「う、うん。やっぱり新学期って緊張するよね」

　そう慌あわてて取り繕つくろっていると、ついに一年生の教室に到着した。

　少し躊躇ためらいながらもドアを開けて中に入ると、久しぶりのクラスメイトたちの姿があった。

「おはよう」

　挨あい拶さつを投げかけると、ぱらぱらと返事が返ってくる。

　しばらくみんなの顔を見ていなかったけれど、特に変わりなかった。

　例えば、赤毛ツンツンのエリトくんは、憮ぶ然ぜんとした表情で席に座っていつもみたいにチラチラと視線をこちらへ向けてくるし、金きん髪ぱつナルシストの成なる我がくんはワイングラスを持って窓辺で黄昏たそがれているし、多た々だ野のさんは、乾いた瞳ひとみを見開いたまま青白い顔でいつものように微び動どうだにせず席に座っているし、仲なか弐にさんは額ひたいの第三の目を手直ししているし、隼はやぶさくんはクラウチングスタートのポーズを取っていた。

　いつものみんなを見渡す僕は、それからおそるおそる自分の席を見る。

「……よかった」

　僕の席はちゃんとあった。まあ、退学になっていたとしても、すぐに席が無くなったりするわけはないか。

　問題はこれからだよね……。

　先生が来た時に「あれ、暗あん上じよう院いん君、辞めたんじゃなかったんですか？」とか言われたらちょっと立ち直れないかもしれない。

　退学の手続きがまだされていなくても、このままだと近いうちにそういうことになってしまうのはほぼ確定だ。

　はぁ……どうしたらいいんだろう……。どうすればいいんだろう……。

　自分の席に座って、カバンから出した教科書やノートを机つくえの中に入れながら必死に考える。そうしていると、陽気で間ま延のびした声が掛けられた。

「やあ、カットインくん！　夏休み明け早々、ショボイ顔してるね！」

　顔を上げれば、さっき窓辺で黄昏たそがれていたナルシスト男が目の前に立っていて、僕ぼくはげんなりしながら言った。

「あのさ……僕はそんな秘ひ奥おう義ぎを発動する時とかに使われる演出みたいな名前じゃなくて、暗あん上じよう院いん、だって何百回言ったら分かるんだよ……」

「おっと失礼、ボクは夏休みにバカンスでリフレッシュして生まれ変わったんだ。そうしたら難むずかしいこと全部忘れちゃってさ♪　あと、バカンスの間に新学期にはドーピングビネガースープ・改式を摂せつ取しゆしないって決意したんだ」

「そ、そうなんだ……」

　今抱かかえている悩なやみも相まってどっと疲れる僕に、成我くんは人差し指をウザく左右に振ってから言ってきた。

「ま、アンチョビくん、何か悩みがあるなら、この生まれ変わったボクに話してみなよ♪」

　早さつ速そく名前間ま違ちがえてるけど、僕はツッコミを入れる元気はなくて溜ため息いきを吐つくように尋たずねた。

「な、なんで……？」

「それはもちろん、君とボクが麗うるわしきメリアさんを取り合う永遠のライバルだからさぁ♪」

　うわ……気持ちわるっ！　誰だれがこんな奴やつに相談するもんか……。

　そう心の中で悪あく態たいを吐く僕は、それでもちょっと成我くんならなんて答えるのか気になってもいた。

　少し考える僕は、気の迷まよいか出で来き心ごころか、深く悩んでいたのもあるけど……身近な人じゃなくて、自分と遠い、どうでもいい奴だから話せることがあるように、なんとなく遠回しに訊きいてみた。

「成我くん……もしさ、ある人に悪い評価を下されていて、その人が自分の行く道に立ち塞ふさがったらどうする？」

「う～ん、そうだね。ボクならその人に自分の素す晴ばらしさをアピールするかなぁ。ほら、このボクの溢あふれ出る美しさなんて素晴らしいとしか言い表しようがないだろう？　それを目まの当たりにしたら誰だって傅かしずいて道を開いてくれるさ♪」

「……ああ、うん、そうだね」

　その時発した僕の声はとても乾いていたと思う。出来心とはいえ、訊いたことを後こう悔かいしていた。

　成なる我がくんはどうやらナルシストスイッチが入ってしまったようでポケットから鏡かがみを取り出すと、恍こう惚こつとした表情で鏡の自分を見つめ始めている。いろんな角度でキメ顔を決めるウザい金きん髪ぱつナルシストをゲンナリと力無く見つめていると、チャイムが鳴り始め、その音と共にガラガラッとドアが開いて先生が入ってきた。

「皆さん、おはようございます！」

　元気良く挨あい拶さつしてくる先生は相変わらず黒いフードマントに頭から足の先まで覆おおわれているという姿だった。

　返ってくるみんなの挨拶をうむうむと頷うなずきながら聞く先生は、点てん呼こを行ない始める。自分だけ名前を呼ばれないんじゃないかと不安だったけど、僕もちゃんと呼ばれて、とりあえずは安あん堵どした。まだ退学にはなっていないみたいだ。けど、なんとかしないといつか呼ばれなくなる日が来てしまうわけで……どうしたらいいんだろう。答えが見つけられない。

　先生は点呼を終えると軽い連絡事項を僕たちに伝えて、廊ろう下かを指差して言ってきた。

「それじゃ、始業式に行きましょう」







　始業式は体育館で行われた。

　魔ま王おう学園といえども体育館は普通の作りで、まあもしかしたら何か変なギミックがあるのかもしれないけれど、とりあえず僕たちはステージの前に整列。しばらくすると二年生、三年生の上級生たちもやってきて整列していた。

　上級生たちの何とも言えない禍まが々まがしい雰ふん囲い気きにビクビクしていると始業式は開始して、ステージの壇だん上じように貫かん録ろくのある魔王然とした先生が立って話をしてくる。

　どうすれば退学を防げるのだろうか……。僕はどうしたらいいんだろうか。

　僕がもし退学になってしまったら、メリアさんにとても申し訳わけない……。どうにかしないと。

　その悩なやみで頭が一いつ杯ぱいで話をところどころ聞き流してしまっていたのだけど、その先生はたっぷり十五分以上は話していたと思う。そしてその話の内容は大体要約すると「新学期も魔王らしく頑がん張ばれ」というものだった。

　満足げにステージを下りていく先生に、周りが若じやつ干かんイライラしているのを感じながら、僕は先生の話で最後の最後に出てきた言葉が少し気になっていた。

　それは「──大魔王祭に向けて頑張りたまえ」というもので、「大魔王祭」ってなんだろうと頭の中にクエスチョンマークがたくさん浮かび上がっていた。

　話に掛けた時間の一割でも良いから、「大魔王祭」が何なのかの説明に割さいて欲しかったよ。

　そう考えると僕も、今の自分の辛つらい状じよう況きようと相まってなんだかイライラしてきた。

　そんな中、今度は何人かの生徒がステージに上がり始めて、視線を向ければその中に見覚えのある人がいた。

　それは金色の長い髪かみにヒトデの髪かみ飾かざりを付けた綺き麗れいな女生徒で、そのすぐ近くには頭からプロペラを出してホバリングしているタコロボットがいる。

　その人は誰だれかと言うと、魔ま王おう学園生徒会副会長で、召しよう喚かん士しの特とく殊しゆ資格も持っている佐さ紋もんアヤネ先せん輩ぱい。飛んでいるタコは佐紋先輩が作ったロボットのタコ丸だった。美しさと厳きびしさを内ない包ほうしている佐紋先輩の容姿と、その近くを飛ぶタコロボットはステージ上で相当目を引いていた。しかし、その金髪の先輩と一いつ緒しよにステージに上がってきた生徒たちもそれに負けないぐらい目を引く個性的な要素を持っていた。

　例えば佐紋先輩の左側に立つ生徒。その生徒はスーパー成なる我が並みの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男なのだけど顔に真っ白なファンデーションを塗ぬりたくっていて、口には真っ赤な口くち紅べにを分ぶ厚あつく引いている。逞たくましい脚あしは、内うち股また気味で……う、うん、すごく異い彩さいを放っている。

　それから佐紋先輩の右側に立つ生徒。その生徒は、カラフルなアフロヘアーでさっきからずっとジャグリングをしていた。こっちも意味の分からなさ的にすごく異彩を放っている。

　他にも全身に甲かつ冑ちゆうを装そう着ちやくしているフルメタルな人だったり、謎なぞの傷が一いつ杯ぱいあって包ほう帯たいを巻いている人がいたりとか、他にも何人かヤバい人がいるけど、この人たちは一体……？　と頭を捻ひねっていると、佐紋先輩とチラッと視線が合って、ある考えが浮かんだ。

　佐紋先輩は生徒会副会長だから、もしかして周りの人たちは生徒会役員の人たち？

　いや……でも、それにしてはあまり凄すごそうには見えないけど。違う意味では凄いけどね。

　そう考えていると、司会進行をしているうちのクラスの先生が「生徒会役員の挨あい拶さつ」と告げてくるので、「マジで!?」と内心声を上げた。

「…………」

　改めて生徒会役員の人たちを見渡してみる。

　ずっと前に先生が言っていたけど、魔王学園では自分が魔王だということを自覚させるために、入学初期は先輩や生徒会などにあまり触ふれ合わせない方針を取っているらしい。僕は一学期の間、上級生では佐紋先輩としか交流を持たなかったし、生徒会の役員も佐紋先輩しか知らなかった。

　ぶっちゃけ、佐紋先輩以外、あまり凄そうには見えないけど、でも魔王学園の生徒会だからきっと凄い人たちなのだと思う……きっと……たぶん。

　始業式で生徒会役員の紹しよう介かいがあるということは、二学期からは上級生や生徒会ともっと交流する機会が増えるのかもしれない。

「…………」

　ステージに立つ生徒会の役員たちや、周りの上級生たちを見渡しながら、恐いようなちょっと楽しみなような想いを抱いだく僕は、しかし、近いうちに自分が魔王学園を辞やめさせられることを思い出してとても暗い気持ちになった。

　そうだ。このままだと僕は、上級生や生徒会の役員の人たちと関わることなく学園を去ることになってしまう……。それを考えるととても口くち惜おしい気持ちになった。

　僕ぼくが改めて落ち込む中、ステージの生徒会役員は、一人一人挨あい拶さつしながら二学期の抱ほう負ふや目標を語り始め（ジャグリングしていた人は何も語らずずっとジャグリングしていた）、佐さ紋もん先せん輩ぱいも顔をしかめて挨あい拶さつするのだけど、二、三回程嚙かんで、その度たびにタコ丸がフォローするようにタコ踊おどりを踊っていた。

　そして最後に魔ま王おう学園の生徒会長が挨拶をするのだけど……。

　生徒会長は、一応男子用の制せい服ふくを着ているけれど男なのか女なのかどっちか分からない中性的な顔の人で、周りの生徒会役員と比べるとダントツで普通だった。しかも挨拶の順番が来るまでそこにいることすら気付かなかったぐらい影の薄うすい人で、この人が生徒会長なんだ……と驚おどろいている間に、生徒会長はテンプレートを絵に描かいたような挨拶をして、始業式は終わりを告げた。

　その生徒会長の話の中にも「大魔王祭」という言葉が出てきて、僕はそれが少し気になりながらも一年のみんなと一いつ緒しよに教室へ戻ったのだった。




　　　　＊＊＊




「それでは早さつ速そく、二学期の授業を始めましょう」

　少しの休み時間を挟んでから、授業開始のチャイムが鳴ると共にフードマントに身を包んだ先生が教室に入ってきて告げてくる。

　休み時間の間は、僕はずっとどうしたら退学を防げるか、どうしたら父さんを説得できるかを考えて悩なやみ続けていたのだけど結局良い案は浮かばなかった。

　どうしたらいいんだろう……。

　授業を始めようとする先生を暗い気持ちでぼーっと見ていると、クラスの中から声が上がった。

「先生、始業式で言っていた大魔王祭ってなんですか？」

　大魔王祭……。

　それは僕も気になった言葉だ。

　始業式の話の長い先生や、地味な生徒会長が言っていた言葉に疑問が再点火し始めていると、質問をされた先生はフードの奥で怪あやしげな笑いを漏もらしていた。

「良い質問ですね」

　先生はチョークを手に取ると黒板にデカデカと文字を書き始める。

　それは『大魔王祭』という文字になり、その文字をバシンと叩たたく先生は言ってきた。

「始業式で校長から発表されていましたが、二学期には、『大魔王祭』が行われます」

　先生はもう一度文字をバシンと叩いて力強く説明してきた。

「この大だい魔ま王おう祭は何かというと、いわゆる魔王学園の体育祭です。生徒たち全員が己おのれの魔王らしさを競きそい合うお祭りなのです」

「魔王らしさを競い合うお祭り……」

　その言葉にごくりと息を吞のんでいると、先生は神しん妙みような声で言ってきた。

「大魔王祭には、最終競きよう技ぎの『デビル・ザ・クラウンリレー』など学園創立からずっと行われてきた伝統のある競技がたくさんあります。大魔王祭は学年対たい抗こうの勝負なので、上級生たちと競い合うことになります。一年生の皆さんは必然的に不利になりますが、しかし、だからこそ活かつ躍やくできれば自分の魔王らしさを周りに知らしめる名めい誉よになります」

　上級生と競い合う……。伝統ある競技がたくさん……。なんだろう『デビル・ザ・クラウンリレー』って、どんな競技だろう……。

　いろんな疑問やイメージが浮かび上がる中、悩んでいる僕ぼくの頭の中で先生の説明と自分の考えがぐるぐると回って繫つながり始めていた。

　大魔王祭……。伝統……。

　活躍できたら名誉……。

　何かが摑めそうな気がして必死に考えていると、不意に朝の会話がフラッシュバックしてきた。

『成なる我がくん……もしさ、ある人に悪い評価を下されていて、その人が自分の行く道に立ち塞がったらどうする？』

『う～ん、そうだね。ボクならその人に自分の素す晴ばらしさをアピールするかなぁ──』

　ああ……もしかしたら。

　もしかしたら……大魔王祭は父さんを説得できる良いアピールの舞ぶ台たいになるかもしれない。退学が取り消されてメリアさんをがっかりさせずに済むかもしれない……！

　認めたくないけど、とても認めたくないけど、成我くんの言葉のお陰かげで僕の頭の中で考えがカチリと繫がった気がした。血が熱くなるのを感じる。

「皆さん、頑がん張ばってくださいね」

　そう締しめくくる先生に僕は気付けば声を出していた。

「先生、その大魔王祭の特とつ訓くんってできないんですか？」

「特訓ですか？」

「大魔王祭の特訓がしたいです！」

　興こう奮ふんして自然と口から出てきたその言葉に、場がしんと静かになる。我われに返った僕は「あっ……」と慌あわてて口を塞ふさぐけど、すぐにクラスメイトのみんなも口々に特訓したいと言い始めてくれた。

　そんなみんなを見る先生は、「ふむ」と何かを考えるように腕を組んでからしばらくして、どこか嬉うれしそうに言ってきた。

「皆さんやる気満々ですね。そうですね……。徐じよ々じよにやっていこうかと思いましたが、皆さんがそんなにやる気なら予定を早めましょうか」

「予定？」

　尋たずねる僕ぼくに先生はコクッと頷うなずいて説明してきた。

「一年生は上級生との実力差をカバーするために特別講こう師しを呼んで特訓することができるのです。今日は特別講師の紹しよう介かいと大魔王祭の軽いオリエンテーションぐらいにしようと思っていたのですが、早さつ速そくガチ特訓してもらいましょうか」

「特別講師……」

　すぐに特訓できるようになったことに喜ぶ僕は、特別講師がどんな人なのか期待半分不安半分で想像してみる。

　黒光りする筋肉ムキムキの大男か、はたまた、先生みたいに奇きっ怪かいで面めん妖ような女性か。

　まあ魔王学園が用意する講師だからきっと、なんだかんだヘンテコな人に違いないということは想像できた。しかしどんな人が来ても僕は真ま面じ目めに特訓するつもりだ。

「それじゃあ皆さん、体たい操そう服ふくに着替えてください。体育館に行きましょう」

　その言葉に、僕たちは急いで体操服に着替えて体育館へ向かった。




　それから制服から体操服姿に変わった僕たちは、体育館に集合していた。

　先生が言うには特別講師の人はとても忙しい人らしくて少し遅れて来るらしい。

　しばらくの待ち時間の後に先生が突とつ然ぜんブルブルと震ふるえ始め、何事かと思えばフードマントの中に手を突つっ込んで無線機を取り出してきた。

　おそらくその特別講師から連絡が来たのだと思う。先生は「あ、はい、そうです。体育館にお願いします」と、無線機にペコペコしながら話していた。

　無線機を切ってマントの中に仕し舞まった先生は、僕たちに告げてきた。

「今、到着したそうです。もうすぐ来られます」

　クラスのみんなもどういう人が来るのかいろいろと想像を膨ふくらませているのか、期待で目を輝かがやかせている。僕もそうだ。今だけは父さんのことや、魔王学園を辞やめさせられることは忘れてどんな人が来るのか期待しながら待った。

　そうしていると、どこからか軽いモーター音が聞こえてくる。

　何となくその音に聞き覚えがある気がして音源を探していると、それは体育館の入り口の方向からで……そこからある人影が現れてきた。

　それは僕たちが待っている特別講師で……。

「あ、来られたようです」

　と、先生も言ってくる。

　僕はさらに期待を込めて現れた人影を見つめる、のだけれど──。

「ん…………？　んん!?」

　現れたその人を認にん識しきするよりも先に脳のうが痺しびれるような衝しよう撃げきを受けて、なんだかクラクラとした。驚おどろきと困こん惑わくがぐるぐると回って呼吸を忘れてしまう。

　え、いや、そんな……!?　あり得ないって……!?

　何度も自分を疑って目を擦こすって見直すのだけど、現れた人は間ま違ちがいなくそこにいる。

　体育館に現れた人。

　その人は──。

「…………に、兄さん!?」

　そこに現れたのは──僕ぼくの兄だった。







「初めまして、暗あん上じよう院いんヒカルです」

　爽さわやかな笑顔で挨あい拶さつしてくるのは間違いなく僕の兄さんだった。

　僕と同じ銀色の髪かみと、僕とは違う聡そう明めいさと才さい気きを秘めた瞳ひとみと顔立ち。そして、どこか儚はかなげで繊せん細さいな雰ふん囲い気き。

　そして、何より特とく徴ちよう的てきなのが、兄さんが乗っている少しホバリングしたメカニカルな車くるま椅い子すだった。

[image: ]

　暗あん上じよう院いん家長男で、僕ぼくの兄さんである暗上院ヒカル。

　ヒカル兄さんは昔、事故に遭あい足が不自由になり、車くるま椅い子すを使っていた。僕が物心付いた時には既すでに車椅子だったと思う。

　しかし、兄さんはそんなハンデキャップを感じさせないぐらい優ゆう秀しゆうな人で、魔ま王おうの資格はもちろん、賢けん者じやの資格やその他さまざまな難むずかしい特とく殊しゆ資格を取得していた。さらにその資格の技量を生かして自分の車椅子にどんどん改造を重ねていき、今では車輪を使わずに自由自在に動けるようなハイパースペックの車椅子に乗っていた。

「…………」

　クラスメイトたちは、僕と同じ苗みよう字じの人の来訪にざわざわとしている。

　ど、どうして兄さんがここに……。とてもとても忙しい人なのに……。

　僕の心は驚おどろきと不安で、周りのざわめき以上にざわついていた。

　ふと、笑みを浮かべるヒカル兄さんと目が合って、その視線から逃げるようについ目を伏せてしまう。

　兄さんは、僕が昔から比べられ続けてきた相手であり、嫌きらいというわけではないけど父さんの次に苦手な人だった。

　そうしていると先生が兄さんに挨あい拶さつをして、ホバリングする車椅子の横に立ち説明してきた。

「そういうことで、一年生の特別講こう師しとして暗上院ヒカルさんをお呼びしました。名前と見た目から分かる通り、暗あん上じよう院いん君のお兄さんです。ヒカルさんは魔ま王おう学園在学時には生徒会長を務めて、学年首席で資格を取り、さらに様々な難むずかしい特とく殊しゆ資格を取得しているというとてもとても優ゆう秀しゆうな方です」

　その説明でさらに場がざわざわとし始め、すごい、という声があちこちから漏もれてくる。それに僕は、自分と比べられている気がして身を縮ちぢめた。

「ヒカルさんは現在世界を股またにかけて仕事をされているとても忙しい方なのですが、なんと今回、皆さんはヒカルさんに特別授業をしてもらえることになりました！　ぜひ、皆さんにはヒカルさんから学べることをたくさん学んでいただきたいと思います！」

「みんな、よろしく」

　爽さわやかな笑みを浮かべて挨拶する兄さんに、みんなが嬉うれしそうに元気良く返事をする。その中で、僕はどうして兄さんが特別講師を引き受けたのか考えていた。

　僕が小さい頃から、兄さんは幻想職フアンタジスタの特殊資格を取りに行っていたり、父さんに仕事を任されたりして家にいないことが多かった。じいちゃんが亡なくなってからは父さんから大きな仕事を任されるようになり、家にいないことがさらに多くなった。僕が魔王学園に入学することが決まってから家を追い出されるまで一度も顔を合わせる機会がなかったぐらいだ。

　そんな兄さんがどうして魔王学園の特別講師なんて引き受けたのだろう……。

「…………」

　考える僕ぼくの頭に、今朝けさの父さんからの電話が思い浮かんでくる。

　魔ま王おう学園を辞やめさせると告げてきた父さんと、魔王学園の特別講こう師しを引き受けた兄さん。

　ただ漠ばく然ぜんと分かるのは、たぶん偶ぐう然ぜんではないということ。

　兄さんがやって来たのは、何かしら父さんと関係があることは想像できた。

　……父さんに僕の様よう子すを見てこいと言われてやって来たのだろうか。そうだとしたら下手へたなことはできない。

　そんなことを考える間に、先生はヒカル兄さんに今日きようから早さつ速そく特とつ訓くんを始めることを伝えて、兄さんは快こころよく頷うなずいていた。

「今日の授業の課題は……そうだね」

　顎あごに手を当てて考えるヒカル兄さんは、閃ひらめいたのか自分のポケットに手を入れると何かを取り出してきた。

　それはカードのようなもので、どこかで見たことがある気がして目を凝こらして見ていると、兄さんが告げてきた。

「これはボクの『魔王』の資格カード」

　周りが沸わく。

　兄さんが手にする暗い光こう沢たくを放つそのカードは、まさに僕たちが目め指ざしている『魔王の特殊資格』を取得した時に貰もらえる資格証だった。そういえば、資格取得時にもう一つ貰えるものがあるけど兄さんは何を貰ったんだろ？　『危ない水着』だったりして……いや、まさか、ね。

　しかし、兄さんはカードを一体どうするつもりなんだろう……。

　ずっと前にメリアさんに勇者の資格証のカードを見せてもらった時に、手しゆ裏り剣けんみたいに投げて武器にしていたことを思い出した僕は不安に思いながら疑問を抱いだく。

　そうしていると、メカニカルな車くるま椅い子すに腰かけるヒカル兄さんは魔王の資格カードを掲かかげて告げてきた。

「今日の課題は、このカードをボクから奪うこと」

　カードを兄さんから奪う……!?

　僕は、その兄さんから出された課題に戦せん慄りつしていた。

　兄さんはくるりとホバリングした車椅子を反転させ後ろへ向かって進んでいく。そしてある程度進んだ辺りで体育館の床ゆかに魔王の資格カードを置くと、兄さんは僕たちに向き直り微び笑しようを浮かべて言ってきた。

「ボクからこのカードを奪い取ることができたら、課題は合格かな」

　クラスのみんなは、ポカンとした表情で周りの人と顔を見交わせている。ホバリングしているとはいえ、車椅子の兄さんからカードを奪うなんて簡かん単たんだと思っているのだろう。

　しかし、兄さんの実力を知っている僕にとっては、出された課題は不ふ可か能のうなものに思えて仕方がなかった。

　兄さんからカードを奪い取れる人なんているのだろうか……と複ふく雑ざつな表情を浮かべていると、先生に名前を呼ばれた。

「じゃあまず初めに、暗あん上じよう院いん君にやってもらいましょうか」

「え、ぼ、僕ぼくですか？」

「はい、お願いします」

　頷うなずいてくる先生に、僕は心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

　僕が兄さんから魔王の資格カードを奪い取る……。

　そんなこと……。

　ホバリングした車椅子に腰かけるヒカル兄さんへ視線を向ける僕は、自分の心臓の音が聞こえるぐらいドキドキし始めていた。

「さあ、始めてください」

　先生は合図を言いながら離はなれていき、周りのクラスメイトたちも邪じや魔まにならないように距きよ離りを取ってくる。

　体育館の中央に僕と兄さんの二人だけが向かい合うような形になり、さらにドキドキして変な汗あせが吹き出てくる。その中、ヒカル兄さんは静かに言ってきた。

「夏休み、家に帰ってくると思っていたんだけどな……久しぶりだね、ミカゲ」

「……う、う、うん」

　透すき通るような瞳ひとみに見られてカチコチになっていると、ヒカル兄さんは少し笑って「そんなに緊きん張ちようしなくていいのに」と言ってくる。しかし、僕は緊張せずにはいられなかった。

　兄さんが特別講師を引き受けたのは父さんに関係あることは間ま違ちがいないと思う。

　もし兄さんが父さんに言われて僕を試しに来た、とかなら、ここで失敗するわけにはいかないわけで。

　そう考えると身体からだがさらに硬こう直ちよくして動けなくなる……。

　そうしていると兄さんは真ま面じ目めな表情で言ってきた。

「さあ、ミカゲ、ボクからカードを取ってみなよ」

「兄さんから取る……」

　僕はつい一歩後ずさってしまう。

　ど、どうしよう……。

　昔からずっと僕は兄さんと比べられ、そして兄のようになれと言われ続けてきた。それは伊達だてではなく、兄さんは本当に凄すごくて僕は勝てる気がしなかった。

「どうしたミカゲ。来ないのかい？」

　声を掛けてくる兄さんに、僕はまた一歩後ずさってしまう。

　ど、どうしよう……兄さんからカードを奪い取れるイメージが全然湧わかない……。

　それでも……兄さんがここに来たことに父さんが関係しているのなら、ここで逃げ出すわけにはいかない。

　前へ足を出そうとして──もつれて転んでしまう。メリアさん……。

　このまま逃げてしまいそうな心に必死に抗あらがっていると、ガシッと誰だれかが僕ぼくの肩を摑つかんできた。

「ふん、見てられねぇな」

　ハッと振り返れば、赤毛ツンツンの男子生徒──エリトくんだった。

　エリトくんは僕の耳に口を近づけてくると小声で言ってきた。

「……お前が朝から何を悩なやんでいるか分からないが、とりえあず、この俺おれの動きを見ておけ」

「エリトくん……」

　悩んでいることに気付かれていたことに驚おどろくと同時に、僕の中で何か込み上げてくるものがあった。

　エリトくんは不ふ敵てきな笑みを浮かべて兄さんへ向き直り、ズシズシと歩いていく。そしてある程度近づくと両腕を組んで立ち止まった。

「俺が先に相手してやるよ」

「君はミカゲの友達かな？」

　微び笑しようを浮かべて喋しやべりかけるヒカル兄さんに、赤毛の番長は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「あんな奴やつ友達じゃない……ただの奴ど隷れいだ……」

　奴隷って……。

　ションボリとする僕は、いや、と首を振った。エリトくんは、きっと恥はずかしがっているだけなんだ。本当は友達なんだよね。

　エリトくんの後ろ髪がみを見つめていると、その赤毛の持ち主は僕にチラチラと視線を向けて「まぁ……俺の方がある意味、奴隷かもな……」とか呟つぶやいていた。ど、どういう意味だろう……。僕とエリトくんは友達なんだよね？

　意味を問う間もなく兄さんに向き直ったエリトくんは、組んでいた腕を解ほどくと、指の骨をポキポキ鳴らしながら言った。

「アンタが車椅子だからって容よう赦しやしないぞ」

「もちろん、遠えん慮りよなんてしなくていいよ」

　悠ゆう然ぜんと車椅子に座って言うヒカル兄さんに、エリトくんは不敵に笑って構え始める。

　緊きん迫ぱくした空気に息を吞のんでいると、ふと、視界に何かが入ってきて「あ……」という言葉が出そうになったけど必死に抑おさえた。

　視界に入った何かとは、『Ｃ』と書かれた紙袋を被かぶった黒くろ子こ──子分Ｃで、兄さんの後ろに抜き足、差し足、忍び足と歩いていた。

　その兄さんは微笑を浮かべて、今にも飛びかかりそうなエリトくんを見つめている。あの様よう子すだと、もしかしたら気付いてない……いや……。

　不安を覚える僕の視線の先で、子分Ｃはさらに魔ま王おうの資格カードに近づいていき、盗とれる位置までもう少しという時だった。

「肩が少し凝こっちゃったなぁ」

　と、突とつ然ぜん兄さんが左肩を回して斜ななめ左後ろに振り返った。

　それに咄とつ嗟さに反応して兄さんの死角に走り込む子分Ｃ。

　すると兄さんはすぐに「右肩も凝ったなぁ」と斜め右に振り返るので、子分Ｃは咄嗟に反対方向へダイブしていた。それからそんな左右の攻防が何度も続き、子分Ｃはまるでバレーボールの鬼おにコーチのスパイクを受ける部員みたいに息を荒げ転び回る。

　そんな攻防を、「完全に兄さん気付いてるでしょ……」と思って見つめていると、子分Ｃも気付かれていることを悟さとったのか、左右に転び回るのを止め、こうなったら強引に奪おうと言わんばかりの全力ダッシュで資格カードの下もとへ向かい始めた。

　その子分Ｃを無視するように正面を向く兄さんは、エリトくんにニコリと笑うと座っているメカニカルな車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけのカバーを外す。そこにはたくさんのボタンが並んでいて、その中の一つを押したと思った瞬しゆん間かん──ズバンッと車椅子の後方から何かが飛び出した。

「なんだ……!?」

　エリトくんが驚おどろきの声を上げる。

　車椅子の後方から飛び出したモノは、『網あみ』で、子分Ｃはすっぽりと網に捕つかまり動けなくなっていた。

　驚いているエリトくんを見るヒカル兄さんは、車椅子の肘掛をさすって言ってきた。

「車椅子は何かと不便だからね、いろいろと開発しては改造を施ほどこしているんだよ」

「開発……改造だと？」

「この車椅子は『ヒカル丸』という名前で、元々は弟ともっとスキンシップを取るために設計したモノなんだ。さっきの網あみ発はつ射しやはヒカルキャッチャーという弟が逃げた時に使うギミックの一つ。まあ賢かしこき者である賢けん者じやの特とく殊しゆ資格を持つ者としては開発改造なんて造ぞう作さもないことだよ」

　そう言って笑うヒカル兄さん。

　いろいろと言いたいことはあるけど、兄さんの言う通り、あのホバリングしたメカニカルな車椅子──ヒカル丸はその見た目を裏切らずたくさんの装置やギミックが搭とう載さいされている。しかも会う度たび会う度に装置やギミックが変わるので対たい策さくのしようがなく、昔から何度も実験台にされて悩なやまされてきた……。

　それは僕が兄さんを苦手に思う理由の一つ。父さんから比べられ続けてきたからというのもあるけれど、兄さんが何を考えているのかよく分からないというのも大きな要因の一つだった。

　そんな昔のトラウマを思い出していると、エリトくんは鼻を鳴らして言ってきた。

「……なるほど面おも白しろい。なら全力で奪ってやる」

　エリトくんはおもむろに口に指を当てると指ゆび笛ぶえを吹き始める。

　その笛ふえの音が響ひびくと、どこからともなく子分Ａ、Ｂ、Ｄがエリトくんの下もとに集結した。

　その子分たちにエリトくんは無言のまま、顎あごをヒカル兄さんの後ろの資格カードへ差し、たぶん、奪ってくるように指示を与えている。その指示にコクコクと頷うなずく子分たちは、ホバリングしたヒカル丸に腰かける兄さんへ向くと一度散さん開かいしてから一いつ斉せいに走り出した。ちなみにエリトくんは動こうとしていない。

　三方向から向かってくる子分たちに、しかし兄さんは慌あわてる様よう子すはなく、余よ裕ゆうたっぷりの顔のまま肘ひじ掛かけのボタンを操作している。

　そして子分たちが兄さんに近づいた瞬しゆん間かん、ヒカル丸に変化が起きた。

　左右のタイヤカバーのようなところからガチャガチャガチャと大量のミサイル発はつ射しや口こうのようなモノが出現したかと思えば、同時に大量の小型ミサイルが発射され子分Ａ、Ｂ、Ｄへ飛んでいった。

　子分たちは避よける間もなく被ひ弾だん。

　軽い爆ばく発はつ音おんと煙けむりが立ち込め、気付けば子分たちは床ゆかに倒れ伏していて、とりもちのような粘ねん着ちやく性せいのあるネバネバにより身動きが取れなくなっていた。

「それは『ヒカルトリモチミサイル』。逃げる弟をより確実に捕つかまえるために考えた装置の一つなんだ」

　爽さわやかに笑う兄さんだけど、僕は笑えない。なんで僕を捕まえる前提なの……。

　漠ばく然ぜんとした恐怖を感じていると、拘こう束そくされた子分たちを見ていたエリトくんから呻うめき声が聞こえてきた。

「ぅう、くっ、なかなか強いな……」

「子分たちだけで挑いどんだ瞬間から勝負は決まっていたよ」

　その兄さんの言葉を聞いて、エリトくんはガクッと片かた膝ひざを突ついてガハガハとむせ始める。

　いやいや……ちょっと待って、エリトくん何もしてないよね！　ほとんど見てただけだよね！　全力はどうしたの!?

　俺おれの動きを見ておけ、って言っていたエリトくんに感じた感動はなんだったんだ……。

　若じやつ干かんしらけ気味にエリトくんを見つめる僕は、兄さんの視線がこちらへ向けられていることに気付いて緊きん張ちようが再点火し始める。兄さんに挑戦しないと……。

　震ふるえそうになる足を必死に押さえていると、誰だれかが僕の肩をガシリと摑つかんできた。大きな手にビクッとして振り返れば、それは逆立った金きん髪ぱつの大男だった。

「だ、誰だれ!?」

「スーパー成なる我がだ」

「スーパー成我!?　え、なんで!?」

「強者の氣きを感じて摂せつ取しゆしたのだ……ドーピングビネガースープ・改式を」

　この筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで体たい操そう服ふくがピッチピチの大男は、今朝けさの金髪ナルシスト──成なる我がくんがドーピングによって変身した姿だ。彼の家である成なる我がコーポレーションの秘ひ薬やくとかそんな胡う散さん臭くさい薬を配合して作ったドーピングビネガースープによって成我くんは悲しき超戦士に変身することができるのだった。以前は副作用で暴走したことがあったけど、今は改良を施ほどこしたドーピングビネガースープ・改式になったため暴れないようになったらしい。まあ、僕ぼくはそれに関してはずっと懐かい疑ぎ的てきだけどね。絶対副作用あると思う。目が若じやつ干かん逝いってるもん……。

　というか、今朝けさ、新学期からはドーピングしないことを決意したとか言ってなかったっけ……!?　早さつ速そく決意破ってるよ、この人。

　現れたスーパー成我を残念な目で見つめていると、金きん髪ぱつの大男は口角を上げて兄さんの下もとへズシズシと歩き始めた。

　その大きな後ろ姿を見送る僕はハッとした。

　もしかしたらスーパー成我は怯おびえている僕を心配して、自分の決意を破りドーピングをして変身したのかもしれない……。い、いや、それは考え過ぎか……。

　複ふく雑ざつな想いで見送っていると、スーパー成我は兄さんにある程度近づいてから立ち止まり低く構え始めた。

「勝負だ、強者よ……」

「今度は君か。いつでもどうぞ」

　にこやかに言ってくる兄さんに、スーパー成我は怒りと闘とう気きに身体からだを震ふるわせて言っていた。

「吾わが輩はいを……甘く見ない方が……いい……！」

　言った途と端たん、体育館の床ゆかをブチ抜きそうな強きよう烈れつな踏ふみ込みをするスーパー成我は、そのまま疾しつ風ぷう迅じん雷らいの勢いで走り始める。

　そのスーパー成我の向かう先は、資格カードではなく、車椅子に座る兄さんだ。

　に、兄さん大だい丈じよう夫ぶかな……。

　スーパー成我の半はん端ぱない猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりに、珍めずらしくヒカル兄さんの心配をしてしまう僕だけど、それは杞き憂ゆうに終わった。

　スピードを乗せたスーパー成我のパンチが振るわれたが、それは兄さんには届かない。ガチンッという硬かたい鉄を打ったような重い音が響ひびいたかと思えば、金髪大男のパンチは兄さんの前に部分的に出現した鉄製のシールドに防がれていた。そのシールドはタイヤカバーのようなところから伸びているようだった。

「なん……だと……！」

　驚いたような声を上げるスーパー成我は、再び拳こぶしを振り上げパンチを放つがシールドはビクともしない。

「ならばッ！」

　サッとサイドステップで移動するスーパー成我はシールドのないところへ高速パンチを放つ。しかし、シールドはまるでスーパー成我の動きを予想していたかのように移動してパンチを防ぎ、兄さんに拳こぶしが届くことはなかった。

「な、なぜだ!?　なぜ吾わが輩はいのパンチが通じない!?」

「この『ヒカルシールド』は、弟が爪つめを切っている時に切った爪の破は片へんが飛んできた場合のことを想定して作った特別製でね、普通の攻こう撃げきじゃビクともしないよ。それに『ヒカル丸』に積つんであるカメラの情報からＡＩが自動演算してオートで防ぐようにしてあるからどこから攻撃されても防ぐことができるんだよ」

　自じ慢まんげに説明してくる兄さん。

　いや、僕ぼくの爪防ぐのにどんだけ大掛かりなんだよ……！　スライムの攻撃を、伝説の防具で防ぐぐらいの無む駄ださを感じるよ！

　兄さんの謎なぞさと凄すごさに頭を痛めている間に、スーパー成我はじりじりと後ずさり始めていた。

「こ……これが……強者か……」

「この程度で引くようじゃまだまだだね」

　そう声を掛ける兄さんは、ヒカル丸のボタンを操作し始める。

　すると背もたれからバズーカ砲ほうのようなモノが出現して、さらに兄さんの片目に向かって小さなスクリーンが伸びてきた。おそらくそのスクリーンでロックオンをするのだと思う。

　案あんの定じよう、スクリーンに光の丸がチカチカと点てん滅めつし始めた瞬しゆん間かん、バズーカ砲の砲ほう口こうが光り始める。

　それでヤバいと悟さとったのかスーパー成我は慌あわてて逃げるが、その数秒後にはバズーカ砲からロケットが発射された。

「ぬうあああああ──！」

　必死に走って逃げ回るスーパー成我にロケットはどこまでも追つい尾びし、最後にはとうとう命中して金髪大男は爆ばく発はつして吹っ飛んでいた。

「これは『ヒカル砲』。弟が反はん抗こう期きで暴れた時に抑よく圧あつするために考えた兵器なんだ」

　反抗期の代だい償しようにしてはオーバーキル過ぎる気がするよ、兄さん！

　震ふるえる僕は、黒くろ焦こげになって倒れ伏すスーパー成我と、膝ひざを折って咳せき込んでいるエリトくん（何もしてないけど）を見て、改めて兄の凄すさまじさを実感した。

　この人に勝てるのだろうか……。

　メリアさんの凄すごさを目まの当たりにした時と同じ気分だ……。

　マイナスイメージが頭の中に渦うず巻まいていると、誰だれかがトコトコと歩いてきて僕の肩を摑つかんできた。

「私に任せて、ミカゲくん！」

「ユキヒメ!?」

　前まえ髪がみを綺き麗れいに切り揃そろえているブロンドの幼おさな馴な染じみが、くりくりとした可愛かわいい目に炎をメラメラと燃もやしていた。

「ミカゲくんが朝から何に悩なやんでいるのか私には分からないけど……だけど、見ててミカゲくん、私絶対に負けないから！」

「ユキヒメ……」

　朝から心配をしてくれていた幼おさな馴な染じみに申し訳わけないような、有り難がたいような気持ちを抱いだいている間にユキヒメは、ヒカル兄さんの下もとへ力強く歩いていく。

　そのユキヒメを見る兄さんはニコニコとした表情で言っていた。

「次はユキヒメちゃんだね」

「ちゃん付けはやめてください、ミカゲくんのお兄さん」

　ムッとして言うユキヒメに、兄さんは少し真ま面じ目めな表情で口を開いた。

「ピッタリだと思うよ。なぜなら、君の弟への想いは赤ん坊ぼう並みだからね」

　ギリッという音がユキヒメから聞こえた気がした。

「そんなことありません！　私のミカゲくんへの想いは不良品ミカゲ人形百個分より大きいんです！」

　不良品ミカゲ人形百個分……それは良い意味なのか悪い意味なのか……判断しかねるけど、ユキヒメは凄すごい迫はく力りよくだ。普段のお人形さんみたいなニコニコとした表情は姿を消して、すごく真面目な顔をしている。あんな表情……初めて──いや、僕ぼくの家に遊びに来て、僕の下着が入った簞たん笥すを見た時以来だ……！

「なるほど、それなら見せてくれるかい？　その不良品ミカゲ人形百個分の想いを」

　そう言うと兄さんは資格カードのところへ向かっていく。

　スイッチなどを操作し始めて何をするのかと思えば、ヒカル丸から何かがコロンと転がり落ちてきた。それをよく見ればまさに話題に上がっていた僕そっくりに作られたぬいぐるみのミカゲ人形（不良品と思われる）で、兄さんはそのぬいぐるみの中にカードを埋うめ込んで床ゆかに置いていた。

「さあ、ボクから奪うことができるかな？　この不良品ミカゲ人形を」

「必ず奪ってみせます！」

　ミカゲ人形さえ絡んでなければ、すごくピリピリとして緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きで、それからしばらく二人の視線がバチバチと火花を散らしていたかと思えば、その勝負は唐とう突とつに始まった。

　兄さんへ向かってズダダダッ！　と全力で走り始めるユキヒメ。ただ、ユキヒメは運動が苦手なせいか、すぐに必死な目になり、完全に顎あごが上がってとてもスピードが遅かったのだけれど、身に纏まとう迫はく力りよくは健けん在ざいで、そのまま突進するかのように迫せまっていく。

　しかし、兄さんの目前まで迫るとユキヒメは急ブレーキを掛けて、突とつ然ぜん、自分の体たい操そう服ふくの懐ふところに両手を入れ──

「いけぇ、超ちよう圧あつ縮しゆく不良品ミカゲ人形！」

　という掛け声と共に懐からミカゲ人形を大量に取り出して宙に放り投げた。

　懐ふところにどうやって大量のミカゲ人形を入れていたのか気になるけれど……名前から察するに圧あつ縮しゆくして忍ばせていたのかな……まあとりあえずそれは置いておこう。

　放り投げられたぬいぐるみは、兄さんの頭上を越えて背後の不良品ミカゲ人形の下もとにぼたぼたと降ふり注そそいでどれがどれだか分からなくなった。

「ふふふ、ミカゲくんのお兄さんに、不良品ミカゲ人形の見分けがつきますか？」

「…………」

　車くるま椅い子すごと背後に振り返って沈ちん黙もくするヒカル兄さん。

　たくさんあるぬいぐるみの中からどれを守るべきか少し悩なやんでいる様よう子すだ。

「私には分かります！」

　その兄さんの横を駆かけ抜けるユキヒメは「えいや！」と勢い良くミカゲ人形たちにダイブする。

「奪いました！　これが本物の不良品ミカゲ人形です！」

　飛び込んでから数秒の後にユキヒメが嬉うれしそうにミカゲ人形を掲かかげて立ち上がってくる。

　それはどこからどう見ても不良品ミカゲ人形で、「お！　おお……？」と、感心しかけるが、しかし、よく考えれば僕ぼくには辺りに散らばっているぬいぐるみは全部同じに見えて本物かどうか分からない。

　それでもユキヒメは自信満々に勝ち誇った顔をしているので、僕は心の中で、ユキヒメ勝ったの!?　兄さんに勝ったの!?　と、驚おどろきと感心と戸と惑まどいの想いが湧わき上がってくる。

　そうしていると、兄さんから笑いが漏もれてきた。

「な、なんで笑っているんですか、ミカゲくんのお兄さん！」

「甘いよ、ユキヒメちゃん」

「甘い……？」

　困こん惑わくの表情を浮かべるユキヒメに、兄さんは笑いながら言ってきた。

「それは不良品ミカゲ人形ではないよ」

「──ッ!?　　そ、そんなはず!?」

　ハッとした表情をして手に握ったミカゲ人形を見つめるユキヒメ。そのブロンドの少女に兄さんはクツクツと笑いながら言っていた。

「それはね、こんなこともあろうかと、この前、家に送られてきた不良品ミカゲ人形を自分が真似まねて作ったレプリカなんだよ。さっき不良品ミカゲ人形を投げた時に気付かれないように一いつ緒しよに投げておいたんだ」

「な、なんですって……!?」

　さらに食い入るように手に握ったミカゲ人形を見つめるユキヒメは、中に入れられた資格カードを探り始める。しかし、どんなに探してもカードは出てこなくて、ユキヒメは手をわなわなと震ふるえさせ始めた。

「た……た、確かに……ここ、こ、これは私が作った不良品ミカゲ人形じゃない……」

「まだまだ想いが甘い証しよう拠こだね、ユキヒメちゃん」

　兄さんの言葉に、持っていたぬいぐるみをぼとっと床ゆかに落とすユキヒメは、放心したように両りよう膝ひざを突ついた。そして、わなわなと震ふるえる両手を頭に当てた瞬しゆん間かん──

「うああああああああミカゲ人形のばかあああああああ──」

　髪かみの毛をめちゃくちゃにしながら絶ぜつ叫きようしていた。

　その二人の戦いを見ていた僕ぼくは、ブルブルと震えていた。

　凄すごい戦いだった……。凄く複ふく雑ざつな気分になる戦いだった。僕にはどれがどれだか見分けがつかないし、ツッコミどころも半はん端ぱじゃない。

　それに僕を模もした人形、圧あつ倒とう的てきに不良品しかない気がするんだけど、これはあれかな……無印という名のブランドがあるように、もしかして、不良品という名のブランドなのかな……。

　そんな恐ろしい憶おく測そくをしている間に、ユキヒメは体育館の端はしに暗い顔でとぼとぼと歩いていき、体育座りで何かをブツブツと呟つぶやいていた。ミカゲ人形の生みの親であり、凄い自信を持っていただけに、ショックが大きいのだと思う……。目は多た々だ野のさん張ばりに死んでいて、負のオーラが尋じん常じようじゃない……大だい丈じよう夫ぶかな、ユキヒメ……。

　心配する僕は、兄さんの視線が自分に向けられていることに気付いて身が凍こごえるような気持ちになる。兄さんと勝負しないと……と、震える自分に言い聞かせる。そうしていると、ふと、風に肩を撫なでられたような気がして、振り向けば──

「……多た々だ野のさん!?」

　空くう虚きよな瞳ひとみで、しかばねオーラを漂わせている少女、多々野さんが僕の背後に立っていた。

　いつものことだけど……ホント、いつの間に……。しかも、めっちゃ見てくるし。

　多々野さんの生気のない視線にさらされる僕は、もしかして、とある考えに至った。

「もしかして……僕のこと心配して──」

　とまで言いかけて謎なぞの突とつ風ぷうが吹いて目を閉じてしまう。

　目を開ければ、しかばねみたいな少女はそこにはいなくて、慌あわてて周りを見渡せば、多々野さんは兄さんの近くに無言で立っていた。たぶん、多々野さんは兄さんに挑戦するつもりなんだ。

　よ、よく分からないけど、ありがとう多々野さん……。

　感かん謝しやの視線を多々野さんに送る中、兄さんはユキヒメが散らかした不良品ミカゲ人形たちを、ヒカル丸から出したロボットアームのようなモノで端はしに片づけている途中だった。そして、魔ま王おうの資格カードをその中のぬいぐるみから取り出し、床ゆかに置くと多々野さんの方へ振り返った。

「次は君だね」

「…………」

　返事がない……けど、兄さんと一対一で向き合っているし、たぶん、多々野さん、やる気満々だ。も、もしかしたら、いつもの多た々だ野のさんの超ちよう常じよう現げん象しよう的てきなアレなら兄さんからカードを奪うことができるかもしれない。

　僕は、そんな期待を抱いだきながら多々野さんと兄さんの二人を見つめた。

「…………」

　二人を見つめ続けた。

「…………」

　さらに二人を見つめ続けた。

「…………」

　三分ぐらい経たつけど全く何も起きない。

　兄さんは不ふ敵てきな笑みを浮かべていて、多々野さんは血色の悪い顔でただただぼーっと立っている。

　これはもしかして本当に多々野さん、死んでいるんじゃないかと心配になってきた頃ころに、兄さんがクスクスと笑い始めた。

「動けないよね。なぜなら今、三百六十度全て超高性能小型カメラで録ろく画がしているからさ。君の特性は摑つかんだよ」

　え、どういうこと!?　と、兄さんの座っているメカニカル電動車くるま椅い子すをよく見てみると、至る個か所しよに小さなレンズのようなモノが見えた気がした。

「これは、どんな角度からでも弟を撮さつ影えいできるように仕掛けたカメラなんだ。バッテリーの持ちもいいし、なかなか良いよ」

　自じ慢まんげに、車椅子に仕込んだ普通のカメラの説明をする兄さん。いや普通じゃないけど。

　しかし、カメラで撮影されて多々野さんが動けないってどういうことなんだろう……。

　宇宙の神しん秘ぴに触ふれたような気分で首を傾かしげていると、ヒカル丸のタイヤカバーのようなところからガチャガチャガチャとミサイル発射口が出現し始めた。

　それは先ほど子分たちを動けなくさせたヒカルトリモチの発射口で、次の瞬しゆん間かんには、複数の小型ミサイルが多々野さんへ向けて発射されていた。

「…………」

　距きよ離りとスピード的に避よけられそうだけど、動かない多々野さん。いや、動けないのかな。

　そのしかばねの少女に小型ミサイルは間もなく全弾命中して、小さな爆ばく音おんと煙けむりが巻き上がった。

　その煙で多々野さんの姿が数秒ほど見えなくなり、もしかして、またどこかに移動をしているのではないかと僕は辺りをキョロキョロする。しかし、一いつ向こうに生気のない少女の姿は見当たらなくて、煙の晴れていく場所へ視線を戻すと意外にもそこに少女は立っていた。

　子分たちの自由を奪った時と同じ粘ねん着ちやく性せいのあるネバネバが多々野さんの全身に絡からみ付き、さらに足元と床ゆかがガッツリ接着されているようだった。

　ただただ呆ぼう然ぜんと、ベタベタネバネバの珍めずらしい多た々だ野のさんの姿を見つめていると、ふと異変が起きた……。

「……多々野さんが……震ふるえている……気がする」

　それは怒りか恐怖か悲しみのせいかは分からないけれど、いつも生気のない少女の身体からだがほんの少し、若じやつ干かんだけど震えて見えた気がした。もしかしたら僕の見み間ま違ちがいかもしれないけど。

　しかし……あの謎なぞの多々野さんを抑おさえ込むなんて……。

　悲ひ嘆たんなのか感かん嘆たんなのかどちらか分からない想いを抱いだいていると、誰だれかが僕の肩をガシッと摑つかんできた。どうでもいいけど、みんな僕の肩摑み過ぎじゃない……。

　そんなことを思いながら振り返ると、怪あやしい笑みを浮かべて額ひたいを押さえたツインテールの少女──仲なか弐にさんが立っていた。

「ふふふ、暗くら闇やみに惑まどいし憐あわれな心はまた一いつ睡すいの夢と同じ……時の移ろいと共にまた光の道みち標しるべに包まれるだろう」

「え、う、うん……？」

　少女が何を言っているのかよく分からなかったけど、たぶん、何か心配してくれたことだけは伝わってきた。

　仲弐さんは再び怪しく笑うと、ヒカル兄さんの前へ躍おどり出ていった。

「面おも白しろい、面白いぞ……我われの第三の目が疼うずいておる……くっふっふっふ」

　額を押さえたまま兄さんの下もとへ歩いていく中二病少女。

　兄さんが相手だし、いろんな意味で大だい丈じよう夫ぶかな……と仲弐さんを見ていると、ツインテールの少女は額に当てていた手をガバッとどけて堂々と言ってきた。

「さあ、戦いの始まりだ！　銀ぎん翼よくの戦士よ！　我われの名は仲弐ヤマイ……この第三の目をもってすれば、闇やみのカードを奪うなどたやすきことよ！」

　一ひと頻しきりフアハハハハアと高笑いをした仲弐さんは、先生の時と同じくマイ妄もう想そうワールドを展開しようとし始める。

　仲弐さんが再び第三の目に触さわれようとしたところで、兄さんが「ところで」と爽さわやかな笑顔で質問を投げてきた。

「君の第三の目は、どういう力を持っているのかな？」

「ふふふふ、それは暗黒に塗まみれた力さ……」

「へぇ、その暗黒に塗れた力ってどんなものなんだい？」

「そ、それは闇の者を支配し、そして使役する力……」

「その闇の者って何かな？　どういうプロセスで使役させているのかな？」

「そ、それはだな……なんだっけ……暗黒と闇とは同族故ゆえに契けい約やくの力によって使役できるのだ！」

「ふぅん、さっき暗黒に塗れた力って言っていたけど、契約の力とは違うのかな？　そもそもなんで第三の目じゃないといけないんだい？」
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「あ、あのそれは……えっと……」

「その第三の目ってすごく瞳ひとみがキラキラだけど、何を参考にして描かいたのかな？　顔洗う時はどうしているの？　寝る時も描いたままなのかな？　もしかして毎回描き直しているの？　それって面めん倒どう臭くさくないかな？　面倒臭いのにどうして額に目を描いているの？　ねえ、どうして？」

　兄さんの容よう赦しやない質問に、仲なか弐にさんは顔を赤くして震ふるえている……。たぶん、真ま面じ目めに突つっ込まれたのは初めてなんじゃないだろうか……。

　そんな仲弐さんに、兄さんがさらに「ねぇ……」と質問を投げかけようとした瞬しゆん間かん──

「ふぇえ……お母さぁああん……！」

　ツインテールの少女は大声を上げて泣き始め、そのまま体育館から走り去っていった。

　あ、ああ……仲弐さん……キャラ崩ほう壊かいしちゃったよ。

　去っていった仲弐さんに呆ぼう然ぜんとしていると誰だれかが肩をタッチしてくる。振り返れば髪かみを後ろへ尖とがらせた隼はやぶさくんで、そのままどこか遠くへ走っていってしまった。何しに来たんだ一体！

　しかし兄さんやり過ぎだよ……と視線を向けるけどヒカル兄さんはさらさらとした銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして肩をすくめてから、さあもう掛かってきなさい、と言わんばかりの視線を向けてくる。

　それを見て、兄さんに挑いどんでやろうと意気込むのだけど、頭にふっと浮かぶのは昔から父さんに言われてきた「お前は落ちこぼれ」という言葉と、兄さんに負ける自分の姿ばかり。

　浮かんでくる悪いイメージに翻ほん弄ろうされている間に、クラスメイトたちが続々と僕の肩を摑つかんでは兄さんに挑み始める。そして次々と破れていき、しばらくの後にクラスメイトは──全ぜん滅めつした。

「…………」

　兄さんに敗れたクラスメイトたちは泣いたり叫さけんだり病んだり走ったりしている。

　こんな状じよう況きよう初めてだ……。死し屍し累るい々るいの光景を見渡す僕はガクガクと震ふるえていた。

「さあ、後はミカゲだけだ」

　真ま面じ目めな顔で言ってくる兄さんに僕はさらに後ずさってしまう。

　兄さんが、もし父さんに言われてここへ来たのなら、ちゃんと挑まないと……。そして課題に成せい功こうしないと。

　そのことを考えれば考えるほど僕の身体はプレッシャーに縛しばられる。視界に映る阿あ鼻び叫きよう喚かんの絵に、悪いイメージはさらに膨ふくれ上がってくる。

　兄さんから資格カードを奪い取るなんて……無理だよ……。僕が兄さんに敵かなうわけがない。

　半ば諦あきらめに近い気持ちを抱いだいて途と方ほうに暮れて立ち尽つくしていると──不意に授業の終わりを告げるチャイムの音が鳴り響ひびいた。

　それに少し安堵してしまう僕は我われに返って、兄に挑めなかった自分に大きく失望して激しく後こう悔かいした。

　もしかしたら、これが退学を防げるチャンスだったかもしれないのに……。

　そう考えると大量の情けない気持ちとやるせない気持ちが胸に込み上げてきてどうしようもなくなる。そんな僕を見る兄さんは「はぁ……」と首を振りながら嘆たん息そくして、壁かべの時計を見てから言ってきた。

「ボクはこれから仕事があるので、ここで失礼するよ」

「ヒカルさん、今日きようはありがとうございました」

　体育館の隅すみでみんなの様よう子すを観かん察さつしていた先生が兄さんの下もとに駆かけ寄ってきてお礼を言っていた。

　その先生に「いえ、こちらからお願いしたことなので」と微笑ほほえみかける兄さんは、それから僕に振り向いてから……何も言わずに去っていく。

　遠ざかっていくヒカル丸のモーター音。それを聞く僕の心に響くのは絶望的な気持ちだった。

　結局、僕は何もできなかった……。メリアさん……ごめん……。

　渦うず巻まく無力感と虚きよ無む感かんにただ立ちすくんでいると、先生が僕を含ふくめてクラスメイト全員に告げてきた。

「今回の授業は全員補習です！」

　全員補習……。僕だけ補習になることは多いけど、全員が補習になるなんて初めてだな。

　暗く沈む心の中で考えていると、先生が続けてきた。

「ヒカルさんは明日あすも来てくれますので、皆さんは対策を考えてきてください！」

　明日……？

　それを聞く僕ぼくは驚おどろくのと同時に、ほんの少しの希望が湧わいてきた。

　兄さん、明日も来てくれるんだ……。今日きようだけかと思っていた。

　まだ挑むチャンスが残っていることに気持ちが少し軽くなるけど、同時にまた今日と同じことになるのではないかという不安が僕の心に大きく渦うず巻まいていた。







　今日一日の授業が終わり、放課後が訪れる。

　僕はユキヒメと並んで校庭を歩いて帰っていた。

「…………」

　いつも元気で明るい幼おさな馴な染じみだけど、今はとても暗い表情で無言。ミカゲ人形を見抜けなかったことがよっぽどショックだったのか、兄さんの授業からずっとそんな感じだった。それはユキヒメだけではなくクラスメイトも同じで、今日一日、全員どんよりと暗かった。

　僕も朝の父さんからの電話と、挑めなかった兄さんの課題のダブルパンチで、通り過ぎていく校庭の毒どく沼ぬまに今にでも飛び込んでしまいそうな衝しよう動どうが込み上げていた。

　明日こそは、絶対に兄さんの課題をクリアしないと……。

　そう思えば思うほど不安を伴ったプレッシャーが胸に押し寄せてきて、胃がキリキリと痛くなる。気がどんどん滅め入いってきて、毒沼へ足が向かいそうになる。

　しかし、ふと気付けば隣となりを歩いていたユキヒメが先に、引き寄せられるように毒沼へ向かっていたので僕は慌てて幼馴染を制止させた。

「ユ、ユキヒメ、危ないよ！」

「え、あれ……？　なんで私ここに……？」

　どうやら無意識で歩いていたみたいだ。あの毒沼、弱った人の心を惑まどわせる謎なぞの力でもあるんじゃないかと疑いながら、僕はユキヒメを心配して声を掛けた。

「ユキヒメ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「うん……」

　と、ユキヒメは頷うなずいてくるものの全く大丈夫そうではない。

　ユキヒメにはいつも元気を貰もらっているから、こういう時こそ僕が励はげまさないと。

　暗い幼馴染を見つめる僕は、落ち込んでいる自分を一度忘れて、自分に辛かろうじて残っている元気を絞しぼり出して声を掛けた。

「あ、あのさ、ユキヒメ……」

　というところまで口にして、なんて励ましていいのか分からないことに今いま更さら気付いた。

　数秒ほど硬こう直ちよくして出てきた言葉は、とてつもなくありきたりな言葉だった。

「僕ぼくも頑がん張ばるからさ、ユキヒメも元気出して」

「…………」

　生気のないぼーっとした表情で僕を見てくるユキヒメ。

　そ、そういえば、うつ病の人に「頑張って」とか「元気出して」とか言ったらいけないんだっけ……!?

　別にうつ病というわけじゃないけど、その生気のない顔にあわあわとテンパっていると、不意にユキヒメは口元を緩ゆるめて言ってきた。

「ありがとう、ミカゲくん……」

「ユキヒメ……？」

　それからユキヒメは自分のポケットに手を入れてごそごそするので、どうしたのかと首を傾かしげていると、幼おさな馴な染じみは小さな機き械かいを取り出してきた。

「それ何、ユキヒメ？」

「これはボイスレコーダーだよ。さっきの録ろく音おんさせてもらったからね」

「え!?　録音」

　ギョッとする僕の目の前で、ユキヒメが取り出した機械のボタンを押すと「ユキヒメ、大丈夫……？」から「僕も頑張るからさ、ユキヒメも元気出して」までのさっきの僕の言葉が流れてくる。その機械から流れてくる言葉を聞くユキヒメはどこかうっとりしていて、顔に生気が戻ってきていた。

「ふふ……これで、ミカゲ応おう援えんボイスＣＤ作って頑張るね！」

「いやあのさ……」

　と、苦く言げんを呈ていそうと思ったけど、何度も僕の言葉をリピートしては元気になっていくユキヒメの姿に何も言えなくなる。

　まあそれぐらいはいいかな……と思っていると、ユキヒメが思い出したように言ってきた。

「ミカゲくん、これね、ボイスチェンジャー機能が付いてて声質変えられるんだよ」

　ユキヒメが機械を操作し始めるとボイスレコーダーから流れてくる僕の声が高くなったり、低くなったり、だみ声になったりする。

　なんだか自分の声を聞くことに麻ま痺ひしてきて「へぇ、面おも白しろいね」と機械から流れてくる声に耳を傾けていると───

『世界中の誰だれよりも愛しているよ、マイハニー♪』

　という言葉が流れてきた。僕の声で。

「え、何さっきの……!?」

　驚おどろいてユキヒメを見ると「ふふふ、ミカゲくんったら……」と、身み悶もだえしていた。

「ユキヒメ、さっきの何？　僕あんなこと言った覚えないんだけど……」

「ふふふ、この機き械かいね、音声を編集して合成することもできるの。やろうと思えば、ボーカロイドとして歌わせることもできるんだよ。やるけどね」

「いやいや、なにそのハイテク機械!?　人の声を勝手に歌うた姫ひめにしないで!?」

「安心してミカゲくん。動画サイトにミカゲボーカロイドの曲アップして、立派なユキヒメＰになるからね！」

「何も安心できないよ!?　絶対叩たたかれるよ!?　炎上するよ!?」

　慌あわてて止める僕に、ユキヒメは機械をギュッと握り少し真ま面じ目めな顔で言ってきた。

「私絶対に、絶対に負けないから……！」

　そう意気込むユキヒメの顔からは、さっきまでの生気のなかった表情は消えていて、いつもの幼おさな馴な染じみの顔に戻っている。

　元気になってくれて良かった……。

　ユキヒメの顔を見てそう思うけど、すぐに、いやいや良くない良くない！　と、ミカゲボーカロイド計画を止めようとした。しかし、燃もえ上がるユキヒメにはもう僕ぼくの言葉は届かなくて、むしろ、さらに僕のボイスサンプルを取られてしまった。

　そんなやり取りをしている間に僕とユキヒメは校門に辿たどり着き、迎むかえに来ていた姫ひめノの宮みや家の車に乗り込む。車内では屋や敷しきに到着するまで、ボイスレコーダーに録ろく音おんされた僕の言葉が延えん々えんと流れ続け、言ったこともないキザなセリフがユキヒメの手によって生産されていった。

「また明日あしたね、ミカゲくん」

「うん……また明日ね」

　ようやく屋敷に着き、ミカゲボイスが流れ続ける車から解放された僕はユキヒメと挨あい拶さつして別れる。車を見送る僕は、元気を取り戻したユキヒメは大変だったけど、ふと自分も知らないうちに少し元気になっていたことに気付いて幼馴染に感かん謝しやしたのだった。







　車が角を曲がって見えなくなったところで僕は屋敷を振り返り、禍まが々まがしい呪じゆ詛その刻まれた門の扉とびらを押し開け中に入った。

　門の先に続く禍々しい庭を歩きながら僕は、今日あったことを思い返していた。

　夏休みの間、音おと沙さ汰たがなかった父さんからの突とつ然ぜんの電話。

　大だい魔ま王おう祭の特とつ訓くんの特別講こう師しを引き受けた兄さん。

　兄さんの課題に挑いどめなかった自分。

　二学期が始まって早々問題だらけで、僕は溜ため息いきを吐ついた。そして、明日のことを考えてさらに溜息を吐く。

　大魔王祭を上手うまく使えば父さんを説得できるんじゃないかと思ったのだけど、それ以前にまず明日の兄さんの補習をクリアしなければ話にならない。

　兄さんがどうして特別講こう師しを引き受けたのか分からないけど、父さんと何かしらの関係があることは確実で、だからこそ明日あすの補習を絶対にクリアしないといけないことだけは身にひしひしと感じた。

　だけど僕ぼくには兄さんから魔王の資格カードを奪い取る自信がない。そもそも、明日ちゃんと兄さんに挑むことができるかも怪あやしかった。僕の中にある兄さんへの劣れつ等とう感かんは、まるで呪のろいの鎖くさりのように僕を縛しばり付けて身体からだの自由を奪ってしまう。明日もまた今日みたいなことになってしまいそうで怖かった。

　もう考えれば考えるほど、不安しかなくて気持ちが暗くなる。




「──お帰りなさいませ、ミカゲ様」




　その声にハッと顔を上げれば僕は無意識に屋や敷しきの扉とびらを開けていて、いつものように家の美しいメイドが出で迎むかえてくれていた。

「た、ただいま、メリアさん」

　無意識に扉を開けてしまったせいで、心の準備ができていなくておどおどする僕にメリアさんは小首を傾かしげてきた。

「今朝けさよりもまた一段と顔が青くなられましたね。スライムの中のスライムかと思いました」

「え、そ、そんなに……」

　スライムにツッコミ返す余よ裕ゆうなく慌あわてて顔を両手で覆おおっていると、メリアさんが尋たずねてきた。

「学園で何かあったのですか？」

「いや、あの……」

　つい口ごもってしまう。

　今朝の電話のことを隠かくしてしまったせいで、学園のことを言い出し辛づらかった。

　メリアさんの助言は欲しいけど、隠し事をしてしまった後ろめたさと、兄さんの課題に挑めなかった自分が恥はずかしくて、口に出すことできない。

　ぐるぐると渦うず巻まく後ろめたさと自分の不ふ甲が斐いなさに、僕は──

「別に、何もないよ……」

　と、思わずはぐらかしてしまっていた。

「そうですか」

　僕の言葉に頷うなずく黒くろ髪かみのメイドは、横を向いて玄げん関かんの時計を見つめる。時計を見るメリアさんの顔はいつもながらに無表情で何を考えているのか分からないけど、僕は今までの経験則から嫌いやな予感を覚えていた。

　メリアさんはたぶん、僕が隠し事をしていることに気付いている。

　僕が後ろめたい隠し事をすると、メリアさんはいつも一早く気付いて何かしらの拷ごう問もんで聞き出してくるんだ。

　今日きようなんて特に朝も隠かくし事をしてしまったから、聞き出すやり方も一ひと際きわキツイかもしれない。

「…………」

　隠してしまったことを今いま更さら後こう悔かいして震ふるえる僕は、やっぱり正直に話そうかと思うのだけれど、それはそれで補習になり、さらに挑いどむことすらできなかったという最悪の授業内容にメリアさんが怒り狂って半はん端ぱなくキツイ拷ごう問もんをしてくるかもしれない。

　なんだかもう四し方ほう八はつ方ぽう拷問に囲まれた気分で変な汗あせをかいていると、黒髪のメイドは僕に向き直って口を開いてきた。

「ミカゲ様……」

「は、はいっ！」

　緊きん張ちようで背せ筋すじを正す僕に、予想外にメリアさんは優やさしい声こわ音ねで告げてきた。

「夕食までまだ少し時間がありますし、紅こう茶ちやと一いつ緒しよにお菓か子しでもいかがですか？」

「え…………あ、う、うん？」

　まさかそんな提案をされるとは思わなかった。

　てっきり、メリアさんに簀す巻まきにされてから家にいる危険指定Ｓランクのモンスター──ベルちゃんのエサとして出されるか、僕の頭にリンゴを置きお風ふ呂ろ場ばのショットガン水みず鉄でつ砲ぽうで逆ウイリアムテルと称しリンゴの的まとをことごとく外して身体からだを撃うち抜く公こう開かい処しよ刑けいをするのかと思ったよ……。

　自分の抱いだいていたイメージとのギャップに驚おどろく僕は、黒髪のメイドを見つめる。

　メリアさんはとても優しげな顔をしていて僕は悪いイメージを抱いてしまった自分を恥はじた。

　もしかしたらメリアさんは、僕の心中を察して気き遣づかってくれているのかもしれない……。

「じゃあ、お願いします」

　紅茶とお菓子を食べながらタイミングを見み計はからって正直に話そう……。

　そう思いながら改めてお願いすると、メリアさんはお辞じ儀ぎをしてきた。

「かしこまりました。準備しますので、食卓でお待ちください」

　キッチンへ向かうメリアさんと別れて、僕は少しだけ明るい気分で食卓へ向かった。

　食卓の扉を開け放つと、相変わらず禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうとか地面に刺さった怪あやしい刀かたなとかの光景が広がるけど、気にせずそのまま玉ぎよく座ざと化している椅い子すに座る。

　しばらく待っていると、ガラガラとサービスワゴンを押す音が聞こえてきて、その音と共にメリアさんが食卓へ入ってきた。サービスワゴンには艶あでやかなティーセットとアップルパイが載のっていて、メリアさんは軽やかにテーブルにセッティングしていく。

　カップに注そそがれていく紅茶の華やかな香りと、こんがりと焼けたアップルパイのシナモンの香りが目の前に溢あふれて、僕は今だけ暗い気持ちを忘れて目を輝かがやかせた。

　そのアップルパイはどうやらメリアさんの手作りらしい……。さらに目を輝かせる僕に、紅茶を注そそぎ終えたメリアさんは優やさしげに言ってきた。

「どうぞ、ミカゲ様」

「いただきます」

　メリアさんの作ってくれたアップルパイは見た目を裏切らずとても美味おいしくて、紅茶ととても合う。僕ぼくは時を忘れてメリアさんとティータイムを楽しんだ。

　そして、アップルパイを食べ終わり、紅茶を飲み干した時のことだった。

　僕はある過あやまちに気付いてしまった。

「…………」

　………………話しそびれた。

　ティータイム中にタイミングを見み計はからって、今日きようあったことを話そうと思っていたんだけど、あまりの美味おいしさについ忘れてしまっていた。

「ご、ごちそうさま……」

　静かにティーカップを置く僕は今からでも話そうかと思うのだけれど、タイミングを逃した感が強くて喋しやべり出し辛づらい。

　後で話そうかな……なんて考えていると、メリアさんが静かに口にしてきた。

「ミカゲ様」

「な、なに？」

　今まで和なごやかだったメリアさんの雰ふん囲い気きが鋭するどくなった気がしてビクついていると、黒くろ髪かみメイドは二本の指を立ててしめやかに僕に告げてきた。

「今、ミカゲ様には二つの選択肢しがあります」

「え、選択肢!?　なんのこと!?」

「ミカゲ様のアップルパイにはある薬が仕込んでありました」

「く、薬!?」

　目を丸くする僕に、メリアさんは「この薬です」とポケットから小こ瓶びんを取り出してくる。そこには七色の怪あやしげな液体が入っていて、メリアさんがその液体をテーブルに一いつ滴てき垂たらした瞬しゆん間かん、ジュッ！　という音と共に七色の火花が爆はぜた。

「え、えぇええちょっと待って!?　な、何それ!?　いやホントに何その液体!?」

「成なる我がコーポレーションの薬局に売っていた新薬です。若返りの効果があるらしいのですが、効果が切れた後この世の終わりかと思うぐらいの腹痛に襲おそわれるそうです。面おも白しろそうなので買ってみました」

「成我コーポレーション……!?」

　成我コーポレーションって確か、成我くんの家の会社だっけ……。大男になるドーピングビネガースープといい、あいつの家、ホント碌ろくな薬作らないね……。若返りの効果は純じゆん粋すいに凄すごいというか大発見レベルだけど、この世の終わりかと思うぐらいの腹痛に襲われるって……副作用ヤバいでしょ。しかも発売してるとか社会問題になるんじゃ……。それを面おも白しろそうだからって買ってくるメイドも問題だけど。

　とまで考えて僕ぼくは、い、いいいや待ってよ、とさっきメイドが言っていた言葉を思い返した。

　──ミカゲ様のアップルパイにはある薬が仕込んでありました。

「え、そ、その薬、さっきのアップルパイに入れてたの!?」

「はい。もう少しすればミカゲ様は赤ちゃんになるでしょう。そして戻った時には、この世とも思えぬ腹痛に襲おそわれることになります。ちなみにさっき確認にしたらトイレの前にベルちゃんが眠っておりましたので、当分トイレには入れないと思います」

「いやいやいやいやいや──ちょっと待ってよ!?　嫌いやだよぉ!?　こわいよぉ！」

　僕は身体からだを押さえて震ふるえる。なんだか肌はだがピチピチになってきた気がしていると、メリアさんはもう一度指を二本立てて告げてきた。

「ミカゲ様、私に朝から悩なやんでいることと学園であったことを正直に話して薬の中ちゆう和わ剤ざいを飲むか、それともそのまま赤ちゃんとなり、私によしよしされた後、元に戻って腹痛で悶もだえ死ぬかどちらがいいですか？」

「え!?　ええ!?」

　迫せまられる選択に驚おどろき戸と惑まどっていると、メリアさんが僕の顔を覗のぞき込んできた。

「ミカゲ様、早くしないと……あっ」

「わ、わわわ分かったよ！　話すよ！　話すからぁ！」

　僕は観かん念ねんして今日きようあったことを、感じたことを全て洗いざらい話した。

　父さんの電話。始業式。特別講こう師しを引き受けた兄さん。兄さんの課題に敗やぶれていったみんなと、挑いどむことができなかった自分。明日の補習への不安。

　僕が話す間、メリアさんは静かに聞いてくれていた。

　そうして全て話し終え、隠かくしていたことを喋しやべったことで少しだけ気持ちが軽くなった僕は、改めて明日の補習のことを考えるのだけど、ハッと大切なことを思い出して慌あわてて言った。

「ぜ、全部話したから早く、早く、中和剤ちょうだい！」

　大だい丈じよう夫ぶまだ間に合うはずだ！

　身体を押さえる僕に、メリアさんは平然と告げてきた。

「それなら必要ありませんよ。噓うそですから」

「噓!?」

「はい。主人に仕えるべきメイドが食べ物に怪しい薬を仕込むわけありません」

「そ……そ、そうだよね……」

　怒るべきなのか喜ぶべきなのか悲しむべきなのか複ふく雑ざつな想いを抱いだきつつも、とりあえずホッと胸を撫なで下ろす。表情を引きつらせながらも安あん堵どの笑みを浮かべていると、メリアさんはテーブルに薬を垂たらして言ってきた。

「まあ、この薬はどうやら本物みたいですけどね」

　ジュッ！　という音の後にテーブルから七色の火花が爆はぜて、僕ぼくは真顔になった。

　それから薬を片づけるメリアさんは、同情するように僕に言ってきた。

「ミカゲ様、大変でしたね」

「メリアさん……隠かくしててごめん……」

　謝あやまる僕は、メリアさんに同情の言葉を掛けてもらったことで緊きん張ちようしていた心が緩ゆるんで涙が出そうになった。押し込めていた不安もたくさん溢あふれ出てきて、僕の頭に目先の不安である兄さんとの授業が浮かび、同時に父さんに兄さんと比べられ続けてきた日々を思い出し、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「僕が兄さんからカードを奪い取るなんて無理だよ……」

　兄さんから資格カードを奪い取れるイメージが全然湧わかなくて、つい嘆なげくように言ってしまう。

　僕にとって兄さんは、憧あこがれの対象であるのと同時に常に目の前にそびえ立つ壁かべだった。

　たぶん、ずっとずっと昔はその壁を越えてやろうと思っていた時もあったかもしれない。でもその壁の厚さと高さを嫌いやというほど感じ続けてきたことで、越えてやろうという気持ちはほとんどなくなっていた。それどころか目の前に立ちはだかると足がすくんでしまうぐらいになってしまっている。

　僕ではどんな方法を取っても通じないし、勝てない……。

　無力感と虚きよ無む感かんと絶望感が混ぜ合わさったような、そんな想いがずっと胸の中にある。

　それらをなんという言葉で表したらいいのか分からなくて俯うつむいていると、メリアさんが少し優しげな口調で僕に言ってきた。

「分かりました。ミカゲ様、では、一度、私とその授業を再現してみましょうか」

「再現？」

　どういう意味か考える間に、メリアさんは「ちょっと待っていてください」と、部へ屋やを出て行ってしまう。

　それからしばらく呆ぼう然ぜんと待っていると、黒くろ髪かみのメイドは手に何かを持って戻ってきた。

「メリアさん、それって……」

「はい、これは私の持っている資格証のカードです」

　メリアさんが持って来たモノは、暗い光こう沢たくを放つ『魔ま王おう』の資格証とは正反対の、キラキラとした輝かがやきを放つ『勇者』の資格証のカードだった。その超ちよう高こう難なん易い度どの特殊資格を得たことを証明するカードの神こう々ごうしさについ目が奪われてしまう。

　うっとりと見つめていると、メリアさんは突とつ然ぜん──その資格証を自分の足元に思いっ切り投げ放った。

　ザスッという音を立てて床ゆかに手しゆ裏り剣けんのように突つき刺さるカードを満足げに見下ろすメリアさんに、僕ぼくは慌あわてて言った。

「メリアさん、いつも思うけど貴き重ちような資格証、乱暴に扱あつかい過ぎじゃない!?　この前もその資格証を包ほう丁ちよう代わりにして料理しているの見たよ！」

「切れ味が鋭するどいのと、なかなかの耐たい久きゆう性せいがある点においてはとても気に入っているのです」

「いや、そういうことじゃなくて──」

　メリアさんは、勇者の資格証のカードを武器か万能包丁か何かと勘かん違ちがいしているんじゃないかと本気で疑ってしまう。

　その勇者メイドは、床ゆかに刺さったカードの前に立つと僕に告げてきた。

「それでは、授業の再現です。私からカードを奪ってください」

「…………」

　確かに今、兄さんの授業と似たような状じよう況きようになっていて、僕は少しドキドキし始める。

　僕に奪うことができるのだろうか……と不安に思いながら構えようとして、メリアさんがハッとした顔で言ってきた。

「おっと、まだ足りませんでしたね」

　部へ屋やの奥へ歩いていく黒髪のメイド。

　奥にはたくさんの禍まが々まがしい刀かたなが床に突つき刺さっていて、まさかと思った時にはメリアさんはその刀を一本引き抜いていた。抜き出した禍々しい妖よう刀とうをぞろりと舐なめるように見つめるメリアさんは歩いて戻ってくる。

　そして、資格カードの前に立ち、妖刀を鋭く構えるメイドは言ってきた。

「それではミカゲ様、私から資格カードを奪い取ってください」

「いやいやいや、授業の再現じゃなかったの!?　完全に別モノになったよ!?」

「お兄様は、様々な仕掛けや装置を使ってくるのでしょう？　でしたら、妖刀の一本や二本ないと同じ条件にはなりません。大だい丈じよう夫ぶです、本気で斬きりませんので」

「そんな、剣の動きを読まれないよう剣先を揺ゆらしてる人に言われても説得力無いよ！」

「つべこべ言わず、私から資格カードを奪ってください」

「いや……う、うん……」

　何を言っても無む駄だみたいで、とりあえず構えてみると、刀を構えるメリアさんから、まるで聖せい地ちを守る勇者のような言いようもない圧あつ迫ぱく感かんが溢あふれてくる。というか、メリアさんは実際にガチの勇者だ。

　禍々しい刀と、勇者オーラを放つメイドに、いやこれもう取れる気がしない……と諦あきらめかけていると、メリアさんが真剣な声で言ってきた。

「ミカゲ様、最後まで諦めてはいけません」

　口にするメリアさんは、僕を真まっ直すぐに見てもう一度言ってきた。

「ミカゲ様、どんな状じよう況きようになっても諦めてはいけません。もし魔ま王おうが世界征せい服ふくを諦めたら、誰だれが狙ねらうんですか？　これは基本的なことですが、何よりも大切で重要なことです」

　魔ま王おうのくだりはよくわからないけど、諦あきらめてはいけない……。その当たり前でシンプルで明快な言葉は、どうしてか今の僕の胸に響ひびいた。

　そんな僕に、メリアさんは剣の構えを解といて続けてきた。

「ミカゲ様、何かをしようとしたら上手うまくいかないときもあるでしょう。高い壁かべにぶち当たって絶望してしまうこともあるでしょう。しかし、そこで諦めたら二度とクリアできなくなってしまいます。ましてや今回のように挑戦する前から諦めるなんてもってのほかです」

「…………」

　メリアさんの言葉を聞く僕は、どうして諦めてはいけないという言葉が響いたのかを理解した。

　僕は、兄さんを前にして自分を諦めてしまっていたんだ。

　兄さんに挑戦することを挑戦する前にすでに諦めてしまっていたんだ。

　そのことにハッとする僕は、メリアさんにお礼れいを言った。

「メリアさん……ありがとう。僕、気付かないうちに兄さんと向き合うことを諦めてしまってたのかもしれない」

　僕の言葉にメリアさんは頷うなずくと、少し遠くを見つめて優やさしく口を開いてきた。

「諦めない心。単純だからこそ難むずかしくて見失ってしまいますよね……。私も、勇者の資格を取るための訓練が辛つらくて何度も逃げてしまいそうになりました。でも、その度たびに、ミカゲ様のお祖父じい様に先ほどの言葉を掛けていただきました」

「メリアさんも逃げたくなることあったんだ……」

「はい。お祖父様の励はげましで何度救われたことか数えきれません……」

「諦めない心……」

　今の鉄人メイドであるメリアさんからは全くそんなイメージが湧わかなくて驚おどろいていると、黒くろ髪かみの女性は少しだけくすぐったそうに言ってきた。

「私もミカゲ様と同じ人間ですから、弱さを持っています。でも、諦めない心はお祖父様から学びました」

「……ありがとう、メリアさん……僕最後まで頑がん張ばるよ」

　メリアさんの言葉で、なんだか勇気が湧いていた。

　その僕の言葉に優しく頷うなずくメリアさんは「では……」と、刀を鋭するどく構えてから言ってきた。

「私から資格証を奪い取ってみてください」

「う、うん……」

　さっきとは違って前向きな気持ちで構える僕に勇者メイドは力強く告げてきた。

「いいですかミカゲ様、まずは自分が勝つ姿や成せい功こうする姿などの良いイメージを持つことです。魔王のように自信を持って何事にも臨のぞまないと勝てる相手にも勝てませんよ」

　良いイメージ……。勝つイメージ……。成せい功こうするイメージ……。

　そういえば、僕ぼくは何かやる時、いつも失敗することや負けることばっかり考えてマイナスなイメージしか持たなかった。そのせいで、いつも恐怖や羞しゆう恥ち心しんが膨ふくれ上がって小さく縮ちぢこまってしまうことが多かった気がする。

　なるほど……良いイメージを持つことか……。

　僕はメリアさんを鮮あざやかに出し抜き、資格カードを華か麗れいに奪い取る自分を想像してみる……。

　しかし、その途中で、どうしてもぞろりとした刃やいばが目に入ってきて──

「どうですかミカゲ様、良いイメージは持てましたか？」

「……う、ごめん、頑張って持とうとしているんだけど、どうしても僕が刺されるイメージが頭に浮かんできちゃうんだけど……」

「刺されても奪う気持ちで！　諦めないでください」

「む、無茶だよそれは！」

　僕は弱音を吐はきながらも、なんとかしてメリアさんから資格カードを奪い取るイメージを思い描えがく。漠ばく然ぜんとしながらも脳内で必死にイメージしていると、メリアさんが刀の構えを解ときながら言ってきた。

「ミカゲ様にある作戦を授さずけます」

「作戦!?」

「はい。ミカゲ様にピッタリな作戦です」

　頷うなずいてくるメリアさんに、僕は心躍おどる。

　今までそういう作戦やら戦術みたいなことは一度も教わったことがなかったからだ。

『ガンガン刺されようぜ』とか……じゃないよね。どんなことを教えてくれるのかとドキドキして待っていると、メリアさんは刀を僕に向けて言ってきた。

「その作戦とは、『ピンチはチャンス』というものです」

「ピ、ピンチはチャンス……？」

「はい。例えば瀕ひん死しのスライムを前にした勇者は油断します。その油断をついて最大の一いち撃げきを浴びせるのがまさにピンチはチャンスです。ピンチの時こそ、チャンスが訪れるのです」

「内容は分かるけど、わざわざスライムで例える必要ある!?　それにダメージ０のイメージが浮かんじゃったんだけど……」

「スライムで例えた方が、ミカゲ様が親近感を覚えて理解し易やすいのではないかと思いましたので……」

　いろいろいと言いたいところではあるけど、内容はしっかりしているような気がしたのでとりあえずもう一度さっきの作戦を思い返した。

　瀕死のスライム──じゃなくて、ピンチはチャンス……ピンチの時こそ、チャンスが訪れる……。

　意味はなんとなく分かる。ただそれでどうやって資格カードを奪えばいいのか要よう領りようが摑つかめず首を傾かしげていると、メリアさんが再び刀を構えて、さらに体勢を低くして言ってきた。

「こういうものは、ご自分で摑み取ってこそ身になります。とりあえず何かを摑み取れるように、今からミカゲ様のいろいろなピンチな状じよう況きようを演出していきますので、その中で頑がん張ばって資格カードを奪い取ってください」

「え、ちょ、ちょっと待って──!?」

　言葉を言い終わらないうちに、刀を振り上げたメイドが猛スピードで向かってくる。

　迫せまりくる刃やいばが頰ほおを掠かすめる。慌あわてて避よけた僕ぼくにメリアさんが言ってきた。

「さあ今がチャンスです！」

「えぇええ、いや、チャンスって死ぬチャンスしかなかったよ!?」

　叫さけぶ僕にメリアさんはさらに刀を振るってきて、僕は命からがら逃走する。

「ミカゲ様動くと綺き麗れいに斬きれません」

「え、こ、これ演出だよね!?　ピンチの演出だよね!?　き、斬ったらダメでしょう!?」

　僕の言葉を、しかし刀を持った凶きよう悪あくなメイドは無視して襲おそってきて、それから逃れるのに必死で資格証のカードに構っている暇ひまがなかった。

　無表情で本気なのかよく分からないメリアさんから、僕は半泣きになりながら無む我が夢む中ちゆうで逃げ続ける。そのピンチのガチ演出はそれからしばらく続いて、僕の神経がすり減りゼロになった時だった。

「もう良い時間ですね」

　襲ってきていた鉄人メイドが時計を確認して、ようやく刀を納めてくれた。

「メ、メリアさん……？」

　汗だくで息が上がっている僕に対して、メリアさんは汗あせ一つ搔かいていない。ビビりながら声を掛けると、メリアさんは涼すずしい顔で言ってきた。

「これで夕食が美味おいしく食べられますね」

「え!?　さっきのって、お腹を空すかせるための運動だったの？」

「もちろん、『ピンチはチャンス』を会得するための特訓でしたが、先ほど食べたお菓子でお腹いっぱいで夕食が食べられないなんてことになると、ただでさえ貧ひん弱じやくなスライムの栄養が偏かたよってゴミみたいになってしまいますから、お腹をすかせることをメインにやっておりました」

「メ、メリアさんいろいろときついよ……」

　刀で襲ってきたり、相変わらずのスライム発言だったり……。まあもしかしたら、メリアさんに隠し事をしていたことに対してのお仕置きもあったのかなとちょっと思いながら溜ため息いきを吐つく僕は、同時に自分のダメさにも嘆たん息そくした。

　結局、一度もメリアさんから資格カードを奪い取ることはできなかった……。

　やっぱりまだまだ自分はダメだな……。

　心身共に疲れてげっそりとしていると、メリアさんが歩み寄ってきて優やさしく言ってきた。

「ミカゲ様は今、グングン成長していますよ」

「成長……？」

「はい、先程の攻こう撃げきは手加減しまくっていましたが、初めて会った頃ころのミカゲ様では、私の攻撃を避よけることはできなかったはずです」

「…………」

　そ、そういえば……さっきはなんやかんやでメリアさんの攻撃を避けていたけど、昔の僕ぼくだったら瞬しゆん殺さつだったはずだ……。

　言われて初めて気付いたそのことに驚おどろいていると、メリアさんは僕の頭に優しく手を載のせて口を開いてきた。

「ミカゲ様はちゃんと成長されています。今の気持ちを忘れず精しよう進じんしてください」

「……メリアさん」

　いつもスライムスライムとバカにしてくるメイドのその言葉に、僕はなんだか嬉うれしいやら恥はずかしいやらで目が潤うるんでくる。

「お兄様に、今のミカゲ様をしっかりと見せつけたらいいと思います」

「ありがとう、メリアさん……」

　こんな僕でもちゃんと成長できているんだ……。

　それを思うと、明日の補習に対する不安や、兄さんへの絶望的な劣れつ等とう感かんや暗く重い想いは気付けば軽くなっていて、今ならなんとかできると前向きになれた。

　希望が湧わく僕にメリアさんは、少し遠くを見るような顔をすると言ってきた。

「それに私はミカゲ様が少し羨うらやましいです」

「羨ましい……？」

　思ってもいなかった言葉に驚く僕に、メリアさんは頷うなずくと続けてきた。

「私には兄弟がいなかったので幼い頃、訓くん練れん以外の時は家にずっと一人でした。そんな時いつも考えていたのです。もし、自分に兄や姉、弟や妹がいればどうなっていたのだろうと……」

　過去を思い出すように目をつぶるメリアさん。

　その女性を見つめる僕は、一人ぼっちで家にいる幼い頃のメリアさんの姿を思い浮かべた。

　その姿はとても切なくて寂さびしくて胸が痛くなってくる。

　僕には母さんがいなくて、父さんもほとんど仕事で家にいなかったけど、代わりにじいちゃんがいて、それに忙しそうにしながらもたまに家に帰ってきては僕に話しかけてきたり、開発した装置の実験台にしたりするヒカル兄さんがいたから、そこまで寂しさを感じることはなかった。

「メリアさん……」

　……メリアさんには今は僕がいるよ。

　思い浮かべた寂さびしい女の子の姿と、目の前の女性にそう言葉を掛けようとして、恥はずかしさからか詰まってしまう。勇気を振り絞しぼっている間に、メリアさんは目を開けて「今となっては良い思い出ですけどね」と口にするので僕は言うタイミングを失ってしまった。

　やり場のない想いを感じていると、メリアさんは僕に優やさしく言ってきた。

「確かに兄弟は、時として周りから比ひ較かくされ、喧けん嘩かし、いがみ合ったりしてしまうかもしれませんが、そういう存在がいるというのはとても幸せなことだと思います」

　……きっとそうなのだと思う。

　ただ……今までの兄と比べられ続けて辛つらかった日々を思い返すと、どうしてか素直に頷うなずくことができなくて……。

「……そう、だね」

　ぎこちなく頷く僕を、メリアさんは静かに見つめてから小さくお辞じ儀ぎしてきた。

「夕食の準備をしてきます」

　食卓の扉とびらへ向かうメイドに僕は、先ほどのアドバイスや言葉を思い返しながら言った。

「ありがとう、メリアさん！　僕、明日あした頑がん張ばるよ」

　それにお辞じ儀ぎをしてくる黒くろ髪かみのメイドは、扉を出る時ぼそりと口にしてきた。

「夕食が終わったら、引き続き私と特とつ訓くんですので」

「そ、それ冗じよう談だん……だよね？」

　何も言わず夕食の準備に行くメリアさん。

　どうやら本気だったようで、メリアさんから資格カードを奪い取る特訓（僕のピンチの演出付き）は夕食後も行われた。結局のところ僕はメリアさんから一度もカードを奪うことができなかったけど、身体からだを縛しばり付けるように張り付いていた暗い感情は消えていた。




　　　　＊＊＊




　翌よく日じつの放課後。

　僕たちは昨日きのうと同じく体たい操そう服ふく姿で体育館に集まっていた。

　それはもちろん、兄さんの授業の補習を受けるためだ。

　兄さんは仕事の都つ合ごうで少し遅れるらしく、僕たちは体育館で静かに待ち続ける。僕は心しん臓ぞうの音が聞こえるぐらい緊きん張ちようしていて、周りのみんなも同じようで誰だれも何も喋しやべらなかった。

　それからしばらく待っていると軽いモーター音が聞こえて、入り口からメカニカルな車くるま椅い子すに腰掛けた爽さわやかな男性が現れた。

「遅れてすみません、皆さん。昨日ぶりだね」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべて挨あい拶さつする兄さんに、しかしクラスメイトたちは挨拶を返す余裕はないみたいだった。昨日の雪せつ辱じよくを晴らすぞという闘とう志しが各おの々おのの顔に浮き出ている。かくいう僕も昨日の情けない自分を乗り越えてやるんだと意気込んでいた。

　そんな僕ぼくたちを見る兄さんは嬉うれしそうに笑うと、昨日きのうと同じく魔ま王おうの資格証のカードを取り出してそれを自分の後ろの床ゆかに置く。そしてくるりと回転して僕たちの方へ向き直ると少し真ま面じ目めな顔で告げてきた。

「じゃあ、早さつ速そく始めようか」

「…………」

　兄さんに我われ先さきにと挑いどみ始めるクラスメイトたちは、それぞれに成長を見せていた。

　例えば、エリトくん。

　今回も誰だれよりも最初に挑みに掛かった赤毛の番長は、昨日と同じく子分たちを呼んだ。

　そして昨日と同じく子分たちだけに資格カードを取りに行かせるのかと思いきや、なんとエリトくんも自ら動いて奪い取りに掛かったのだ。

『ヒカルトリモチミサイル』が襲おそい掛かる中、エリトくんは子分たちを盾たてにしたり、捨すて駒ごまにしたり、踏ふみ台にしたりして突つき進み、兄さんから資格カードを奪い取ることに成せい功こうしていた。

　兄さんからカードを奪ったこともさることながら、いつも子分たちだけに行動させて微び動どうだにしなかったエリトくんが、動いた……。

　たったそれだけだけど、それはすごい進歩のような気がして……賞しよう賛さんの視線をエリトくんに送ると髪の毛と同じぐらい顔を赤くしていた。

　それから、成なる我がくん。

　成我くんは、昨日兄さんに負けたのがよっぽど悔くやしかったのか、朝からスーパー成我状じよう態たいだった。兄さんに挑む順番が回ってきて打ち震ふるえるスーパー成我が何をするかと思えば、おもむろにピッチピッチの体たい操そう服ふくのポケットから怪あやしい液体が入った何かの小こ瓶びんを取り出してきた。

「成我くん、そ、それ何!?」

　思わず声を掛けると、金きん髪ぱつ大男はどこか清すが々すがしい顔をして言ってきた。

「ドーピングビネガースープ・ＥＸだ」

　どんだけバライティ豊富なんだよ、そのドーピング!?　と思う僕の目の前でＥＸとやらのドーピングをゴクゴクと飲み始めるスーパー成我。

　しばらくするとスーパー成我はガクガクと震え始めて、巨大な咆ほう哮こうを上げた。

　じりじりと体育館の中が震え、さらにスーパー成我が少し光ったかと思えば、着ていた体操服がビリビリと裂さけ始めた。なぜ裂けているかというと、スーパー成我の骨格がさらに逞たくましくなり、筋きん肉にくがモリモリと膨ふくれ上がっていっているからだ。

　気付けば、スーパー成我は今までの二倍以上の大きさになっていた。

　その目は血走って、口からはだらだらと唾だ液えきが出ている。もはや怪かい物ぶつと言っても差さし支つかえがないぐらいの姿で、その金髪の怪物は大きな足を前に一歩出すと大声を出してきた。

「これはァアア……スーパー成我・タイプⅡだァアア」

「スーパー成なる我が・タイプⅡ!?」

　ツッコミの範はん疇ちゆうを大おお幅はばに超えるスーパー成我・タイプⅡは、咆ほう哮こうを上げると兄さんへ向かってズシズシと走り出した。スピードはスーパー成我の時よりも遅い。ただ、迫はく力りよくが半はん端ぱじゃない。

　そのタイプⅡへ向けて、昨日きのうと同じバズーカ砲ほうからロケット弾が放たれ直ちよく撃げきするけれど、全くの無む傷きずだった。咆哮を高らかに上げる金髪の怪物は、そのまま兄さんへ向かって飛び上がり、そして、そのまま飛び越えて床ゆかの資格カードを手にしていた。

　資格カードを手に喜びの雄お叫たけびを上げるそんなスーパー成我・タイプⅡだったけど、突とつ然ぜん、手からぽとりとカードを落とすと副作用で暴走を開始。タイプⅡは体育館の壁かべをブチ破り走り去っていった。

　野放しにしたらヤバいんじゃないかな……。

　そう思う僕だけど、隅すみに控ひかえている先生も兄さんもクラスメイトたちも全く気にしていない様よう子すだった。

　それから、ユキヒメ。

　昨日、兄さんの作った不良品ミカゲ人形のレプリカに騙だまされてしまった幼おさな馴な染じみは、今日きようは目にクマを作ってきていて、手は絆ばん創そう膏こうだらけだった。登校する時にどうしたのか訊きいても教えてくれなかったのだけど、兄さんとの補習でその原因が分かった。

　ユキヒメはなんと、昨日家に帰ってから夜なべして不良品ミカゲ人形を百八個作ったらしい。

　兄さんが昨日と同じくカードを不良品ミカゲ人形に入れて床に置くと、ユキヒメは連れて来ていた忍にん者じや兄弟に指示してその百八個の不良品ミカゲ人形を混ぜ合わせてぬいぐるみの山を作っていた。そこへさらに兄さんのレプリカも投入される。あの中からカードの入った本物を見つけ出せるのかと思う僕の前で、さらにユキヒメは驚おどろくべき行動に出た。

　ポケットから僕をデフォルメしたようなキャラクターの描えがかれた布を取り出してくると、その布で目を覆おおって頭の後ろできゅっと縛しばり、ユキヒメは目め隠かくし状じよう態たいになったのだ。

「私はこの状態で本物の不良品ミカゲ人形を見つけてみせます！」

　普通でも見分けがつかないのに、さらに目隠しで難なん易い度ど上げて……ユキヒメ一体何と戦っているんだ……。

　そう思う僕を余所よそに、ユキヒメはミカゲ人形の山の前に立つと自分に言い聞かせるように呟つぶやき始めた。

「……私なら見つけられる……不良品ミカゲ人形の波長を感じなさい……針はりの穴を通すように慎しん重ちように……大おお海うな原ばらのように大らかな心で不良品ミカゲ人形の囁ささやきを聞きなさい……」

　そんなので本当に見つけられるのかと思う僕だけど、結果から言って、ユキヒメは本当にカードの入った不良品ミカゲ人形を一発で見つけ出すことに成せい功こうしていた。

　僕が啞あ然ぜんとする中、兄さんも感心したように頷うなずいていた。

「ふむ、自分のレプリカも混ぜてあるこの大量の中から、目め隠かくし状じよう態たいでよく見つけられたね」

　褒ほめるように言う兄さんに、ユキヒメは自分の持つ不良品ミカゲ人形と、そして人形の山を見つめてから首を横に振って言っていた。

「今回は一つを選びましたが、本当は全て選びたかったです。ミカゲくんへの想いに優ゆう劣れつがないように、不良品ミカゲ人形にもレプリカなんてありませんし、偽にせ物ものも本物もないんです。全てがオリジナルなんです」

　ユキヒメはどこか悟さとったような顔で語っていたけど……ごめん、僕ぼくにはとても意味が分からなかった。凄すごかったけども、さっきの戦いは一体何の戦いだったんだ……。ホント……。

　それから多た々だ野のさん。

　昨日きのうはカメラで動けずトリモチに捕とらえられていた、しかばね少女だけど……今日きようは兄さんの前に現れた瞬しゆん間かん、なぜか体育館の窓から強きよう烈れつな風が吹き込んできた。その風でカーテンが全て閉じてしまい、さらに瞬間的に停てい電でんするというほとんど怪かい奇き現げん象しようみたいなことが発生して辺りが真っ暗になる。周りが混こん乱らんする中、電気が戻って明るくなった時には、多々野さんのだらりとぶら下げた手には資格カードが握られていた。

　僕はその生気のない少女を見て寒さむ気けに似たものを感じたね……。完全に怪奇現象起こしてたよね。あの人、何者なんだ……。

　それから昨日、兄さんに設定の穴あなを指し摘てきされてキャラ崩ほう壊かいを起こした仲なか弐にさんは、今日はなんと超ちよう分ぶ厚あつい設定書を作成してきていた。

　ツインテールの中二病少女は、ユキヒメに負けないぐらいのクマができている両目をすがめて、兄さんに「さあ、全て読むんだ」とその設定書を押し付けていた。

　兄さんの引きつった笑みを見るのは、それが初めてだった。

　兄さんはそれから超分ぶ厚あつい設定書を読み始めるのだけど、しばらくすると凄すごく眠そうに目を擦こすり始める。そんな仕草をする兄を見るのも初めてで、遠目から設定書を覗のぞいてみるとアリみたいに小さな文字が一枚一枚の紙にぎっしりと書き込まれていた。

　それにゾッとする僕は、少しだけ兄さんに同情する。それからさらにしばらくすると、なんたることか兄さんがコクコクと船をこぎ出したのだ。

　そのヒカル兄さんを見る仲弐さんは勝ち誇ったような笑みを浮かべて、悠ゆう然ぜんと歩いて資格カードを奪うことに成功していた。

　高笑いを上げる仲弐さんに、ハッと目を覚さます兄さんは「本当に恐ろしい力ですね」と神しん妙みような表情を浮かべて設定書を返していた。兄さんを居眠りさせるなんて、確かに恐ろしい力だと僕は本気で思った。

　それから次々とクラスメイトが兄さんに挑戦しては、それぞれに昨日の課題点を克こく服ふくしていて資格カードを奪うことに成功していく。

　そんなみんなと、兄さんを見る僕はあることに気付いた。

　兄さんは手を抜いている。昨日の課題点を克こく服ふくしているのを確認したら、特に大きな抵てい抗こうをすることなく資格カードを明け渡しているように見えた。

　それに気付くと同時に、僕は心の中に大きな希望が湧わいていた。

　兄さんからカードを奪い取る。昨夜ゆうべ、メリアさんに諦あきらめるなと言葉を掛けてもらって特とつ訓くんをしたけれど、正直、不安で一いつ杯ぱいだった。気持ちが変わったとしても兄さんとの実力差は半日で埋うまるものではないし、そもそもメリアさんから結局一回もカードを取れなかったから。

　でも、兄さんが本気ではないのなら大だい丈じよう夫ぶかもしれない。成長した自分を見せれば、合格させてもらえるかもしれない。

　考えている間に、気付けば残すは僕ぼくだけになっていて兄さんが真ま面じ目めな表情で言ってきた。

「さあ、最後はミカゲだ」

「う、うん……！」

　兄さんに見られて、つい反射的に逃げ腰になってしまいそうになるけど、僕は昨日のメリアさんとのやり取りを思い返して必死に堪こらえ前に歩いていく。

　兄さんに、自分の成長を見せるんだ。

　大丈夫。きっと合格させてもらえる……。

　兄さんを見み据すえて抱いだくその考えと希望は、しかし、すぐに打ち砕くだかれることとなった。




「行くよ……！」

　ヒカル兄さんと背後の資格カードをしっかりと見つめる僕は、大きく息を吸って思いっ切り走り出した。

　策さくとか案とかいろいろと考えていたはずなのだけど、今僕の頭にはただ単純に兄さんの横を走り抜ける、という考えしかなかった。というかそれしか考えられなかった。

　そんな愚ぐ直ちよくに突つき進む僕に、兄さんの車くるま椅い子すの背もたれからバズーカ砲ほうが出現。さらにタイヤカバーからはミサイル発射口が出現して、ロボットアームやら鉄製のシールドやらいろいろなものが展開される。

　あ、あれ……なんか兄さん、本気じゃない!?

　完全武ぶ装そう化かした兄さんの姿に足を止めそうになるのだけど、ここで止めたら二度と向かっていけないような気がして、僕はとにかく進み続ける。

　そうだ、昨夜、刀かたなで襲おそってきたメリアさんを思えば、まだこれぐらい大丈夫だ……！

　そう思っていると、まずミサイル発射口から小型ミサイルが数本発射された。避よけられない数でもスピードでもなく慌あわてて避ける僕に、さらに小型ミサイルは発射され、今度は量もスピードも速くて全てを避け切れない。肩と太ももに二発着ちやく弾だんしてしまったのだけど、場所的に動きを止める程の影えい響きようはなかった。

　さらに歩を進める僕に、今度はバズーカ砲からロケット弾が発射される。そのロケットも避けられないスピードではなく、なんとかギリギリで避よけることに成せい功こうした。ホッとしたのも束つかの間ま、ロケットは自動追つい尾びだということを思い出した僕ぼくは、軌き道どう調ちよう整せいしてくるロケットから慌あわてて飛び退のいてそこから鬼おにごっこが始まる。幸いすぐに燃ねん料りようが切れてロケットは止まってくれたのだけど、僕はもう既にＨＰの半分以上を失った気分だった。

　それからも兄さんが開発改造を施ほどこした電動車くるま椅い子すのヒカル丸から出てくる奇き々き怪かい々かいなギミックやら兵器やら装置は襲おそってきて、僕はそれを必死に回かい避ひし続ける。

　──ミカゲ様はちゃんと成長されています。

　僕の中でメリアさんの昨日きのうの言葉が思い返されていた。

　大丈夫、僕は成長できている……。

　避けるのに忙し過ぎて兄さんが本気なのか手を抜いてくれているのか判断できないけれど、ただ、ちょっとずつ僕は兄さんの動きやそれに反応する車椅子の仕掛けが見えるようになってきていた。

　そんな中、ネタが切れたのか兄さんがボタンを操作してもヒカル丸が何も反応しなくなる。

　チャンスだ！

　それを視認した瞬しゆん間かん、僕は反はん転てん攻こう勢せい。兄さんが背後で守る資格カードへ向かって全力で駆かけ出した。そのまま一いつ心しん不ふ乱らんに兄さんの横を駆かけ抜ける僕は、床ゆかに置かれている資格カードへ一気にダイブする。

　あと少し！　ちょっとで手が届く！

　これで退学を防ぐことができる！

　指先に迫せまるカードに、成せい功こうしたと確信した時だった。

　ズヴァンッ！

　そんな音が聞こえたかと思えば──

「────ッ!?」

　僕はその場に張り付けられて身動きが取れなくなっていた。

　何事が起きたのか混こん乱らんする僕は、自分の身体からだに絡からみ付くものを見て理解した。

　僕の身体を捕とらえたのは、網あみだった。

　昨日、エリトくんの子分が背後から忍び寄ろうとして、兄さんが発動させた仕掛け。

　僕は資格カードまであと少しというところでそれに捕まってしまったのだった。

「…………」

　網あみ目めから暗い光こう沢たくを放つカードを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　取れなかった……。

　取ることができなかった……。

　自分でも今の状じよう況きようが信じられないでいると、ホバリングした車椅子に腰かける兄さんがゆっくりと近づいてくる。

「…………」

　僕ぼくを見下ろす兄さんの表情はとても厳きびしいもので、重々しく告げてきた。

「不合格だ、ミカゲ」

　不合格……。兄さんの課題をクリアすることができなかった。

　そのことが信じられなくて、まるで夢でも見ているのかのように僕は呆ぼう然ぜんとしてしまう。これは夢であってくれと、噓うそであってくれと願うのだけど、網あみで捕とらえられている僕は現実そのものだった。

　ど、どうしよう……。

　身体からだが震ふるえ始める。

　僕はこれから……どうなるんだ……。

　震える僕の脳のう裏りに浮かぶのは、父さんからの魔ま王おう学園を退学させるという電話で、一気に心の中が真っ暗になっていく。

　自分に対しての失望や悲ひ観かんで身が凍こごえるように震えて、せっかく僕に言葉を掛けてくれたメリアさんへの申し訳わけない気持ちが溢あふれ返ってどうしようもなくなる。

　ごめん……メリアさん……ごめん……。

　心の中で何度も謝あやまる僕に兄さんは厳きびしい表情のまま言ってきた。

「話がある。後で来なさい」

　一体何を話されるのかは簡かん単たんに想像できた。

　そうして補習は最悪の結果で幕まくを閉じ、網から出た僕は心配するみんなの視線を感じながら兄さんのホバリングする車くるま椅い子すの後を追いかけて体育館を出た。

　しばらく廊ろう下かを進んだ先の部へ屋やに兄さんは入っていき、僕もその部屋に入る。そこは少し広めの物置のような部屋だった。

「…………」

　僕に振り返ってくるヒカル兄さんは重苦しい空気を胸に抱かかえているかのように難むずかしい顔をしている。兄さんはしばらく何も喋しやべらず、僕はそのピリピリとして重い空気に心しん臓ぞうがひんやりしていた。

　そして長い沈ちん黙もくの末、兄さんは一呼吸置いてから静かに告げてきた。




「ミカゲ……父さんから話は聞いていると思うけれど、もう魔ま王おう学園にはいられなくなるよ」




　僕は、予想していたその言葉に深く深くうな垂だれたのだった。










　　第二話　　代表メンバーになるために




　兄さんは、父さんが僕ぼくを辞やめさせることに至った経けい緯いを説明してくれた。

　夏の間、何の音おと沙さ汰たもなかったのは、父さんと兄さんは仕事で長期の出張に出ていたそうだ。

　そして、久しぶりに家に帰ってきて僕の成せい績せき表ひようを見た父さんは怒り心しん頭とう。「こんな成績を取るぐらいなら魔ま王おう学園を辞めさせる」と、そのまますぐに僕に電話をしてきたらしい。

　それを話す兄さんは苦い顔をしながら、「商談がそこまで上手うまくいかなくて機き嫌げんが悪かったのもあるんだけどね」と付け加えてきた。

　しかし僕は、悪い成績だったことには変わりないし、兄さんに出された課題に合格することもできなかったし何も言えない。俯うつむいて黙だまって話を聞いていると、兄さんは思い出したように言ってきた。

「それから、父さんはミカゲをモブ学園に入学させると言っていたね」

「モ、モブ学園……？」

　聞き慣れない言葉に顔を上げて眉まゆをひそめる僕に、兄さんは意外といった顔で説明してきた。

「ミカゲは知らないのかい？　モブ学園は、モブの特とく殊しゆ資格を取るための学校で、規き律りつや規き則そくが軍隊以上に厳きびしいことで有名なところだよ。自分の知り合いにリーゼントの凄すごくやんちゃな人がいたのだけど、そのモブ学園に入学させられて帰って来た時には、丸まる坊ぼう主ずになって決められた言葉しか喋しやべらない人になっていたことがあったかな」

「…………」

　な、なんだか良く分からないけどそれは恐ろしい……。

　そしてそんな恐ろしい学園に僕は入学させられるかもしれないわけで、身体からだが震ふるえると同時に心の中で、絶対嫌いやだ……という想いが膨ふくれ上がっていた。

　それはモブ学園に入学するのもそうだけど、何よりも魔王学園を辞めさせられるというのがとても嫌だった。

　最初は、魔王学園に通うのが嫌で嫌で仕方なかった自分。

　しかし、今では通えなくなることに嫌だと感じている。

　それはそれはきっと、先生、クラスメイト、先せん輩ぱい、ユキヒメ、じいちゃん、そしてメリアさんのお陰かげなんだ。そのみんなに応えるためにも僕は魔王の資格を取れないまま魔王学園を去るのはどうしても避さけたかった。

「なんとかできないかな……」

　たとえ、兄さんに頼たのんだとしても、父さんの決定は覆くつがえせない。それを知っている僕は途と方ほうに暮れながらも、それでもなんとかできないかと兄さんに言ってみる。

　しかし、やはりヒカル兄さんはとても難むずかしい顔をして、静かに口を開いてきた。
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「できる」

「やっぱりでき…………え……」

　自分の耳を疑った。

　願望が自分の耳を捻ねじ曲げてしまったのかと思いながら、もう一度尋たずねると、兄さんは難むずかしい顔をしながらもしっかりと言ってきた。

「まだ退学を防ぐ手はある」

「ほ、本当!?」

　兄さんに出された課題に合格できなかったし退学することが確定したと思っていた僕ぼくは、目を丸くして尋ねた。

「で、でも、兄さんは僕を見にくるように父さんに言われてきたんじゃないの？　課題に合格できなかったから退学することが確定したんじゃないの？」

　考えを聞く兄さんは、少し口元をゆるめて言ってきた。

「いつ自分がそんなことを言ったかな？　まああえて黙だまってはいたけど」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとする僕は、気付けば率そつ直ちよくに尋ねていた。

「じゃあ、なんで兄さんは来たの……？」

「自分は、ミカゲの退学を防ぐ手助けをするために来たんだよ。さすがに今回は父さんが厳きびし過ぎると思ったので」

　兄さんが僕ぼくの手助けをしてくれる……。

　それは新しん鮮せんなようで、どこか懐なつかしかった。

　そういえば、昔、兄さんが家にいる時は、僕が困っていたらよく助けてくれたっけ。勉強を教えてくれたり、壊こわれたおもちゃを修しゆう理りしてくれたり……。

　それを思い出す僕に、兄さんは車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけに肘を置いて顎あごに手を当てると訊きいてきた。

「ちなみにミカゲは、父さんから電話が来てから、どうしようと考えていたのかな？」

「う、うん……大だい魔ま王おう祭で活かつ躍やくしたら父さんを説得することができるかもしれないって考えてた……」

「考えは悪くはないけど、ところどころ漠ばく然ぜんとして甘いかな。大魔王祭が始まるまでに退学手続きがされたらどうするんだい」

　ぐうの音ねも出なかった。まあそれを考える前に、兄さんが現れて混こん乱らんしてしまったというのもあるけど。

　父さんには電話が繫つながらないし、どうしたらいいんだろう……と今いま更さらながら焦あせって考えていると、兄さんは「安心しなさい」と苦笑してから言ってきた。

「父さんにはボクから言ってある。ミカゲが魔王学園でちゃんとやっていけることを大魔王祭で証明すると」

「大魔王祭で証明……それは僕が大魔王祭で活かつ躍やくするってこと？」

　僕が考えたことをもう一度言うと、兄さんは腕を組んでから頷うなずくような首を傾かしげるような微び妙みような仕草をしてから口を開いてきた。

「大魔王祭で活躍するという発想は悪くはないかな。ただ問題があるとすれば、何で活躍するのかが漠然としていることと、父さんはそもそも大魔王祭に来ないということ。ボクの時には一度も来なかった」

　僕はそれに軽い衝しよう撃げきを受けた。

　その場に来てない人には活躍する姿を見せられないし、たとえビデオとかで後で見せたとしてもアピールとしての効果は薄うすくなってしまう。

「それじゃあ、どうやって証明するの……」

　僕が魔王学園でちゃんとやっていけることを大魔王祭で証明する。

　兄さんはそう父さんに言ったらしいけど、僕にはそれができるような気がしなくて暗い気持ちで首を傾かしげると銀ぎん髪ぱつの兄は指を立てて自信ありげに口を開いてきた。

「父さんは大魔王祭には来ない。だからこそ、狙ねらうのは最終競きよう技ぎ『デビル・ザ・クラウンリレー』だ」

「『デビル・ザ・クラウンリレー』……？　そういえば、先生が大魔王祭の説明の時にその競技のことを言っていたような気がする……」

「もう聞いたかもしれないけど、その『デビル・ザ・クラウンリレー』は創立以来大だい魔ま王おう祭で行われ続けている伝統ある競きよう技ぎなんだ。それに参加できただけで十分な名めい誉よになる」

　説明する兄さんは、「つまり」と続けてきた。

「ミカゲがその競技に参加できたら、それは十分に父さんへの証明になるはずなんだ」

　思っていたよりもシンプルな内容にキョトンとする僕ぼくは、もう一度聞き返した。

「その『デビル・ザ・クラウンリレー』に参加しただけでいいの？」

　それなら簡かん単たんだ、と気が軽くなるのだけど、銀ぎん髪ぱつの兄は暗い顔をして言ってきた。

「参加できれば、だけれど……」

　その物言いと、兄さんの表情に、参加するのは簡単ではないんだなと悟さとる僕はおずおずと尋ねた。

「参加するには……どうしたらいいの？」

「それが一番の問題なんだ……」

　ヒカル兄さんは難むずかしい顔をして深く嘆たん息そくした。

「『デビル・ザ・クラウンリレー』は、簡単に説明すれば学年対たい抗こうの障しよう害がい物ぶつリレー。『リレー』であるので人数が限られる。……自分の記き憶おくが正しければ、七人。ミカゲは、一年生の中でその七人の代表の中に選ばれないといけない」

　僕が、一年生の中の七人に代表として選ばれないといけない。僕が……。

　胸に抱いだく不安を見み透すかすように兄さんはきっぱりと告げきた。

「今回、一年生全員の実力を見させてもらったけど、今のミカゲでは代表に入ることはまず無理だろうね」

「そ、そうだよね……」

　うな垂だれる僕ぼくの中にやっぱり自分には無理なんだという諦あきらめが湧わいてくるけれど、昨日きのうのメリアさんとのやり取りを思い出して、顔を上げた。

　そうだ……諦めたらいけない。諦めたらそこで終わってしまう。

　銀ぎん髪ぱつの兄を見つめる僕は自分の気持ちを正直に伝えた。

「兄さん、僕は魔ま王おう学園に残りたいんだ……。そして魔王の資格をちゃんと取って卒業したいんだ。僕が代表に入るためにはどうしたらいいのかな」

　その僕を真剣な表情で見つめてくる兄さんは、ほんの少し口元に笑みを浮かべて言ってきた。

「自分はそのために特別講師を引き受けたんだよ。ミカゲの実力はある程度予想はしていたからね……」

　そこまで言って兄さんは口元の笑みを消し、真剣で真ま面じ目めな表情で続けてきた。

「最終競きよう技ぎの代表を選ぶ一年生のテストがおそらく大魔王祭の数日前にあると思う。これから特別講こう師しとしてできるだけ魔王学園に来るので、そのテストまでにミカゲが代表に入れるように特とつ訓くんしていく。かなり辛つらい特訓になると思うけれど、頑がん張ばれるね？」

「う、うん……」

　兄さんの言い方が恐くて少しビビりながら頷うなずく僕ぼくは、ふと心に臆おく病びような自分が出てきて「もし」と尋たずねてみた。

「もしさ……僕が代表に入れなかったら……」

　そこまで口にして、兄さんがピシャリと言ってきた。

「入れなければ、そこまで。自分に出来るのは手助けだけ。実際に頑がん張ばるのはミカゲだ。魔ま王おう学園に残りたいと願うのなら、必死に努力することだよ」

「はい……」

　突つき離はなされるような感覚を覚える僕は、自分はちゃんと代表に入ることができるかと激しく不安に思う。そしてその不安の中で漠ばく然ぜんと、どうして兄さんは僕が魔王学園に残れるように手助けしてくれるのだろう、と疑問に思った。

　ただその疑問を口にすることはできなくて、代わりにふと抱いだいた疑問を口にした。

「そういえば、兄さんは魔王学園に通っていた時は『デビル・ザ・クラウンリレー』に出たの？」

「一年生の時に代表に入ったかな……」

　兄さんが代表に入ってないわけがないかと思う僕は、あれ、と不ふ思し議ぎに思って訊きいた。

「一年生の時だけ？」

「二年生から自分は生徒会に入ったのだけど、最終競きよう技ぎの実行委員長を任されてしまってから出られなくなったんだ」

　残念そうに言う兄さんに、僕ぼくは今から代表を目指す競技のことが知りたくて尋ねた。

「競技に出た時は、どうだった？」

「障しよう害がい物ぶつの内容は毎年変わるのだけど、直前まで知らされないので、なかなか緊きん張ちようしたかな」

「そうなんだ……。兄さんはやっぱり勝ったの？」

　僕の質問に兄さんは表情を暗くして予想外の返事をしてきた。

「……負けた」

「え!?」

　兄さんが負けた!?

　信じられなくてギョッとする僕に、兄さんは少しだけ悔くやしさを滲にじませて言ってきた。

「相手は上級生だし、一人の力だけでは勝てないからね……」

「…………」

　状じよう況きようが不利とはいえ兄さんが勝てなかった競技の代表を目め指ざさないといけないことに僕は違う不安を覚える。その心を読むかのように車くるま椅い子すに座る兄は言ってきた。

「ミカゲが目指すのは、勝つことではなく代表に入ることだから、安心しなさい」

「代表に入ること……」

　安心できるどころか、言われてさらに僕は不安を抱いだく。

　そもそも僕ぼくが一年生の代表の中に選ばれることがまず想像できなかった。兄さんは特とつ訓くんしてくれるとは言ったけれどそれで代表に入れるのか不安だった。

　俯うつむく僕に、兄さんは厳きびしく言ってきた。

「頑がん張ばるしかないよ、ミカゲ。これが乗り越えられなければ、そこで終わりだ」

「…………うん」

　兄さんの言葉に、僕は不安を一いつ杯ぱいに抱かかえて頷うなずいた。




　それから仕事に戻る兄さんと別れた僕は相当酷ひどい顔をしていたのだと思う。

　待ってくれていたユキヒメと一いつ緒しよに帰宅するのだけど、すごく心配された。

　ユキヒメに今の自分の置かれている状じよう況きようを話そうかと思ったのだけど、まだ自分の中でも整理が付いていないことが多くて話すのに少し気が引けた。とりあえず今はなんとか元気を装って安心させようとするのだけど、幼おさな馴な染じみはずっと心配したままだった。

　屋や敷しきに到着しユキヒメと挨あい拶さつして別れた僕は、今日きようのことを考えながら庭を歩くのだけど、メリアさんになんて報告すればいいのかと考えると足はどんどんと遅くなった。

　歩く速度がカメみたいに遅くなるけれど、屋敷の庭はそこまで広いわけではないので、しばらくもしないうちに玄げん関かん扉とびらに着いてしまう。

　そして、心の準備が整わないまま、おそるおそる扉を開けると──

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

　黒くろ髪かみのメイドが待ち構えていたかのように出で迎むかえてきた。そのメイドにドキリとする僕ぼくはふと疑問に思う。

　いつもメリアさんは僕が帰ってくるのが分かっていたかのように玄げん関かんで出迎えてくれるのだけど、どうやって僕が帰ってくるのを察知しているのだろう。もしかして、ずっと玄関に立ってるとか……い、いやそれはないよね。

　ふとそんなことを考えながらも、今はそれを尋たずねるような気分ではなく、

「た、ただいま、メリアさん……！」

　と、反射的に悩なやんでいるのを隠かくそうと表情を取り繕つくろってしまうのだけど、そんな僕の顔を覗のぞき込むメリアさんは、首を傾かしげて言ってきた。

「干からびたウーパールーパーみたいな顔をされておりますね」

「そ、それどんな顔……!?　初めて言われたよそんなこと!?」

　ギョッとして顔を押さえる僕に、メリアさんは小さく嘆たん息そくしながら尋ねてきた。

「学園で何かあったみたいですね。どうされたのですか？」

　やっぱり、メリアさんは鋭するどいな……。

　メリアさんに隠し事は通じないなと改めて感じる僕は訊きいてみた。

「よくいつも分かるね……」

「ミカゲ様は顔に出やすいですし、何か悩なやまれている時は庭を歩く足音が遅くなるのです」

「足音……!?　そんな大きな音立ててないと思うけど……」

「ここの屋や敷しきの敷地は完全に私の索さく敵てき範はん囲い内ないですのでばっちり分かりますよ。ミカゲ様がテンションの高い時、たまに部へ屋やや庭で変な踊おどりをしたりするのも完全に把は握あくしております」

「うわああ……」

　僕ぼくは恥はずかしくて自分の顔を覆おおった。何か嬉うれしいことがあると、ちょっとした出来心で踊ってしまうことってあるよね……え、あるよね？

　もしかして、いつも僕が帰ってきた時にタイミングよく出で迎むかえてくれるのは、その索敵能力で僕の接近を察知していたからなんだろうか。

　勇者の資格は伊達だてじゃないなと震ふるえながら感じていると、メリアさんはコホンと小さく咳せき払ばらいしてもう一度、尋たずねてきた。

「それでミカゲ様、学園で何があったのですか？」

「いや……うん……あのさ……」

　僕は正直に課題の補習に失敗してしまったことと、それからその後の兄さんとの会話をメリアさんに話した。

「せっかくアドバイスして特とつ訓くんしてくれたのに……ごめん……」

　とりあえず課題を合格できなかったことを謝あやまる僕に、メリアさんは首を振って言ってきた。

「いえ、気になさらないでください。ミカゲ様のお兄様が来られた理由はある程度は予測しておりましたし、ミカゲ様は紛まごうことなきスライムレベルなので、こうなるだろうとは思っておりました」

「そっか……メリアさんはなんでもお見通しなんだね……予測してたなら教えてくれても良かったのに……」

「今回の授業では、お兄様はミカゲ様の実力を測ろうとしていると感じましたので、言うべきではないと思いました。……しかし、ミカゲ様、ご自身がスライムレベルだということに関しては何も言わないのですね」

「……なんか……やっぱり僕はスライムレベルなんじゃないかなって……」

　溜ため息いきを吐つくように言う僕に、メリアさんは少し厳きびしく言ってきた。

「ミカゲ様、そういう弱い気持ちではいけませんよ」

「メリアさん……」

「ミカゲ様は、魔ま王おう学園に残りたいのですよね。代表に入ってお父様に自分を認めさせないといけないのですよね。そうしたらもっと強い心を持たなければなりません」

「強い心……」

　確かに僕はすぐに不安になったり、自信を失くしたりしてしまう。

　それをどうにかしないと、とは思うものの僕にはどうしたらいいのか分からない……。

　俯うつむく僕ぼくにメリアさんが告げてきた。

「明日あしたから私とも特とつ訓くんをしましょう」

「メリアさんと特訓……!?」

「はい。そうです」

　と頷うなずくメリアさんは顎あごに手を当てて、「どんな特訓がいいでしょうか……」と考えるように呟つぶやく。強い心を持たないといけないとさっき言われたけど、僕は、これから待っている兄さんとメリアさんの特訓への不安や、本当に自分が代表に入れるのだろうかという自信のなさがぶくぶくと胸の中に湧わき出して、つい溜ため息いきを吐ついてしまう。

　そんな僕にメリアさんは、先ほどとは違って少し優やさしく言ってきた。

「とりあえず、今日きようは無理をされず、ごゆっくりお休みください」

　とか言ってボコボコにされるのではないかと危き惧ぐしていたのだけど、今日は特に何かされたりはせず、美味おいしい夕食を作ってくれたり、夕食後にデザートを持って来てくれたりとメリアさんは優しかった。

　逆にそれが恐くていそいそと自分の部へ屋やへ戻ろうとする僕に、メリアさんは言ってくるのだった。

「明日から私と楽しい特訓ですね」

　優しい声こわ音ねだったけど、メリアさんの手には禍まが々まがしい刀かたなが握られていて僕は震ふるえた。

　それから自分の部へ屋やに戻った僕はいろんな不安に押しつぶされそうになったけど、疲れが溜たまっていたのかベッドに横になると、すぐに眠りに落ちていた。
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　その夜、僕は昔の夢を見た。

　それはまだ僕が幼く、じいちゃんが元気だった日のこと。

　僕はその日、大切にしていた車のオモチャを壊こわしてしまった。

　そのオモチャは、僕が物心付いた時から一いつ緒しよにいてくれた大切な友達で、壊れてしまったことが悲しくて切なくて大泣きしていると、父さんがやってきて厳きびしい顔で言ってきた。

「そんなことで女め々めしく泣くんじゃない！　お前は暗あん上じよう院いんの看かん板ばんを背せ負おってるんだぞ！」

　その厳しい顔と声に僕は震ふるえる。

　父さんが恐くて必死に泣くのを止やめようとするのだけど、そうすればするほどどんどんと涙なみだが溢あふれてきてどうしようもなくなる。

　そんな僕に父さんはさらに表情を険けわしくさせて何かを言ってこようとしたのだけど、それを止めたのはじいちゃんだった。

　柔やわらかい表情で父さんに喋しやべりかけるじいちゃんに、父さんは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして、鼻を鳴らして去っていく。そんな父さんを苦笑しながら見送るじいちゃんは、泣く僕ぼくを優やさしく撫なでて訊きいてきた。

「父さんが恐いかい？」

　頷うなずく僕にじいちゃんは少し切なそうな顔をして言ってきた。

「そうだな。でも、あまり責めないでやってくれ。忘れちゃいけないよ。父さんがミカゲに厳きびしくするのは大切に想っているからなんだ」

　父さんが僕に厳しくするのは、大切に想っているから……。

　じいちゃんのその言葉に、僕は素直に頷くことはできなかった。だけど、優しいじいちゃんのお陰かげで僕の涙は止まっていた。

　そして次の日の朝のこと。

　目め覚ざめると枕まくら元もとにプレゼントが置かれていた。驚おどろきながらそのプレゼントを開けると、中身は車のオモチャだった。

　それを見る僕は、すぐにこのプレゼントをくれた人が頭に浮かんだ。

　じいちゃんがくれたんだ！

　嬉うれしさに心が膨ふくらむ僕はそのオモチャを持ってじいちゃんにお礼れいを言いに行こうとするのだけど……。

「お、重い……」

　車のオモチャは謎なぞの金きん属ぞくでできていて、両手でなんとかやっと持てるぐらいめちゃくちゃ重かった。

　しかし、そんなこと気にならないぐらい僕は嬉しくて嬉しくて半はん端ぱなく重いオモチャを両手に持って、ふらつきながらじいちゃんにお礼を言いに行った──

　………………。

　…………。

「…………」

　目を覚ました僕は、懐なつかしさに少しの間起き上がれなかった。

　そのまま天てん井じようを見つめて深く思う。

　じいちゃんが生きていてくれたら……。

　でもそれはただただ虚むなしさを呼び起こすだけで、僕は大きく息を吐ついて重い身体からだを起こし学園へ行く準備をする。制せい服ふくを着ながら考えるのは昨日きのうのことや、昔の夢のこと。

　父さんはやっぱり昔から厳しい人だった。

　その父さんを説得して魔ま王おう学園に残るには、代表に入らないといけない……。兄さんが特とつ訓くんしてくれると言うけど、僕が代表に入れるのか自信が無くて不安だらけだった。

　そのことを考えれば考えるほど気持ちが暗くなるので、僕は違うことを考えてみる。

　あのオモチャのプレゼントは嬉しかったな……。遊ぶ時に腕が疲れて仕方なかったけど。

　そういえば、あのオモチャはどこへ行ってしまったのだろう。

　この屋や敷しきに移る時に一いつ緒しよに持ってきたような……今度探してみようかな。

　そんなことを考えれば少しだけ気持ちが明るくなってきたような気がして、僕ぼくは朝食を食べに部へ屋やを出た。

　そしていつもの時間にユキヒメが迎むかえにきて、メリアさんの見送りを受け僕は学園へ向かった。




　その日のホームルームの時間に、先生が大だい魔ま王おう祭の競きよう技ぎについて説明してきた。

　最初に話に出てきたのが最終競技の『デビル・ザ・クラウンリレー』で、ほとんど兄さんの説明してくれた内容だった。

　本番まで内容の明かされない障しよう害がい物ぶつリレーで、学年ごとに七人の代表を選ぶこと。

　知らなかったことといえば、リレーのコースはグラウンドではなく、広い魔王学園の敷しき地ち内ないに用意され、リレーで繫つなぐのはバトンではないということだった。

　先生が言うには、バトンの代わりに障害物の先にある王おう冠かんを手に入れると、次の走者の封ふう印いんが解とかれ競技を始められるとからしい。説明を聞くだけじゃあまりイメージできないけど、とにかくなんだか凄すごそうだ。

　それらを説明し終えた先生は、さらに代表を選ぶテストの日を知らせてくる。

　大魔王祭が行われる三日前に代表を選ぶテストをするらしく、それも兄さんからある程度聞いていた情報ではあるのだけど、僕はドキドキとして変な汗が出ていた。

　今からテストまではそこまで日にちがあるわけではなくて、その間までに僕は代表に入れるぐらい鍛きたえないといけないわけで、とてつもなく不安だった。

　大魔王祭まで普段の授業にさらに一コマ授業が追加されるらしく、その授業は特別講こう師しである兄さんが受け持つ時間になるらしい。

　早速今日きようからその授業があるのだけど、僕は兄さんがどんな特訓をしてくるのか心配で、本当に自分は代表に入れるのか不安で、そればかりが頭の中に渦うず巻まいて他の競技の話などはほとんど耳に入ってこなかった。




　そして、その日の午前と午後の授業は飛ぶように終わり、兄さんの授業の時間が訪れる。グラウンドに体たい操そう服ふく姿で集合していると、銀ぎん髪ぱつの兄が車くるま椅い子すに乗って現れた。

「やあ、皆さん、今日から大魔王祭へ向けて本格的な特訓を始めようと思います」

　兄さんは、本格的、とは言っていたけど実際に授業で行うのは大魔王祭で必要になる技能の基き礎そトレーニングだった。

　筋きん力りよくやスピードや持久力などの身体的なトレーニングはもちろん、さまざまな道具を上手うまく使って障害をクリアしたり、予期していなかった出来事に遭そう遇ぐうしてもすぐに対応できるようにしたりと、そういうスキルや精神的なトレーニングも行われる。

　様々な基礎トレーニングを一年のクラスメイトたちと一いつ緒しよにやる中で、僕は兄さんが言っていた通り、みんなよりも実力が劣おとっているのを改めて感じていた。

　そして同時に、クラスメイトの中で秀ひいでている人たちもわかり始めていた。

　その筆ひつ頭とうは、まずエリトくんだ。

　エリトくんは、さすがと言うべきか、どのトレーニングでも上位もしくはトップの成せい績せきを取っていた。

　それから成なる我がくんは、普段はアレだけどスーパー成我になった時のバケモノじみた超パワーは一線を画している。暴走してしまうのが難なん点てんだけど。

　ユキヒメは身体からだを使う分野は平均以下だけど、代わりに姫ひめノの宮みや印じるしの道具を使えば誰だれよりも上手く使いこなしてクリアしていた。僕関連のグッズを普段から作りまくっているもんね。

　多た々だ野のさんは動かないけどあっちこっちで怪かい奇き現げん象しようを起こす謎なぞパワーがあるし、仲なか弐にさんは意外にも運動神経が良くていつも妄もう想そうにふけっているお陰かげか不意の出来事にもすぐに中二病全開で反応できる機転力があった。それから隼はやぶさくんは地味ながらに走るトレーニングに関しては誰よりも情熱を持って走っている。

　やはりこのメンツは普段から目に留とまっているだけあって成績は良かった。だからと言って他のクラスメイトたちも負けているわけではなくて、僕の目にはどの誰が七人の代表に選ばれてもおかしくなかった。

　焦あせりにも似たプレッシャーを感じる中で、みんなと同じトレーニングをするのでは僕に対しての特とつ訓くんの意味はないのではないかと思ったりもしたのだけど、それは全くの無問題だった。

　兄さんの最初の授業──魔王の資格カードを奪う課題に不合格になったのは僕だけ。

　そのペナルティとして周りのみんなよりもきつい授業内容や課題を僕に科してくるのだった。

　例えば、みんなよりも何周も多く走らされたり。

　みんなよりも重いおもりを持たされたり。

　みんながステップの練習をしている横で、僕にコサックダンスを踊おどらせたり。

　ペナルティの科せられた課題は到とう底ていクリアできるレベルのものではないことが多く、その課題ができなかったことにより、また新たなペナルティを発生するという無む限げん連れん鎖さで兄さんは僕にみんなよりも厳きびしく辛つらい高こう負ふ荷かのトレーニングをさせてきた。

　クラスの中からもちろん、えこひいきだという声は上がらず、むしろ憐あわれみの目で見られた。

　そして、日に日に兄さんの僕へのペナルティは雪だるま式に大きく厳しくなり、授業前には授業に使う重い道具を僕一人に準備させ、授業後はその片づけはもちろん、さらに放課後も残って厳しいトレーニングをさせられる。

　疲ひ弊へいする僕をさすがに見み兼かねたクラスメイトたちが、準備と片づけぐらいはと手伝ってくれようとしたのだけど──。

「手を貸してはいけません！」

　と、兄さんはみんなに厳きびしく言って僕ぼくを手伝うことを禁止してきたのが印象的だった。




　僕は、最初は代表に入るための特とつ訓くんだと頑がん張ばって耐えていたのだけど……。

　次し第だいにただ僕をいじめたいだけじゃないのかという負の感情が心に渦うず巻まくようになっていた。




　　　　＊＊＊




「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

「……ただいま」

　今日も僕はへとへとになって屋や敷しきに帰ってきた。

　最近放課後に残されることが多くなり、ユキヒメには先に帰ってもらうようにしている。ユキヒメは一度、厳し過ぎる兄さんに対して文句を言おうとしていたけど、僕が「大だい丈じよう夫ぶだから」と止めてからここ最近ちょっと機き嫌げんが悪かった。それでも僕を送ってくれる車は用意してくれて、兄さんの特訓にへろへろになっている身にはとてもありがたかった。

「特訓の調子はいかがですか？」

「う、うん……なんとか……」

　とは言うものの胸に抱いだく兄への不信や不満は日に日に大きくなっていて、辛つらい気持ちが増す一方だった。

「お疲れ様です、ミカゲ様」

　労ねぎらうように優やさしく言ってくるメリアさん。

　僕はそれに癒いやされるような気持ちで「ありがとう……」と言おうしたが、メリアさんはパシッと手を叩たたいてから言ってきた。

「さて、それでは夕食前に、私との特訓を始めましょう」

「や、やっぱり、今日きようもやるの……」

「はい。もちろんです。続けなければ意味がありませんし、そもそもミカゲ様はまだ一度も成せい功こうしておりませんからね」

　そう……。学校では兄さんの特訓、家に帰れば鉄人メイドの特訓が僕を待っていた。

　鉄人メイドの特訓の内容は、簡かん単たんに説明すれば兄さんの最初の課題を少し変化させたもの。メリアさんの腰にストラップのようにぶら下がっている勇者の資格カードを、隙すきを見て奪い取るというものだった。

　シンプルで簡単なように思えて、これが半はん端ぱなく難むずかしくまだ一度もメリアさんからカードを奪うことができていなかった。

「さあ、ミカゲ様。今日こそ私の隙を突ついてください」

　腰に勇者の資格カードをぶら下げたメリアさんはそう言って、ハンデのつもりなのか掃そう除じ機きで屋や敷しきの掃除をし始める。

　さすがにそれは隙すきが生まれるでしょうと、僕ぼくは疲れた身体からだにムチ打ってメリアさんの隙を窺うかがうのだけれど……。

「…………」

　掃除するメイドには全くといって隙がなかった。

　いや、見た目的にはただ掃除機をかけているだけなんだけど、近づいた瞬しゆん間かん、掃除機に吸われる自分の姿がありありと浮かぶ。

　それでもなんとかできないかと掃除をするメイドを見つめ続けていると、メリアさんは完全に僕に背中を見せてくる。

　その瞬間を僕は見逃さず一いつ瞬しゆんにして飛びかかるのだけれど───

　ズギュギュ……。

　背中に目があるかのように、ひらりとかわされほっぺを掃除機で吸われた。

「そんなことでは、ピンチをチャンスに変えることはできませんよ。ミカゲ様は、瀕ひん死しのスライムなままです」

「めいあはんすきなふぁふぎるお……（訳やく・メリアさん隙無さ過ぎるよ……）」

「それは復活の呪じゆ文もんですか？　きっとレベル１のザコキャラのデータなのでしょうね」

　ギュッポと、ようやくほっぺを掃除機から解放される僕は、メリアさんの言葉に反応する気力がなくて溜ため息いきを吐ついた。

「はあ……」

「どうされました？　最近特に元気がないですね。お兄様のことですか？」

　どうやらメリアさんには見抜かれているようで、僕は兄さんの特とつ訓くんで最近抱いだいてしまう想いを話した。

「兄さんの特訓なんだけどさ……今までは僕が代表に入るための特訓だと耐えてたんだけど、なんだか、最近、兄さんは僕をいじめたいだけじゃないのかなって……」

　道具の準備や片づけで手伝ってくれようとしたクラスメイトたちに手伝わないように厳きびしく言ったことや、ペナルティとして科せられる特訓もどんどん厳きびしくなって気持ち的に耐えられなくなっていることをメリアさんに話す。

　それを静かに聞いていた黒くろ髪かみのメイドは、どこか昔を思い出すような顔をして言ってきた。

「そういえば、私も昔、同じようなことがありました」

「同じようなこと……？」

　メリアさんにも僕と同じことがあったのかと驚おどろきながら首を傾かしげると、黒くろ髪かみの女性は頷うなずいてから喋しやべってきた。

「あれは確か、銃じゆう弾だんを避よける訓くん練れんをしていた時でしたか。母に毎日のように目で追えないスピードのゴム弾だんを撃うたれ、身体からだはアザだらけになって痛み、母は私をただ痛めつけたいだけではないかと恨うらんで悩なやんだ日がありました」

　その語られる壮そう絶ぜつな内容に僕ぼくは啞あ然ぜんとしてしまう。

　しかし、メリアさんは暗い顔をしておらず、懐なつかしむように続けていた。

「そんなある時、私はミカゲ様のお祖父じい様に相談しに行き、ある言葉を掛けてもらいました。そして私はその言葉のお陰かげで気づくことができました」

　何に気付いたんだろうと思えば、メリアさんはキリッとした顔をして言ってきた。

「私は、弾を避ける時に目に頼り過ぎていたのです。目をつむった時、私は初めて弾たまを避よけることができました。そして、母が伝えたかったことをその時初めて理解しました」

　懐かしそうに目を閉じるメリアさん。

　じいちゃんがメリアさんに掛けた言葉とか、話に出てきたメリアさんのお母さんのこととか、いろいろと気になるところではあるけど、とりあえず僕は思っていたことを率そつ直ちよくに言った。

「ごめん、凄すごく良い話だけどさ……全然、僕と同じようなこと、じゃなかったよね!?　レベルが異次元だったよね!?　銃じゆう弾だんを避けるって言葉が出た時に僕はハッとしたよ」

「いえ、本質は同じですよ」

「本質……？」

　首を傾かしげる僕に、メリアさんは優やさしく言ってきた。

「その人を毒どくに変えるのも、薬に変えるのも心次し第だいだよ……。これはその時、ミカゲ様のお祖父様に掛けていただいた言葉です」

　その人を毒に変えるのも、薬に変えるのも心次第……。

　それはどういう意味なんだろうと考える僕に、メリアさんは言ってきた。

「私は母を恨んでいましたが、その言葉で母はどうしてこのようなことをするのだろうと、自分なりにしっかりと考えてみることにしたのです」

「そ、それで気付いたんだよね……目に頼たより過ぎてたって……」

「はい。避けることができても母は褒ほめてはくれませんでしたが、しかし、私は初めて感かん謝しやすることができました」

　レベルが段違いだよなぁと思いながら、僕は兄さんとの特訓を思い浮かべてみる。

　厳きびしいトレーニングを課してくるのは僕が代表に入るためにやってくれているとは分かるけど……何もあんなに厳しく僕一人で準備とか片づけをするように言わなくてもいいじゃないか。

　思い出して改めて不満に思う僕は、じいちゃんの言葉や、メリアさんの話を思い返して、どうして兄さんはあんなに厳しく言ったのかを考えてみる。

　考えながら、兄さんのこと、クラスメイトのこと、今までの自分のことを漠ばく然ぜんと思い返していると、ふと何か引っかかることがあった。

　そういえば……と僕は思う。

　中間テストでベヒモンが暴走した時も、期末テストでメリアさんが岩の下した敷じきになりかけた時も、兄さんの課題に挑いどむ時も、僕ぼくは周りに協力してもらって助けられた。

「…………」

　僕はみんなに頼たより過ぎて、いつの間にかに甘えていたのかもしれない……。

　最初は非力な自分を恥はじていたけど、最近では段々と助けてもらったり協力してもらったりすることに抵てい抗こうがなくなっていた気がする。

　それに気付いた僕はハッとした。

　兄さんは、それを伝えるためにあんなに厳きびしく……。

　い、いやでも、それは考えすぎかも。んー……。

　という僕の思考を読んでいたかのようにメリアさんは口を開いてきた。

「どうですか、ミカゲ様。相手が本当は何を考えているか分かりませんが、自分のためにやってくれている、自分の成長に繫つながっていると感かん謝しやすれば、ちょっとだけ気持ちが楽になりませんか？」

「まあ……確かに、そうだね。ちょっとだけだけど」

　兄さんが厳しいトレーニングを課してくるのは僕が魔ま王おう学園を退学になるのを防ぐためだし、準備や片づけを一人でやるように厳しく言ったのも、もしかしたら僕が周りに甘えているのを気付かせるためだったのかもしれないし……。

　メリアさんが言ったように、確かにそれを思うとちょっとだけ気持ちが楽になって前向きになれたような気がした。

「ありがとうメリアさん。少し元気が出たよ」

　お礼を言うと、メリアさんはほんの少し優やさしげな微び笑しようを浮かべて言ってきた。

「私との特訓も、ミカゲ様をいじめたいとかそういう想いはないこともない……というかむしろ一いつ杯ぱいあるのですが、そんなこと気にせず感謝してやってくださいね」

「いや、それ聞いたら憎にくしみが増す一方だよ……！」

　今にもまた特訓（いじめ）を始めそうな鉄人メイドに僕は慌あわてて言った。

「そ、それよりもさ、もっとメリアさんのお母さんの話聞かせてよ」

「母のことですか……？」

「メリアさんのお母さんがどんな人なのか気になるし、それに僕、お母さんがいないのが当たり前だったから興きよう味みがあるんだ」

　僕のお母さんは僕を産んだ後に死んでしまったらしい。昔から母親がいないのが当たり前の環かん境きようで育ってきたので、お母さんが一体どいういうものなのか興味があった。

「私の母は世間一般で言う普通とは違っていたので、ミカゲ様の求めるような話は期待しない方がいいですよ……」

　あまり良い経けい験けんがないのか渋しぶるような顔をするメリアさんだけど、僕ぼくが目を輝かがやかせているのを見ると「仕方ないですね……」といろんな昔話をしてくれた。

　話を聞く僕ぼくは、メリアさんの母親の厳きびしさに目を剝むくのだけど、昔のメリアさんの姿が垣かい間ま見えたような気がしてとても新しん鮮せんだった。

　そうしてメリアさんの昔話は夕食の時間になるまで続いて、夕食後は特とつ訓くんの続きがビシビシ行われた。

　結局、今日きようもメリアさんから資格カードを奪うことはできなかったけど、たくさんの大切なことを学べた気がして、兄さんの特訓に抱いだいていた負の感情は薄うすれていた。







　翌よく日じつの朝。

「ミカゲくん、おはよう……」

「おはようユキヒメ」

　迎むかえにきたユキヒメの車に乗り込むと幼おさな馴な染じみにいつもの元気はなかった。最近こうしてションボリとしていることが多い。

　それは僕のせいだ。

　ずっと心配してくれていたのに、僕はずっと本当のことを言えないままだったから。

　今まで自分のことに一いつ杯ぱい一杯で意識することができなかったのだけど、昨日きのうのメリアさんとの会話のお陰かげか、今日はそのことがよく分かった。

「ユキヒメ、あのさ……」

　もしかしたら、僕は心の整理が付いてないからと自分にうそぶいて惨みじめな自分から目を背けていたのかもしれない。ユキヒメと自分を比ひ較かくしてしまうのが恐かったのかもしれない。

　だから僕は正直に、ユキヒメに今自分が置かれている状じよう況きようを話した。

　それは別にユキヒメに協力してもらおうとかそういうわけではなく、自分の力で一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばると決意したことを伝えたかった。

　そのことを話し終えてユキヒメを見ると……。

「ミカゲくん……」

「ユキヒメ!?」

　めちゃくちゃ涙なみだ目めになっていた。

「話してくれてありがとう、ミカゲくん……」

　僕のイラストが描えがかれているハンカチを取り出して目め頭がしらを押さえるユキヒメは、

「ミカゲくん辛つらかったね……。私に何か協力できることがあれば……ううん。私もミカゲくんと同じ一年生として一生懸命頑張る！　ミカゲくんと一いつ緒しよに代表に入れるように頑張る！」

「いやまだ僕が代表に入れると決まったわけじゃ……実力も全然足りてないし」

「入れるよ！　ミカゲくんなら！」

　僕ぼくよりも僕に対して謎なぞの自信を持っているユキヒメの言葉で引火するように、僕の中でも小さな自信が湧わいてきた。

「ありがとう……僕も絶対に代表に入れるように頑がん張ばるよ」

　そう改めて決意する僕は、兄さんの特とつ訓くんを思い返して、少し聞いてみたいことがあった。

「参考として聞きたいんだけどさ、ユキヒメって姫ひめノの宮みや印じるしの道具を扱あつかうのとても上手うまいよね。なんでそんなに上手いの？」

「私はそんなに上手くないよ」

　謙けん遜そんしているのか慌あわてて首を振るブロンドの少女は、僕と、それから自分のカバンに取り付けているミカゲ人形を見て、何かを考えるように「でも……」と言ってきた。

「もし上手く見えるのなら、それは私が大切な人のことをいつも強く想っていたからかな。誰だれかを想う気持ちはとても強いと思うの……。この想いを表現しようと試し行こう錯さく誤ごしていたら自然にいろんな道具が使えるようになってたかな……」

　照れるように顔を赤くして、ミカゲ人形をいじり始めるユキヒメ。

　そんな幼おさな馴な染じみを見ながら僕は感心していた。

　誰かを想う気持ちは強いか……。

　その想いの力で今こん日にちのユキヒメはあるわけで、大切なことを知ることができたような気がして僕はお礼れいを言った。

「ありがとうユキヒメ」

　それにユキヒメはくねくねしながら、「今日きようはミカゲグッズの制作が捗はかどりそう」とか言っていた気がしたけど、僕は聞こえなかったことにした。
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　そして、その日から僕は、兄さんの特訓に前向きに取り組むことができた。

　兄さんが僕にペナルティとして与えてくる課題や、準備や片づけはとても大変だけれど、メリアさんの言葉のお陰で以前ほど負の感情は大きくならず、むしろ有り難がたいなと感じるようになっていた。

　そう感じるようになると、不ふ思し議ぎと苦しかった特訓もちょっとずつ楽しいと感じるようになってきて、僕はその気持ちのままさらに先生の授業も特訓だと捉とらえて熱心に取り組んだ。

　その変化は僕だけに止とどまらなかった。

　ユキヒメは僕が兄さんに居残りの課題を与えられると、一いつ緒しよに残って苦手な運動のトレーニングを横で行なうようになったのだ。その頑張りに僕はさらに励はげまされた。

　それから兄さんの授業で使うマットを倉庫から取り出そうとしていた時のこと。

　大きくて重いマットを取り出そうとしていたのだけど、道具は高い棚たなの一番上にあり手間取っていた。

　授業が始まる時間が迫せまり、焦あせってマットを取ろうとした瞬しゆん間かん──

　棚たなから滑すべるようにマットが僕の上に落ちてきた。

　咄とつ嗟さに腕で防ぼう御ぎよするのだけど、予想していた衝しよう撃げきはいつになっても訪れず、おそるおそる腕を退どけてみるとマットが浮いていた。

　いや、誰だれかが支えていた。

「何ちんたらやってんだ」

「エリトくん!?」

　その声に振り返れば、赤毛ツンツンの番長だった。

　僕の背後に立つエリトくんは腕を伸ばしてマットが落ちてくるのを防いでくれていた。

「ありがとう……助かったよ」

　お礼れいを言ってマットに腕を伸ばすのだけど、エリトくんは腕を退けなかった。

「俺にもやらせろよ」

「え？　どういうこと？」

　振り返る僕を見るエリトくんは、突とつ然ぜん顔を赤くして「べ、別にそういう意味じゃねぇから！」と慌あわてていた。何が何だかよく分からなくて首を傾かしげる僕に、エリトくんは咳せき払ばらいをしてから鼻を鳴らして言ってきた。

「俺おれにも道具の準備やらせろよ」

「え、大だい丈じよう夫ぶだよ。僕を手伝ったら兄さんに怒られるよ」

「はっ、勘かん違ちがいすんじゃねぇよ。別に手伝いにきたわけじゃない。最近、お前が楽しそうにやってるから俺もやりたくなっただけだ」

　そ、それなら僕を手伝っていることにはならないのかな……？

　判断し兼ねる微び妙みようなラインに頭を捻ひねっていると、エリトくんは一度棚にマットを押し戻してから言ってきた。

「それにこれ、一人じゃ運べないだろ。クソ重いぞ」

「そうだね、ありがとう……じゃあ、一いつ緒しよに運ぼうか」

　エリトくんが言っていた通り、棚からマットを取り出すとそれは確かにめちゃくちゃ重かった。

　腕をぷるぷるさせて汗あせをかきながら運ぶ僕とは対照的にエリトくんは余よ裕ゆうの顔だ。

　僕は兄さんの授業を見ていて前から気になっていることがあり、尋たずねてみた。

「エリトくんはさ、どうやって強くなったの？」

　エリトくんは大だい魔ま王おう祭の特訓の授業では一年生トップだ。何か強さの秘ひ訣けつ的てきなものがあるのかなと訊きいてみたのだけど、エリトくんに凄すごまれて僕は小さくなった。

　やっぱりそういうことは話してくれないかなと思っていると、意外にも赤毛ツンツンの番長は口を開いてきた。

「俺おれはそこまで強くねぇよ。ただ、他の奴やつには絶対に負けない、そう思ってるだけだ。俺は気持ちで負けるつもりはないからな」

「す、すごいね……」

　自分とはまるで逆の強い意思を持っているエリトくんに憧あこがれる。

　僕もそれぐらいの強い意思を持たないとな……。

　そんなことを考えているとグラウンドに到着した。

　すでに来ていた兄さんが、僕を手伝っているエリトくんに何か言おうとして冷や冷やする。

　しかし、エリトくんはその前に「俺がやりたいからやってるだけだ。悪いか？」と、凄んでいた。兄さんはそれに苦笑を浮かべて特に何も言わなかった。




　それから授業が終わって道具を片づけている時だった。

　エリトくんも一いつ緒しよに片づけてくれている中で、ユキヒメも闘とう争そう心しんを煽あおられたかのような顔で片づけに参加してきた。

　何かを競きそい合うように片づけをしていくエリトくんとユキヒメに呆あつ気けに取られながら、僕は地味に重い鉄の棒ぼうを何本かまとめて運んでいると吞のん気きな声が掛けられた。

「ボクも一緒に片づけるよ、アンジェラくん♪」

　振り向けば金きん髪ぱつナルシストだった。

「僕はそんなジャズピアノが似合いそうな名前じゃなくて暗あん上じよう院いんだよ！　別に大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そうお断りする僕の手から棒を一本かすめ取ると成なる我がくんは歌うように言ってきた。

「ああ、気にしなくていいよ、恩おんを売ろうなんて考えてないからね♪」

　考えてるんだね……。売るっていうか、押し売りだね……。

　そう残念な気持ちを抱いだく僕は、じいちゃんが昔メリアさんに掛けたという「その人を毒どくに変えるのも、薬に変えるのも心次し第だい」という言葉を思い出して、なんとなく尋たずねてみた。

「成我くんのさ、強さの秘ひ訣けつって何？」

　これでもなかなか上位の成績だし。

　尋ねる僕にもったいぶるような顔をする金髪ナルシストは、キメ顔で言ってきた。

「それはね、美しさを磨みがき続けることと──この薬かな」

　ポケットから取り出してくるのはスーパー成我・タイプⅡに変身するドーピング薬だ。

　身もふたもない！

「アンタッチャブルくんも飲んでみるかい？　世界が変わるよ？」

「い、いや、遠えん慮りよしとくよ」

　世界が変わるというか、それ自分が壊こわれるんだよね。

　成我くんは毒でも薬でもなく、ただのドーピングだったよ……。

　じいちゃんとメリアさんに心の中で報告しながら僕は、顔を引きつらせる。

　すると、抱かかえていた鉄の棒ぼうから小さなネジが外れて落ち、拾おうとしたらツインテールの少女が拾い上げてきた。

「この大役、我われに任せよ」

　小さなネジを持ってしたり顔をする仲なか弐にさん。

　大役というかちょい役だけど一いつ緒しよに片付けてくれるということで一応お礼れいを言う僕は、先ほど成我くんに尋たずねた流れで訊きいて見た。

「仲弐さんの強さの秘ひ訣けつって……」

「それはこの第三の目と、自分を恥はじぬ心だ」

　仲弐さんはそう言って額ひたいを押さえると、「鎮しずまれ……」と呟つぶやいて震ふるえ始める。

　何か良いことを言っていたような気もしないでもないけど、反応に困っていると誰だれかが視界の端はしで佇たたずんでいた。

　ハッとして振り向けば、生気のない女生徒──多た々だ野のさんだった。

　え、ま、まさか、多々野さんも片づけに参加して……。

　とまで思って、手に授業で使ったバールのようなものが握られているのに気付いた僕は心の中で感かん謝しやする。

　多々野さんの強さの秘訣ってなんだろう……。

「…………」

　さっきの流れでそんなこと考えていると、ふと脳のう裏りに（自分を貫つらぬき通すこと……）という言葉が浮かんできた。

　うん、なんで僕はそんなこと考えたんだろう。

　も、もしかして、直接脳のう内ないに……いや、さすがにそれはないか……。

　えも言われぬ恐怖を感じていると、髪かみの毛を後ろに尖とがらしている男子生徒が授業で使ったバトンを手に走り去っていった。

　あれは隼はやぶさくんだ。

　走り去って突とつ如じよ世界陸上のスプリンター張りの準備運動をし始めた隼くんを見る僕は、きっと隼くんの強さの秘訣は準備を欠かさないことだなって勝手に思った。




　そして、気付けばなんだかんだで一学期の期末テストを一いつ緒しよに乗り越えたメンバーに僕は囲まれていて、メンバーたちは準備や片付けだけではなく、放課後の居残りにも付き合ってくれるようになった。
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　代表テストが迫せまるのと同時に、大だい魔ま王おう祭の開かい催さいも迫り、上級生でもちらほらとグラウンドで自主練習をする人が増えてきた。学園のあっちこっちで工事も行われていて結けつ構こう賑にぎやかになってきていた。

　今日きようも放課後も残って兄さんにペナルティとして出されたトレーニングの課題に取り組んでいると、聞き覚えのある声が掛けられた。

「放課後も自主練習とは感心だな、暗あん上じよう院いん」

「あ、お久しぶりです」

　振り向けばヒトデの髪かみ飾かざりを付けた金きん髪ぱつの女生徒──佐さ紋もん先せん輩ぱいだった。その近くにはタコロボットのタコ丸も控ひかえていて、触しよく手しゆを振ってきた。

　その触手に手を振り返す僕は、今やっていることを説明した。

「これは自主練習じゃなくて、特別講こう師しに出されたペナルティで残っているんです」

「ふむ、罰ばつでやっているように見えなかったが……」

　と僕の顔を覗のぞき込む佐紋先輩は、顎あごに手を当てて言ってきた。

「確か一年生の特別講師は……貴様の兄だったな」

「はい」

「貴様の兄は歴れき代だいの生徒会長の中でも名会長だったと生徒会では語り継つがれているぞ」

「そうなんですか」

　やっぱり兄さんは凄すごいな……。

　前までの僕だったら比べられているような気がして劣れつ等とう感かんを感じていたかもしれないけど、今は純じゆん粋すいに凄いと思えた。

　感心する僕は、佐紋先輩にふと疑問が湧わいて尋たずねた。

「そういえば、佐紋先輩は、最終競きよう技ぎの『デビル・ザ・クラウンリレー』に参加するんですか？」

　他の二年生を知らないけど、佐紋先輩は生徒会副会長でかつ召しよう喚かん士しの特とく殊しゆ資格を持っているし、二年生の中では実力はトップクラスだと思う。

　二年生の代表になるんだろうなと思っていると、先輩は首を横に振ってきた。

「いや、参加はしないぞ」

「え、なんでですか!?」

「実行委員長に選ばれてしまったからな」

「実行委員長……」

　そういえば、兄さんも実行委員長になって出られなくなったって言っていたっけ。

　面めん倒どう臭くさそうに言う先輩に、僕は実行委員長ならいいアドバイスが貰もらえるのではないかと少し期待して質問した。

「僕、デビル・ザ・クラウンリレーの代表に入りたいんですが、代表に入るためには何が大切ですか？」

「そうだな……。立場上あまり助言はし難にくいな……」

　難むずかしい顔をする先せん輩ぱいに僕ぼくは、質問を変えてみた。

「それじゃ、佐さ紋もん先輩が今みたいに凄すごくなれた秘ひ訣けつはなんですか？」

「凄くなれた秘訣？　そんなものないな」

　きっぱりと言ってくる佐紋先輩。

「…………」

　佐紋先輩、見るからに天才型だもんね。

　がっくりと肩を落とす僕に、先輩は「まあ……」と少し恥はずかしそうに言ってきた。

「自分にとっての大切な存在に気付けることは、重要だと思ったよ」

　タコ丸が突とつ然ぜん「お嬢じよう、大切な存在ってオイラのことですかい……泣けるぜ」と触しよく手しゆで目を拭ぬぐい始める。佐紋先輩は、無言で踏ふみ付けていた。

　先輩の言葉を頭の中で繰くり返す僕は、クラスのメンバーに聞いた内容を思い出して、みんなそれぞれに強さや考えが違うんだなと改めて感じた。

「ありがとうござます、佐紋先輩」

　お礼を言うと金髪の先輩は顔を赤くしてバツの悪そうな顔をしてくる。その先輩に「お嬢良い顔ですぜ」と声を掛けたタコ丸はもう一度踏み付けられていた。

　咳せき払ばらいをする佐紋先輩は、上級生たちが練習しているグラウンドを見て「あっ」という顔をして僕に言ってきた。

「貴き様さまに面おも白しろい情報を教えてやらないこともない」

「え、なんですか!?」

　デビル・ザ・クランリレーに関することかなと目を輝かがやかせる僕に、佐紋先輩はグランドを指差して言ってきた。

「あそこにいる生徒会長は三年の代表に入るつもりらしいぞ。私の予想では、たぶんアンカーになると思う」

「生徒会長……」

　指を追ってみれば、始業式で見た中性的ですごく影の薄うすい男子生徒が体たい操そう服ふくを着てぽつんと立っていた。

　始業式の時にも感じたけど、魔ま王おう学園の生徒会長にしてはそこまで凄すごさを感じなくて、率そつ直ちよくに尋たずねた。

「あの人って凄い人なんですか？」

「まあ、謎なぞが多い人なんだが、端たん的てきに言えば、役割を与えればなんにでもなれるオールマイティキャラかな……」

　少し悩なやむように言う先せん輩ぱい。

　なんにでもなれる？

　僕ぼくは意味が分からなくて首を傾かしげていると、佐さ紋もん先輩は意味ありげな笑みを浮かべて言ってきた。

「ちょっと喋しやべりかけてみろ」

「え、ぼ、僕がですか？」

　突とつ然ぜんのことに焦あせる僕の背中を先輩は押してくる。

　早く話しかけろと言わんばかりに佐紋先輩に睨にらまれて、僕は突つっ立っている生徒会長に恐こわ々ごわと近づいて声を掛けてみた。

「あ、あの、こ、こんにちは……」

　振り返った生徒会長は、僕を真まっ直すぐ見つめてくると抑よく揚ようのない声で言った。

「ここは魔ま王おう学園グラウンド」

「……？　あの……」

「君、知っているかい？」

「え……!?　いや、あの……知りません」

　慌あわてて答えると、先輩は質問してきた時と同じ抑揚のない声で話してきた。

「大魔王祭では昔、人を操あやつる仮面が競きよう技ぎに使われていたそうなんだ。それは呪のろいなのか、それとも特とく殊しゆな電気信号を放出して脳のうを混こん乱らんさせていたのかは今では分からない。その仮面は、今はどこかの倉庫の奥に眠っているんだって王様が言ってたよ」

「そ、そうなんですか……」

　お、王様って誰だれ？　なんでそんなことをいきなり話してきたんだろうと思いながら相あい槌づちを打つと、生徒会長は抑揚のない声で言ってきた。

「ここは魔王学園グラウンド」

「え!?　え、あの……」

「君、知っているかい？」

「な、何をですか!?」

　あ、これ……嫌いやな予感を覚えながら返事をすると、生徒会長はまた抑揚のない声で喋しやべってきた。

「大魔王祭では昔、人を操る仮面が──」

「す、すみませんでした！」

　壊こわれたレコードのように同じことを言ってくる生徒会長が恐くなって僕は逃げ出す。

　な、なんだあの人は……！

　佐さ紋もん先せん輩ぱいが遠くでケタケタ笑っていた。

「佐紋先輩、あの人は一体……」

　なんだか悪夢を見たような気分で戻って尋たずねる僕に、佐紋先輩は告げてきた。

「あの生徒会長は、『モブの特とく殊しゆ資格』を持っているらしいぞ」

「モブ!?」

　なんだか聞き覚えがある気がして記き憶おくをたどった僕は、兄さんとの会話を思い出した。

　そ、そういえば確か、『モブの特殊資格』が取れる学園は規き律りつや規き則そくが軍隊以上に厳きびしくて、兄さんの友人がその学園に入り、決められた言葉しか喋しやべらなくなったって言っていたっけ。

　そのことを思い出していると、先輩が難むずかしい顔をしてさらに告げてきた。

「しかも生徒会長は、最も優ゆう秀しゆうな者にしか贈おくられない『キングモブ』を持っているらしい」

「キングモブ!?」

　キングなのモブなの……そ、それって凄すごいんだろうか……。

　複ふく雑ざつな気持ちを抱いだいていると佐紋先輩が苦笑しながら言ってきた。

「まあだから、あの生徒会長、事前に決めたことしか喋らないし、雑ざつ談だんしようといろいろ話しかけても場所の名前とか、どうでもいい情報を繰くり返すだけなんだよな。たまにすごい情報を喋ったりすることもあるけど」

「…………」

　僕は生徒会長を見て震ふるえていた。

　もし、僕が魔ま王おう学園を辞やめさせられたら、モブ学園に入学させられるかもしれないんだ……。

　そうしたら僕もあの生徒会長みたいになってしまう……。いや、生徒会長はキングモブだからまだ良い方かもしれない。普通のモブは一体どんな感じなのだろう……。

　想像するとガタガタと身体からだが震ふるえた。

　そして絶対嫌いやだと感じる僕は、必ず代表に入って退学を阻そ止しするんだ、と改めて強く思った。
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「さあ、ミカゲ様、今日も特とつ訓くんですよ」

　代表テストの日が近づく中で、メリアさんの腰にぶら下げられた勇者の資格カードを奪う特訓は未だに続いていた。

　それはまだ一度も僕がメリアさんから奪い取ることに成せい功こうしていないからだ。鉄人メイドには全く隙すきがなくて返り討うちに遭あう日が続いていた。

　しかし、そんな中で僕はただ闇やみ雲くもに取りに行くだけではいけないと考えるようになっていた。

　どうしたらいいのだろう……と考える中で、僕はある案が浮かんでそれを今日きよう試してみることにした。

「メリアさん、これ……」

　僕はあるモノをポケットから出してメリアさんに見せてみる。

「────!?」

　メリアさんの目付きが変わったような気がしたけど……気のせいかもしれない。

　僕ぼくが手に持って見せたモノ──それは赤い小さな箱に入った酢す昆こん布ぶだった。

　僕が考えた案は、メリアさんの大好物である酢昆布で釣つって隙すきを作ろうというとても単たん純じゆんなもの。

　こんな単純な作戦でメリアさんが釣れるのか甚はなはだ不安だけど、とりあえず、やれることはやってみなければ。

　僕は箱から酢昆布を取り出して見せびらかしながら言った。

「酢昆布ってさ、一枚一枚薄うすくはがして食べるのがやっぱり美味おいしいよねー」

　そして一枚口の中に入れて食べてみる。

「うわー美味おいしい！　この酸さん味みの中にある甘みがまたクセになるよねぇー」

　すごく大げさに言う僕は酢昆布を差し出してみる。

「メリアさん、いるー？」

　ピクリとメリアさんが動いた気がしたけど僕は、すぐに酢昆布を引っ込めた。

「ああ、でもー、メリアさんは資格カード守るのに忙しいもんね」

　それからまた酢昆布を一枚、また一枚と食べていく。

　どんどん箱の中身が減っていき、残り一枚になったのを確認して僕は大げさに言った。

「ああ、もうなくなっちゃうー……やっぱ、美味しいとすぐなくなっちゃうよねー」

　そして、最後の一枚を小箱から取り出そうとして──何かがぶつかって来た感かん触しよくを感じた瞬しゆん間かん視界がぐるりと回る。

　気付けば僕は仰あお向むけに倒れていた。

　咄とつ嗟さに目をつぶってしまい何が起きたのか分からず混こん乱らんする僕は、自分の上に重みを感じてすぐに理解した。

　メリアさんに押し倒されたのだ。

　目を開ければメリアさんの息を吞のむような綺き麗れいな顔が間ま近ぢかにあってドキリとする。

「メ、メリアさん……」

　体温とか重みとか柔やわらかさを感じて心しん臓ぞうがドキドキし始めてしまう。

　その僕にメリアさんは表情無く言ってきた。

「ミカゲ様、それを寄こしなさい」

「そ、それ!?」

　メリアさんの視線が、僕の固く握っている酢昆布の箱へ移っていく。

　なるほど、酢昆布に我が慢まんできずに僕に突つっ込んできたのか……釣られ過ぎでしょ。

　と思う間にメリアさんは有う無むを言わせず僕の手を押さえ付けて酢昆布の箱を奪おうとしてくる。

　咄とつ嗟さに手に力を込めて抗あらがう僕の目にメリアさんの腰が映った。

　そこにはキラキラ輝かがやく資格カードがぶら下げられていて、僕の手から酢昆布を奪うことに夢中の今のメリアさんはとても隙すきだらけだった。

　酢す昆こん布ぶを握っている指がメリアさんに一本一本はがされていく中、ゆっくりと空あいている手を伸ばしてみる。

　そして、メリアさんが僕ぼくの手から酢昆布を奪う瞬しゆん間かんに、僕もカードに手を触ふれ──

「この酢昆布はいただきますね」

　そう言って立ち上がるメリアさんは、ハッとした顔をして自分の腰を見下ろした。

　そこにぶら下げていたカードはなくなっていて、今、僕の手に握られていた。

「やっと奪えた……」

　嬉うれしいやらドキドキしたやら、こんな方法でよかったのかという疑問やらをいろいろと胸に湧わき上がらせながら僕はゆっくりと立ち上がる。

「お見事です、ミカゲ様」

　メリアさんに褒ほめられ、達成感を感じる僕は、手のキラキラとした勇者の資格カードを見つめて喜ぶ。

　僕は何かを摑つかんだ気がした。

「ピンチをチャンスに変えることを会え得とくする日も近いですね、じゃあもう一回しましょうか」

「え、まだやるの!?」

「こういうのは身体からだが忘れないうちにどんどんやるべきなのです」

　何かを摑んだと思った僕だったけど、本気モードに入ったメリアさんには酢昆布で釣る作戦はもう通用せず（釣れるけど、カードを取る前に酢昆布を高速で奪われてしまう）、コテンパンにされ、それ以降資格カードを奪い取ることはできなかった。




　そんなメリアさんと、兄さんの猛特訓は続き──そしてテストの日は訪れた。
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「それでは、『デビル・ザ・クラウンリレー』の選抜テストを始めたいと思います！」

　先生が告げてくる。

　僕たちは毒どく沼ぬまの前に集合していた。

　目の前に広がる毒沼には、今、地ち下か迷めい宮きゆうの入り口が姿を表していた。

「地下迷宮一階を攻こう略りやくして帰ってくるまでのタイムと内容で評価していきます。奥には王おう冠かんの装そう置ちがありますので、そのボタンを押して戻ってきてください。成績トップ七名が代表となります」

　地下迷宮一階を攻略……。

　これで代表が決まるのか……。

　僕ぼくは緊きん張ちようしながらも今までの特とつ訓くんを思い返して、先生の傍かたわらにいる兄さんを見た。

　車くるま椅い子すに深く腰こし掛かけ神しん妙みような表情を浮かべている銀ぎん髪ぱつの兄とは、一度も目が合わなかった。

「どうやって攻こう略りやくの内容を見るんですか？」

　そんな質問がクラスメイトの中から上がる。

　僕も疑問に思った。

　地下迷宮の中は地上からでは見えないし、どうやって見るんだろう？

「地下迷宮の中は、監かん視しカメラが至る所に取り付けてありますので、先生がモニタールームでガッツリ見させてもらいますよ。ヒカルさんにはタイムを計測してもらいます」

　そうだった。地下迷宮はエスカレーターがあったり、エレベーターがあったりと、なんだかんだでハイテクだった。

　他に質問はないかと問うてくる先生に僕は手を上げて質問した。

「一人ずつ攻略していくんですか？」

　それだと結けつ構こう時間が掛かりそうだなと思うのだけど、先生は首を横に振って答えてきた。

「時間が掛かるので、数人ずつ地下迷宮に入ってテストしていきます。進むと道が分かれるのでバラバラに攻略してください」

　質問はもう上がらず先生は、テストを行なう順番を決めるくじ引きをし始める。

　僕は最終グループになった。

　そうして、テストが開始されて最初のグループが入っていく。

　その最初のグループの生徒たちは平均して十分ぐらいで帰ってきたので、エリトくんと延えん々えんとさ迷った地下迷宮三十階ほどの難なん易い度どではないのだと思う。まあ一階だしね。ただ、中にはボロボロになって出てきたり、かなり時間が掛かって出てくる人もいて侮あなどれないなと感じた。

　グループが次々と変わりクラスメイトたちがテストに挑戦していく中、僕と一いつ緒しよにトレーニングしていたメンバーたちにも順番が回ってきて地下迷宮へ入っていく。

　外からでは地下迷宮内での行動が分からないので、必然的に出てきたタイムで成績の優ゆう劣れつを測っていたのだけど、メンバーたちのクリアタイムは周りの生徒と比べて頭一つ飛び抜けていた。

　僕が見ていた中でダントツなのが、エリトくんだった。本当に攻略したのかと思うぐらいタイムが早かった。

　それからそのエリトくんに次いで意外にもユキヒメが早かった。出てきたユキヒメは「ミカゲＧＰＳが役立った♪」と嬉うれしそうに言っていたのだけど、どんなＧＰＳなのだろう……。

　それから多た々だ野のさんも、仲なか弐にさんも、隼はやぶさくんも早くて、成なる我がくんに至っては、スーパー成我・タイプⅡに変身して地面を突つき破って地下迷宮を脱出するという荒あら技わざを繰くり出していた。

　まあ……みんな元々成績が良かったのに加えて僕と一緒に準備や片付け、さらには放課後残ってはトレーニングをしていたのだから当然かな。

　暴走してそのまま去っていく金きん髪ぱつの怪かい物ぶつを見送っていると、とうとう最終グループになり、僕ぼくは緊きん張ちようしながら地ち下か迷めい宮きゆうへ向かう。

「ミカゲ、頑がん張ばるんだよ」

　出入り口の脇わきに控ひかえている兄さんが通り過ぎる時に言ってくる。僕は深く頷うなずいて、地下迷宮に入った。

　掃そう除じさせられていた時に嫌いやと言うほど見ている入り口付近を走って進めば、先生が言っていた通り、別れ道が現れた。

　僕と一緒の最終グループのクラスメイトが、一人一人別の道へ進んでいき、僕もまた一つの道を進んだ。

　やけにボロボロなその道の先に待っているのは様々なトラップだった。

　タライや、壁かべから飛び出すパンチンググローブみたいなジョーク系から、吹き矢や、炎の噴ふき出す危ないトラップが次々と襲おそってくる。

　しかし、今ままでの僕なら足止めを喰らいボコボコにされていたようなトラップにも、兄さんやメリアさんの特訓のお陰かげで、一つもやられることはなかった。

　自分でも驚おどろくほど軽快に進めて、気付けば広い空間に出た。

　そこで行き止まりになっていて、奥の立派な台座に王おう冠かんの形の装そう置ちが置かれていた。

　意外に早く奥まで攻略できたなと驚きながら、ふと風を感じて上を見れば天てん井じようにぽっかり穴あながあいていて、さっきスーパー成我・タイプⅡが攻略した道なのだと理解した。

　ちょっとだけ気分が害されたような気がしながらも、奥に進み王冠の装置にあるボタンを押す。

　これで帰ればいいのかな、と元来た道を戻ろうとした時だった──

　──ガラガラガラ。

「え……」

　天井が突とつ然ぜん崩くずれてきて道が塞ふさがってしまった。

　瓦が礫れきで塞がった道を見つめて呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　これは……スーパー成我のせいで崩れたのだろうか……。

　それとも元から仕込まれていた仕掛けなのだろうか……。

　どっちなのか分からない僕は、焦あせりと緊きん張ちようで変な汗あせが出てくる。

　た、たぶん、スーパー成我のせいで起こったアクシデントだと思うのだけど……。

　いや、でももし、これが仕込まれていた仕掛けなのだとしたらすぐに脱出しなければならないわけで……。仕込みならどこかに隠かくし道みたいなものがあるはずだ。

　考えるのに結けつ構こう時間を掛けてしまったような気がして、アクシデントであってくれと隠し道がないことを祈いのりながら道を探す僕は、数分後に……道を見つけてしまった。

　それは王冠の装置が置かれた台座の下。

　台座を横にずらすと下へ続く階段が姿を現した。

「────ッ!?」

　アクシデントじゃなかった!?

　いやでも攻こう略りやくは地下一階だけじゃなかったっけ……!?　え!?　え!?

　混こん乱らんする僕ぼくはハッと気付いた。

　そうか、これは予想外の出来事が発生した時にいかに臨りん機き応おう変へんに動けるかを測っているんだ。

　それを考える僕は、混乱して動けなかったタイムロスを悔くやんだ。

　スーパー成我が天てん井じよう破は壊かいしなければ、こんなに迷まようことなかったのに……！

　頭を抱かかえる僕は、成我くんを責めるのはお門かど違ちがいだと思い直す。全ては僕の油断と慢まん心しんのせいだ。とりあえず、考えても仕方ないと腹を決めて急いで階段を駆かけ降おりた。

　地下二階になったことでより危なくなったトラップを僕は搔かい潜くぐり、焦りながら地上への脱出口を探していく。

　過ぎていく時間に胃がキリキリと痛み、しばらくさ迷った後にようやく地上へ上がる階段を発見することができた。

　全力で駆け上がる僕は、地下一階の道を走りようやく地ち下か迷めい宮きゆうから脱出した。

　タイムを測っていた兄さんが難むずかしい顔でクリアタイムを告げてくる。

　僕のクリアタイムは十分二秒。遅くはなかったけど、平均的なタイムでそこまで良い成せい績せきとは言えなかった。




　そうしてテストは終わり、モニタールームへ行っていた先生が戻ってくると、代表に入った生徒の名前を発表し始める。

　僕は絶望的な気持ちで聞いていた。

「代表一人目は赤あか柳やなぎ君です。文句無しです」

　それにエリトくんは当然だと言わんばかりに鼻を鳴らしていた。

「二人目は姫ひめノの宮みやさんです。あのＧＰＳ、今度先生にも貸してください」

　ユキヒメは僕に気を遣つかってかあまり喜ばなかった。

「三人目は成なる我が君です。暴走して地下迷宮を破は壊かいしたのは減点ですが、タイムは良かったです」

　ちなみに成我くんは暴走してどこかへ去ってしまったのでここにはいない。

　それから四人目には多た々だ野のさんが呼ばれて、五人目には仲なか弐にさんが呼ばれる。六人目には隼はやぶさくんが呼ばれた。

　やはり思っていた通りの人たちが選ばれていく。

　そしてやっぱり僕の名前は呼ばれる気配がない……。

「はぁ……」

　あんなに頑がん張ばったのに……。

　モブ学園か……やっていけるかな……。

　絶望的な気持ちでいると、先生は最後の生徒の名前を呼んだ。

「最後の七人目は……暗あん上じよう院いん君です」

　ああ……なんか僕ぼくの名前が聞こえた気が……。

　絶望のあまり耳がおかしくなってしまったのかと自分自身を憐あわれに思いながら耳に指を突つっ込んでいると、先生は僕を見てもう一度言ってきた。

「暗上院君、あなたですよ」

「……へ」

　口から変な声が漏もれた。

「ど、どうしてですか……!?」

「暗上院君、道が塞ふさがったのはアクシデントだったんですよ」

「え!?」

　口をポカンと開ける僕に、先生はみんなの前で説明してきた。

「えー、暗上院君の攻こう略りやくしたルートは、アクシデントで道が塞がってしまいました。しかし、暗上院君は地下へ続く階段を見つけてわざわざそこを攻略して平均タイムで脱出してきました。それを考こう慮りよして代表に選びたいと思います」

　決まった代表選手へ向けて周りから拍はく手しゆが送られる。

　その拍手を受ける僕は、未だにポカンとしていた。

　僕が……代表に入れた……？

　僕が……。

「やったね、ミカゲくん！」

「ユ、ユキヒメ!?」

　ユキヒメが嬉うれしそうに僕に飛び付いてくる。

　ブロンドの少女の香りに包まれ、勢いと重みにふらふらしてしまう僕は、しかしそれで自分が無事に代表に入れたことを感じた。

「…………」

　やった……。やった……！　僕も成長してたんだ！

　これで、僕は魔ま王おう学園を辞やめさせられずに済む……！

　僕は心の中で思いっ切りガッツポーズをした。

　喜びながら僕は改めてテストを思い返す。

　やっぱり、道が塞がったのはアクシデントだったのか……。

　ここにいない金きん髪ぱつの怪かい物ぶつに怒りがふつふつと湧わき上がるけど、結果的には代表に選ばれたわけで結果オーライ……なのかな？

　純じゆん粋すいにテストすれば自分はどのぐらいのタイムだったのだろう……？

　体感的には結けつ構こういけていたと思うけど……もし測り直しをしてタイムが悪かったことを考えると恐くて口に出せなかった。

　それでも今までの努力が報むくわれた気がして感動していると、兄さんが近づいてくる。

　テストの間、固い顔をしていたヒカル兄さんだけど、ふっと表情を崩くずすと僕ぼくに言ってきた。

「おめでとう、ミカゲ。正直、ここまで成長するとは思わなかった。よく頑がん張ばったね」

　兄さんに褒ほめられた。本当に嬉うれしくて泣きそうになりながら僕はお礼れいを言った。

「ありがとう……。これも兄さんの特とつ訓くんのお陰かげだよ……」

「これで父さんも認めてくれるはず。報告してくるよ」

　微笑ほほえむ兄さんに、僕はもう一度お礼を言ったのだった。

　そうして、代表が決まってリレーの順番も決められる。

　先ほど先生が発表した順で、アンカーはエリトくん、第六走者はユキヒメ、第五走者は成なる我がくん、第四走者は多た々だ野のさん、第三走者は仲なか弐にさん、第二走者は隼はやぶさくん。そして第一走者であるトップランナーは僕だった。

　責任は重いけど、でも代表に選ばれたことで学園を辞やめさせられることはなくなったから気は楽だった。
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　帰りの車の中では、ユキヒメと今日きようの代表テストの話でもちきりだった。

　今までの特訓の話や、新ミカゲグッズの話が出てくる中、屋や敷しきに到着してユキヒメが明るく言ってきた。

「大だい魔ま王おう祭楽しもうね！」

「うん！　じゃあまたね」

　ユキヒメを見送った僕は、屋敷の方を振り返って扉とびらを開けて庭に入る。

　メリアさんに早く報告したい想いに庭を歩く足は次し第だいに駆かけ足になって、屋敷の扉を開けた。

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

　出で迎むかえてくれる黒くろ髪かみのメイド。

　僕は挨あい拶さつもそこそこに今日の代表テストのことを話した。

「ギリギリだったけど、代表に入ることができたよ！」

「おめでとうございます、ミカゲ様」

　嬉しそうに言ってくるメリアさん。

　メリアさんの言葉や特訓があったから僕は兄さんの辛つらい特訓を乗り越えられたわけで、心からお礼を言った。

「ありがとう、メリアさん。これもメリアさんのお陰かげだよ……」

「いえ、ミカゲ様の努力の賜たまものです」

「メリアさん……」

　目め頭がしらが熱くなる僕ぼくにメリアさんは、優やさしく告げてきた。

「今日はお祝いわいでミカゲ様の好きな御ご馳ち走そうにしましょう」

「やった！　服ふく着替えてくるね！」

　僕は飛ぶよう階段を駆け上がって自分の部へ屋やへと戻った。

　そんな天にも昇のぼるような気持ちの僕が、まさかこの後、地に叩たたき付けられるような気持ちになると誰だれが予想できただろうか。
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　それは部屋に戻って学校の荷物を置いて、退学を阻そ止しできたという安あん堵どや喜びからルンルン気分で服を着替えている時だった。

「────？」

　携けい帯たい電話が鳴った。

　誰だれだろうと思う僕は、ふと既き視し感かんに似た嫌いやな予感を覚える。

　おそるおそる携帯電話のディスプレイを見るとそこに表示されている文字は──父さんだった。

　な、なんで電話してきたんだろう……。

　心しん臓ぞうがきゅっと絞しぼられるような気分を感じながらも、もしかしたら、とあることを考えた。

　もしかしたら、代表に入れたことのお祝いの言葉でも掛けてくれるのかな……。

　普段なら絶対に思わないような期待をほんの少しだけ胸に抱いだいて、電話に出てみる。

「も、もしもし……？」

　ドキドキしていると受話口から父さんの重くて低い声が聞こえてきた。

「ヒカルから聞いた。最終競きよう技ぎの代表になったそうじゃないか」

「は、はい……」

　身を固くして返事をする僕。

　受話口から父さんが鼻で笑うのが聞こえたかと思えば、重い声で告げてきた。

「まさかと思うが……、代表になっただけで浮かれているのではあるまいな？」

「え……!?」

　それはどういう意味なのか分からなくて、言葉に詰まってしまう。

　代表に入っただけで……？

　混こん乱らんして意味を尋たずねられずにいると、父さんは一言──

「大勢の前で、決して無ぶ様ざまな姿は見せるな……」

　恐い声を発して電話を切ってしまった。

「…………」

　しばらく携けい帯たい電話を見つめて放心してしまう。

　代表になっただけで……。

　無様な姿は見せるな……。

　どういうことだ……。退学は免まぬがれたんじゃなかったのか……父さんの言葉がぐるぐると頭の中を巡めぐる。まさか……と嫌いやな予感を覚えていると、電話が掛かってきた。

　ディスプレイに表示されたのは兄さんの番号だった。

「はい、もしもし……」

　電話に出ると少しの間の沈ちん黙もくが流れて、兄さんのとても暗い声が聞こえてきた。

「ミカゲ、すまない……ボクの考えが甘かったようだ……」

　謝あやまる兄さん。そして、僕が抱いだいた嫌な予感が当たったことを告げていた。

「父さんが、大だい魔ま王おう祭に行くそうだ」

「父さんが来る……」

　僕は絶句した。

「代表に選ばれたということを報告するだけで良いと思っていたのだけれど……」

　兄さんも未だに信じられないといった声こわ音ねだった。

　僕も信じられなかった。

　父さんは今まで一度も学校の行事に参加したことがなかったからだ。それは兄さんも同じで、お互いに電話で沈ちん黙もくする。

　しばらくして僕は、抱いていた嫌な予感を兄さんに尋ねてみた。

「兄さん、父さんが大魔王祭に来るってことは……つまり……」

　そこまで聞いて兄さんは重苦しく言ってきた。

「『デビル・ザ・クラウンリレー』の代表メンバーに選ばれただけではダメみだいだ。勝てなかったとしても、できるだけ良い成績を残さないといけない……」

　それを聞く僕の手は震ふるえて、さっきまでルンルンとしていた気持ちがまるで夢か錯さつ覚かくだったかのように絶望に染そまっていた。

　代表メンバーになっただけではダメ……。

　兄さんが勝てなかった競きよう技ぎで僕が良い成績を出さないといけないなんて。そんなこと……。

「ボクもできるだけフォローする……だから、父さんの目の前でミカゲのことを認めさせられるよう一いつ緒しよに頑がん張ばろう……」

　励はげますように言ってくる兄さん。しかし、僕は息を忘れてしまうぐらいショックですぐに返事することができなかった。

　父さんを認めさせる……。それはとても不ふ可か能のうなことに思えて仕方なかった。

　でも父さんを認めさせることができなければ、僕ぼくは魔ま王おう学園を辞やめないといけなくなるわけで……。

「…………うん。ありがとう。なんとか頑がん張ばるよ……」

　僕は必死に声を絞しぼり出して、不安を一いつ杯ぱいに抱かかえたまま兄さんに返事をしたのだった。










　　第三話　　大魔王祭




　大だい魔ま王おう祭当日の朝。

　どんよりと暗い気持を引きずって、僕ぼくは大魔王祭へ行く準備をしていた。

　父さんと兄さんの電話の後、メリアさんに電話のことを話すと、「考えるのは後にして、まずは代表に入れたことを喜びましょう」と、御ご馳ち走そうを作って僕を励はげましてくれた。

　ユキヒメにも電話で話して知らせると、「今のミカゲくんならきっと良い成せい績せきを出せるよ。私も頑がん張ばるから一いつ緒しよにリレー頑張ろう？」と励ましてくれて、なんとか立てなおした僕だけど、やはり不安と緊きん張ちようで胸が苦しかった。

　準備を整えて玄げん関かんで暗い表情を浮かべる僕は、今にも逃げ出したい気持ちに駆かられてどこか別の世界に行けないかなと身体からだを壁かべにトントンと打ち付ける。

　そうしていると、お弁当を持って準備を整えたメリアさんが声を掛けてきた。

「ミカゲ様、そんなことをしていても、大魔王祭からは逃げられませんよ」

「分かってるけどさ……」

　暗く落ち込む僕にメリアさんは優やさしく言ってきた。

「ミカゲ様なら大だい丈じよう夫ぶです。頑張りましょう」

「……ありがとう、メリアさん」

　それに少し励まされながら頷うなずくと、ユキヒメの迎むかえが着いたようで呼び鈴りんが鳴った。

　メリアさんと一緒に庭を歩き、門を出て待機している車に乗り込むとブロンドの幼おさな馴な染じみが挨あい拶さつしてきた。

「おはよう、ミカゲくん、白しら波なみさん」

「おはよう、ユキヒメ……」

「おはようございます、姫ひめノの宮みや様」

　元気なく挨拶を返す僕を見るユキヒメは、ぎゅっと握りこぶしを作ると強く言ってきた。

「ミカゲくん、一緒に頑張ろうね。ミカゲくんの良いところや凄すごさは私が一番──」

　と言いかけてユキヒメはメリアさんを見てから言い直してきた。

「私と白波さんが一番よく分かっているから、だから堂々と胸を張ってミカゲくんのお父さんに見せつけたらいいよ」

「ありがとう、ユキヒメ……」

　それから僕はメリアさんとユキヒメに励まされ続け、元気が湧わいてくる。根気強く励ましてくれる二人に、なんだかちょっと申し訳わけないなという気持ちを抱いだきながらも、僕は深く感かん謝しやした。

　そうしていると車は魔王学園へ近づいていく。

　大だい魔ま王おう祭は一般の人も来場可能で、窓まどから見えてくる魔王学園はたくさんの人で賑にぎわっていた。
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　大魔王祭の開会式が始まった。

　僕ぼくを含め学園の生徒は、グラウンドに集まって壇だん上じように登る偉えらい先生の挨あい拶さつをさっきから聞いていた。

　ふと周りを見れば、グラウンドを囲むように一般の観かん客きやくや父ふ兄けいが賑にぎわっている。また壇上の近くには来らい賓ひん席せきがあり、そこにもたくさんの人が座っていた。というか、魔王学園の生徒の親は来賓席に座るような立場の人が多いので、来賓席用に取っているスペースは広かった。

　父さんが大魔王祭に来る……。

　もう来ているのだろうか、と偉い先生の長い挨拶を聞き流しながら、来賓席や周りを見たりするのだけど、父さんの姿は見つけられない。もしかすると、急きゆう遽きよ来れなくなったということもあるかもしれない……。

　そうだったらいいなと願いつつ僕は開会式に集中するのだけど、先ほど抱いだいた僕の願いはすぐに破れることとなった。

　それは、偉い先生が長い挨拶を終えた時だった。

　ほんの少し来賓席がざわめいた気がして視線を向けると──

「────ッ」

　僕は緊きん張ちようから目の前が一いつ瞬しゆんチカチカとして、息を吞のんだ。

　来賓席に現れたのは、僕と同じ銀ぎん髪ぱつで不ふ機き嫌げんそうな険けわしい表情を浮かべている男性。暗あん上じよう院いん家現当主である僕の……父さんだった。その近くには、ホバリングしたメカニカルな車くるま椅い子すに乗っているヒカル兄さんも神しん妙みような面おも持もちで控ひかえていて、その二人を見る来賓席の人たちは慌あわてて立ち上がっては挨拶して道を開けていた。

　その光景を見つめる僕の心しん臓ぞうはバクバクとうるさく鳴り響ひびく。

　父さんの前でみっともない姿を晒さらすわけにはいかない……。

　その思いが身体からだを硬こう直ちよくさせて変な汗あせを流させる。膝ひざがガクガクと震ふるえ始める。

　開会式の先生たちの話はもう耳には届かず、僕の意識は固定されたようにひたすら父さんへ向けられた。

　来賓席に座る父さんは、挨拶してくる周りの人を面めん倒どう臭くさそうに相手していて、僕に一度も視線を向けてくることはなかった。そんな父さんと兄さんの姿は来賓席のざわつきもあってか、かなり目立っていて生徒たちもざわざわとしていた。

　そして、その間に幾いく人にんかの先生が挨拶を終え、最後に生徒会長のテンプレート的な開会宣言が行われ、大だい魔ま王おう祭は開かい催さいされたのだった。







　開会式が終わると一気に賑にぎやかになり、お祭りのようなムードが辺りを包む。

　グラウンドの一部は一年生の待機場所になっていて、禍まが々まがしいテントの下に自分たちの椅い子すを持ってきていた。待機場所に戻ってその自分の椅子に座る僕ぼくは、大魔王祭のお祭りのムードに浸ひたることはできなかった。

　目の前では大魔王祭のいろんな競きよう技ぎが行われ始めているのだけど、僕は父さんを実際に目まの当たりにしてしまってから胃がキリキリと痛み、なかなか競技を見ることに集中できなかった。

　父さんが見ている前で下手へたなことはできない……。

　最終競技のデビル・ザ・クラウンリレーではちゃんと活躍しないと……。

　考えれば考えるほど心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなって、胃がきゅっと引き締しめられる。

「…………」

　本当に僕なんかが、活躍することができるのだろうか……。ちゃんと魔王学園でやっていけることをアピールすることができるのだろうか……。

　暗い気持ちや不安が渦うず巻まいてどんどんと気が重くなっていく。緊きん張ちようで身が固まっていく。

「ミカゲくん、あの競技面おも白しろいよ」

　ふと、そんな声が掛けられて振り向けば、ユキヒメだった。

　僕の隣となりの椅子に座るユキヒメは、目の前で行われている魔王を模かたどった巨大ダルマ落としの競技を見ながら話しかけてきた。

「ミカゲくんのお父さん、来てたね」

「うん……」

「やっぱり緊張する？」

「うん、結果次し第だいで退学させられるかもしれないから……やっぱり緊張するよ」

「そっか……」

　共感するように頷うなずくユキヒメは、「でも」と僕を見て口を開いてきた。

「今塞ふさぎ込んでも仕方ないよ。せっかくの大魔王祭だし、楽しまないと損そんだよ。それに……ミカゲくんだったらきっと大だい丈じよう夫ぶだから」

　微笑ほほえんでくる薄うすいブロンドの少女。その可愛かわいいお人形さんのような笑みに僕はドキッとしてしまう。

　ユキヒメの言葉と表情に、心のどんよりとした雲の隙すき間まから陽が差し込んでくるような感覚を覚えた。

「楽しまないと損か……」

　幼おさな馴な染じみの言葉を繰くり返すように呟つぶやく僕は、そうだね、と頷く。

　今ここで僕ぼくが緊きん張ちようしてうんうん悩なやんで暗い気持ちになっていても何か良くなるわけでもないし、ただ辛つらい感情が募つのるだけだ……。

　せめて、最終競きよう技ぎが始まるまでは大だい魔ま王おう祭を楽しもう。

　そう思う僕に、ユキヒメは元気に言ってきた。

「見ててミカゲくん！　次の次ぐらいに私の出る競技があるの。私、ミカゲくんがちょっとでも元気になるように頑がん張ばるから！」

「え、ホント!?」

　最終競技のことで頭が一いつ杯ぱいで、その代表に入るのに必死過ぎて、他にどんな競技があるのかとか、誰だれがどの競技に参加する予定なのか把は握あくしてなかった。

「見ててね、ミカゲくん！」

「うん、ありがとうユキヒメ。頑張って」

　競技に出るための準備に向かうユキヒメにお礼れいを言って見送る。

　いつも励はげましてくれる可愛かわいい幼おさな馴な染じみに感かん謝しやしながら、どんな競技に出るんだろう、と期待しながら待った。

　そしてとうとうユキヒメの出る競技になってワクワクが膨ふくれ上がるのだけど、アナウンスされた競技名が『ミカゲ入れ』だった。耳を疑う中、さらにアナウンスは、『この競技は姫ひめノの宮みや家の協きよう賛さんによって行われます』と告げてくる。

　それにいよいよ冷ひや汗あせをかき始め、嫌な予感が膨れ上がる僕の目の前で、『ミカゲ入れ』なるものが始まった。

　それは簡かん単たんに説明すれば、玉入れ。

　しかし玉を入れるカゴは、僕を模もしたと思われるキャラクターが上に口を開いた大きな模も型けいで、さらに玉はミカゲ人形（おそらく不良品）の頭だった。

　さらにさらに、ミカゲ人形の頭は投げて地面に落ちると爆ばく発はつするという謎なぞ仕し様ようで、ユキヒメは激しくノーコンなので、嬉き々きとしてミカゲ人形の頭を全く見当違いのところへ放ってはグラウンドを混こん乱らんと狂気に陥おとしいれていた。

「……ユキヒメ」

　その光景を複ふく雑ざつな気持ちで見つめる僕は、頭を抱かかえる。父さんの機き嫌げんを逆なでしないか気が気ではなかった。

　しかし、元気にミカゲ人形の頭を投げるユキヒメと他の競技者、それからその光景を見て笑う観かん客きやくたち……。

　その光景を遠巻きに眺める僕は、頭を抱えながらも先ほどまで抱いだいていた不安や緊張は薄うすれていた。僕は心の中で、幼馴染に感謝したのだった。




　それからも様々な競きよう技ぎが行われた。

　さすが魔ま王おう学園の体育祭というだけあって、なかなかおかしな競技がたくさんあった。

　例えば、荒れ狂うゴム弾だん丸がんの中を進んでゴールを目め指ざす競技。

　それにはなぜか成なる我がくんが参加していて、気取った足取りでゴールを目指していた。しかしバカなのかアホなのか避よけようと全くしていなかったので、頭に強力な一いち撃げきがヒット。その瞬しゆん間かん、成我くんは怒りに震ふるえる手でドーピングビネガースープ・改式に手を出しスーパー成我に変身。悲しみと怒りの咆ほう哮こうを上げるスーパー成我はゴム弾の中を突つき進んでゴールして一般の観かん客きやくを沸わかせていた。

　それから門番の目を盗ぬすんで鍵かぎを盗むという競技もあって、そこには仲なか弐にさんが参加していた。仲弐さんは以前に兄さんに読ませた設定書からなんと長ちよう編へん漫まん画がを描かき上げてきていて、門番に無む理り矢や理り読ませていた。どんな出来だったのか……途中で眠りに落ちる門番に、仲弐さんは勝ち誇った笑みを浮かべて鍵を盗んでいた。読んでいる時に寝ちゃうって、それ喜んでいいのかな……。

　それから一般の人達を巻き込んで行われる競技もあって、悲ひ鳴めいをどれだけ集めるか、という競技に多た々だ野のさんが参加していた。

　多々野さんは目を離はなした瞬しゆん間かんに、真後ろに立っていたり、消えていたり、まれにラップ音を発生させたりという、いつものアレでかなりの悲鳴を集めていた。いや凄すごいけど、完全に多々野さん何か不ふ思し議ぎな存在だよね。怖くて聞けないけど。

　それからちょくちょく行われる徒と競きよう走そうでは、隼はやぶさくんがひたすら走っていた。

　そんなクラスメイトたちが参加する競技を見ていく中で、赤毛番長ことエリトくんはかなり目立っているように感じた。ほとんど出てるんじゃないかと錯さつ覚かくするぐらい様々な競技に出場していて、さらに上級生相手に遅れを取らず勝ったりしているのだ。

　さすが『デビル・ザ・クラウンリレー』のアンカーだな……。

　そう感心して見つめる中、エリトくんは毎度毎度僕ぼくを見ては顔を赤くしていた。「頑がん張ばれ！」と手を振った時には、よほど昂たかぶっていたのか鼻血を吹いたりしていた。最終競技までちゃんと身体からだが持つのかちょっと心配だ。




　僕は競技をただ見ているだけじゃなく、全員参加の競技などには出場した。というか強制出場なのでさせられた、と言う方が正しいかもしれない。

　父さんが見ている手前、下手へたなことはできないので、できるだけ目立つようなことはしたくなかったんだけど……。

　綱つな引きならぬ「骨引き」という、本物か偽にせ物ものか判断しかねる骨を一本に繫つなぎ合わせた気持ち悪いモノを上級生と引き合って勝負したり、応おう援えん合がつ戦せんで、今回出番が少なくて落ち込んでいるうちのクラスの先生を立ち直らせたりする謎なぞの茶ちや番ばん劇げきもあった。

　他にもちょくちょく強制参加の競きよう技ぎがあり、なんとか無ぶ難なんに競技を済ませていく僕ぼくは、今いま更さらながらに競技にはポイントがあって、一年生、二年生、三年生で競い合っていることに気付いた。一年生はやはり上級生に負けているけど、そこまで離はなされていなくて、それを知った僕ぼくは一年生のクラスメイトたちが出る競技の応おう援えんに力を入れる。

　それからさらに父ふ兄けい参加の競技の二に人にん三さん脚きやくで忍にん者じや兄きよう弟だいが出場し、お互いに足をもつれさせて転び兄弟喧げん嘩かを起こしていたりなんかもして、みんなの競技を見て笑ったり応援したり、一いつ緒しよに参加して喜んだり落ち込んだりする中で、僕の心はちょっとずつ晴れやかになり、父さんへの恐怖の意識は薄うすれ、いつの間にかに心から大だい魔ま王おう祭を楽しんでいた。
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　そんな中だった。

　前半の大魔王祭の競技を終え、昼ひる休きゆう憩けいが始まってすぐのこと。

　高く積つんだ大きなお重じゆう箱ばこをピサの斜しや塔とうの如ごとく今にも落としそうに傾けている人や、巨大な冷れい却きやくスプレーをジェット噴ふん射しやさせて全身クールダウンさせている人など、いつものクラスメイトたちを横目に一年生の待機場所からメリアさんのところへ向かおうとして──

　ふと、背後から威い圧あつ感かんのようなものを感じた。

「ミカゲ……」

　僕の名を呼ぶその低くて重い声に背せ筋すじがゾッとする。

　ハッと振り返れば、そこに立っているのは──。

「父さん……！」

　来らい賓ひん席せきにいた時と同じ、いやそれ以上に険けわしい顔をした父さんが僕に近づいてきていた。その父さんの少し後を追って、兄さんが暗い顔でやってきて僕に心配げな視線を送ってくる。

　周りのクラスメイトたちも父さんのあまりの威圧感に静かになっていた。

「…………」

　僕は気き構がまえも何もできてなくて心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなりガチガチに固まってしまう。その僕に父さんは嘲ちよう笑しようするように言ってきた。

「私はお前がリレーで勝てるとは思っていない。足を引っ張るような無ぶ様ざまな姿を見せるなよ、暗あん上じよう院いん家の人間として」

「う…………」

　楽しんでいた気持ちに水を差されたような気分になって、僕は俯うつむく。熱く盛り上がっていた心が冷たく縮ちぢこまっていくのを感じる。

　本当は、何か言い返したかった。

　だけど恐くてそんなこと口には出せなかった。

　そんな僕ぼくに父さんはさらに蔑さげすむように笑うと言ってくる。

「しかし、ヒカルがどう手を回したのか分からんが、よくお前が代表の一人になれたな」

　最終競きよう技ぎ『デビル・ザ・クラウンリレー』の代表。

　兄さんとメリアさんと、みんなで特とつ訓くんしてようやく入ることができた代表。

　それが全て否ひ定ていされたような気がして僕ぼくは深く傷付いた。

　いや……もしかしたら、本当に兄さんは代表テストで手を回してくれたのかもしれない。帰り道をアクシデントに見せかけて塞ふさぎ、自分に違う道を行かせタイムとは違うところで評ひよう価かさせる。確かに兄さんならそれぐらいのことをするかもしれない。

　そう思うとなんだか自分が滑こつ稽けいに見えてきた。

　そうだよね。やっぱり僕なんかが普通に代表に入れるわけないよね。

　なんなんだろう僕って……。

　自分の心を暗くて冷たい箱の中に閉じ込めて、小さく圧あつ縮しゆくさせていく中、兄さんの透すき通った声が発せられた。

「父さん……何度も言っているけれど、ボクは手を回してはいません。ミカゲの代表は、ミカゲ自身の努力と実力で勝ち取ったものです」

　その兄さんの言葉に、しかし父さんは鼻を鳴らすだけで全く信じていない顔だった。僕も何を信じていいのか分からなくて、言葉が耳を通り過ぎていく。

　そんな僕に父さんは嘲ちよう笑しようするような、怒っているような低い声で言ってきた。

「お前の成せい績せき表ひようを見た時は、目を疑った」

　魔ま王おう学園になかなか馴な染じめなくて、上手うまくいかずに取ってしまった一学期の悪い成績。

　事の発ほつ端たんであるその成績表のことを思い出した僕は身体からだが震ふるえて、うな垂だれながら謝あやまる。

「……ごめんなさい」

　その絞しぼり出した声は、とても掠かすれていた。

　その僕に父さんは呆あきれるように腕を組むと、今まで何度も何度も掛けてきた言葉を放ってきた。

「ヒカルは常に成績トップだったぞ？　それに比べてお前はやっぱり落ちこぼれなんだな」

　お前は落ちこぼれ……。

　放たれた言葉は心を仕し舞まい込んだ箱を鎖くさりのように縛しばり付けてギリギリと締しめ上げてくる。

　蛇に睨にらまれたカエルにでもなってしまったかのように動けず沈ちん黙もくして小さくなる僕に、父さんは吐はき捨てるように言ってきた。

「そんなお前が代表なんて、ヒカルが手を回してなかったとしたら、生徒のレベルが落ちたのか、講こう師しの質が落ちたのか……魔ま王おう学園がぬるくなった証しよう拠こだな」

　締め上げてくる言葉に、僕の心はどんどん小さくなって何も考えられなくなる。

　そうだよね……。

　やっぱり僕ぼくなんかが努力して代表に入れるわけがなかったし、そもそも魔ま王おう学園でちゃんとやっていけるわけがなかったんだ……。

　自じ暴ぼう自じ棄きのような、なんだかもうどうでもいいという気持ちに支配されていく。

　僕という存在が消えかけのロウソクの火のようにどんどんと小さくなって、今にも消えそうに揺ゆらめいていく。

「やはりお前は──」

　父さんがさらに冷たく笑って何かを言おうとした時だった。




「──お言葉ですが、それは違います」




　静かで凜りんとした声が飛んできた。

　その聞き慣れた声に振り向けば、墨すみを流したような艶つややかな長い黒くろ髪かみのメイドが立っていた。磁じ器きのように白くて美しい顔は太陽に照らされてより際きわ立だっている。その顔に浮かんでいる表情はいつもの無表情ではなく、ピリピリと怒りに満ちたものだった。

「なんだ、お前は？」

　険けわしい顔をする父さんに、メリアさんは短く一いち礼れいすると名乗ってきた。

「私は、ミカゲ様のお世話をするメイドの白しら波なみメリアです」

　それにさらに険しい顔をする父さんは、しばらくしてようやく思い出したのか、つまらなそうに鼻を鳴らしてきた。

「ああ、父が頼たのんでいたというメイドか……」

　その父さんにメリアさんはもう一礼すると鋭するどい表情で口を開いてきた。

「お言葉ですが、ミカゲ様が代表に選ばれたのは正しよう真しん正しよう銘めい、ミカゲ様の実力でございます」

　ビシッと断言するメリアさん。

　その黒髪の女性の言葉は、どうしようもなく心に響ひびいて、僕を縛しばり上げている鎖くさりにヒビを入れた。

「ミカゲ様は日々、へこたれ悩なやみながらも躓つまずきもがきながらも、しっかりと成長しております。決して落ちこぼれなんかではございません」

　僕は成長している……。

　落ちこぼれなんかじゃない……。

　父さんに言い切るメリアさんの言葉の一つ一つが僕の心に染しみ込んできて、目に熱いものが込み上げてきた。

　メリアさん……。

　小さく冷たく閉じ込めた僕の心が、熱く大きくなって溢あふれ返ってくる。

　しかし、父さんはメリアさんの言葉を鼻で笑った。

「ふん、私の父も随ずい分ぶん甘い人だったが、お前も相当にミカゲに甘いようだな」

　そう口にする父さんは、蔑さげすむような、小こ馬ば鹿かにするような顔をしてメリアさんに言ってくる。

「いやむしろ、ミカゲが落ちこぼれなままなのは、お前がたぶらかしているからじゃないか？」

　その父さんの言葉を聞いて、一いつ瞬しゆん、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなった気がした。

　それになんだろうこの気持ち……。

「『勇者の資格』を持っていながらメイドになるなんてバカだと思ったが、やはり筋すじ金がね入りのバカだったみたいだな。父のお気に入りだったようだが、今度はこんな落ちこぼれのご機き嫌げん取りか？　無む駄だだ無駄だ」

　再び心臓の鼓動が速くなる。

「それに私に逆らうとは……今すぐ辞やめさせてもいいんだぞ？」

　どうしたんだろう。どうしてこんなに身体からだが熱いんだろう……。

「甘い輩やから、くだらない学園に愚おろかな生徒、バカなメイド……全く、ろくな奴やつがいないな……」

　そう父さんが言った時、誰だれかの声が父さんの言葉を遮さえぎった。

「──ちがう」

　それは一体誰の声なのか、一瞬分からなかった。

「絶対に違う……！」

　それは……僕の声だった。

　震ふるえる身体に震える声に、溢あふれ返る僕の心。

　僕の口から出る言葉は止まらなかった。

「メリアさんはバカじゃないし、僕のために一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってくれてるんだッ！　そのお陰かげで僕は今までやってこられたし、そのお陰で成長できてるんだッ……！　父さんにはそれが分からないんだよ!!」

　僕は今までに何度、メリアさんに助けられたのか数えきれない。

　ある時はアドバイスや優やさしい言葉を掛けてくれて精神的に救われた。ある時は身体を張って僕を助けてくれた。

　メリアさんは普段、いろいろと僕を小こ馬ば鹿かにしてきたり厳きびしかったりするけど、本当に大切な時には真剣に僕のことを想って助けてくれるんだ。そしてそのお陰で僕は今までにたくさんのことに気付くことができたし、成長することができた。

　その大切な人をバカにされるのは、自分の身が切り裂さかれるよりも辛つらくて、悲しくて、心が焦こげそうなくらい熱い怒りが湧わいてくる。

　僕の身体はその怒りに震えて、さらに父さんに叫さけんだ。

「それに僕のクラスメイトたちはみんな優しいし、先生も凄すごく良い人でこの魔ま王おう学園はくだらなくなんかないッ！　それに──」

　そうだ。僕ぼくのことは何を言われてもいいんだ。

　でも、じいちゃんのこと、メリアさんのこと、大切な人たちのことを悪く言われるのはどうしても許せない。どうしても許すことができなかったんだ。

　僕は父さんを強く睨にらんで叫さけんだ。

「──じいちゃんは、凄すごい人だったよッ！」

　その言葉に、父さんの余よ裕ゆうのあった表情がピクリと引きつるのが分かった。

「ほう、落ちこぼれがよく吠ほえるな」

　声を尖とがらせる父さんに、僕は手をぎゅっと握り締しめる。

　それは恐いからじゃない。僕の中の意志をぶつける準備だった。

「証明する……ッ！」

「何？」

「じいちゃんのお陰かげで、メリアさんのお陰で、みんなのお陰で僕が成長できていることを証明するよ！　僕が落ちこぼれじゃないって証明するよ！　僕の周りの人たちはみんな凄いってことを証明するよッ！」

「ほう、どうやって？」

　僕は最初、『デビル・ザ・クラウンリレー』で悪い成せい績せきを取らなければいいと思っていた。しかし、それじゃ証明にならないと思った。
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　だから僕ぼくは父さんを睨にらんで断言した。




「『デビル・ザ・クラウンリレー』で、勝って証明してみせるよッ！」




　僕は、メリアさんやじいちゃんや僕に関わってくれたたくさんの人たち、そして何よりも自分を父さんに認めさせたかった。認めて欲しかった。

「だからもし勝つことができたら、さっきの言葉、全部取り消して」

「ほう……ヒカルにできなかったことが、お前にできるのか？」

　嘲あざけるように言う父さんに、僕は深く頷うなずいた。

「勝ってみせるよ……」

「ふん、やれるものならやってみろ。まあ、お前にできるとは思わないがな」

　父さんは吐はき捨てるように言うと不ふ敵てきな笑みを浮かべて、兄さんを連れその場を去っていく。

　兄さんは僕に対して驚おどろいた表情を浮かべていて何か言いたげだったけど、父さんに逆らえずそのまま去っていった。







　気付けば僕は一年のクラスメイトたちの視線を全部集めていた。

「ごめん、みんな……せっかくの大だい魔ま王おう祭なのに変な空気にしちゃって……」

　頭を下げる僕は、代表メンバーにも頭を下げた。

「あと……勝手に勝つとか断言しちゃってごめん……」

　しばらく静せい寂じやくが続く。

　恐かった父さんに喧けん嘩かを売るように息巻いた自分の心に整理が付かないでいると、ユキヒメがとことこ近づいてきて声を掛けてきた。

「ミカゲくん、すごくカッコ良かったよ！」

「ユキヒメ……」

　その言葉に少し救われたような気分になっていると、ユキヒメはさらに両手をギュッと握って意気込むように言ってきた。

「私、絶対にデビル・ザ・クラウンリレーで勝つから！」

「ありがとう、ユキヒメ……」

　いつも励はげましてくれる大切な幼おさな馴な染じみに頭を下げると、赤毛の番長が不ふ敵てきな笑みを浮かべて歩み寄ってきた。

「俺おれに任せろ。絶対勝つぞこの勝負！」

「エリトくん……」

　僕の視線に顔を赤くするエリトくんに感かん謝しやしていると、金きん髪ぱつを逆立てた大男がズシズシと歩み寄って言ってきた。

「吾わが輩はいが本気を出せば、敵なぞいない。任せろ、アンサイクロペディア」

「スーパー成なる我が……」

　名前すごく間ま違ちがってるけど、その気持ちは有り難がたく思う。

　するとさらに仲なか弐にさんが額ひたいに手を当てて「この第三の目を以もつてすれば、勝利など容易たやすいこと」と怪あやしい笑いを発しながら歩いてくるし、多た々だ野のさんは死んだ瞳ひとみで見つめてきている。隼はやぶさくんは世界陸上のスプリンター張りの準備運動をしていた。

「ありがとう……みんな」

　代表のメンバーに改めてお礼を言う。

　そうするとさらに一年のクラスメイトたちが「すごいぞ」「カッコ良かった」「ザオ●ク」「感動したオレのお弁当半分やるよ！」「いやお前の弁当バランしか入ってないだろ」「ねぇねぇ、バランってなぁに？」「とげとげした草の仕切りのことじゃなかったっけ」「ちょっと待つでござる、今そのバランならオイドンの横で寝てるでござる」「応おう援えんしてる」「頑がん張ばれ！」と応援してくれて──いや、途と中ちゆう違う話していた人いたけど──僕はみんなに頭を下げた。

「ありがとうみんな……」

　この代表メンバーと、みんなの応援があれば上級生相手にも勝つことができると僕は心から思った。

　それから僕は、黒くろ髪かみのメイドに駆かけ寄って謝あやまった。

「ごめん、メリアさん。不快な思いにさせちゃって……」

「いえ、ミカゲ様こそ大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに声を掛けてくるメリアさん。

　どうして僕を心配しているのだろうか……？

　僕は不ふ思し議ぎに思いながらも、首を振って強く言った。

「僕は、全く問題ないよ！　大丈夫だよ……！」

　僕は父さんに啖たん呵かを切ったことで、メラメラとした炎が心に燃もえていた。

　僕は勝つんだ。

「メリアさんとの特とつ訓くんの成果、絶対に見せるから！」

　メリアさんに力強く言った。

　しかしその僕を見るメリアさんの眼まな差ざしは変わらず心配げだった。
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　それからみんなで昼食を食べ、昼ひる休きゆう憩けいが終わると大だい魔ま王おう祭の後半の競きよう技ぎが始まった。

　前半よりもさらに激しく派は手でになった競技を見つめる僕は、今いま更さらながらに父さんに息巻いた自分の言動にドキドキしていた。

　それでも不安はなかった。

　最終競きよう技ぎの『デビル・ザ・クラウンリレー』は、団体競技とはいえ、ヒカル兄さんも勝てなかった競技。相手は上級生だけど、しかし、僕ぼくは負ける気はしなかった。いや、負けるつもりはなかった。

　父さんに、じいちゃん、メリアさん、周りのみんな、そして僕自身を絶対に認めさせないといけない。そのためには絶対に勝たなければならない。

　兄さんが一年生の時に『デビル・ザ・クラウンリレー』で負けた話をした時、一人の力だけでは勝てない、と言っていた。

「…………」

　でも、今の僕には最高のメンバーがいる。

　トップランナーである僕の次に走る第二走者の隼はやぶさくんは、走ることにかけては誰だれよりも強い情熱を持っている。

　第三走者である仲なか弐にさんは、普段は痛々しいけど地味に身体能力が高いし、やる時はやる人だ。たぶん。

　第四走者である多た々だ野のさんは、動いたり喋しやべったりした姿を今まで一度も見たことないけど、謎なぞの超ちよう常じよう現げん象しようを起こしたりするからきっと大だい丈じよう夫ぶだ。……うん。

　第五走者である成なる我がくんは、普段ウザいけど今はもうスーパー成我状じよう態たいだし、いざという時はスーパー成我・タイプⅡがあるからおそらく大丈夫だ。暴走しなければいいけど……。

　第六走者のユキヒメは、運動神経は絶望的だけど、道具やアイテムを使わせたらピカイチだ。

　そして、中でもやはりアンカーのエリトくんは、大だい魔ま王おう祭の特とつ訓くんの成績がトップだったのは伊達だてではなく、出場している後半の競技も絶好調で、上級生相手に勝っては場を盛り上げていた。

　エリトくんの活かつ躍やくを見る僕は、頼たのもしい赤毛の男子生徒の姿に『デビル・ザ・クラウンリレー』のアンカーがエリトくんで本当に良かったと感じる。とても頼もしかった。

　トップランナーで第一走者である僕は、みんなに最高のバトン……いや、『デビル・ザ・クラウンリレー』はバトンじゃなくて王おう冠かんらしいので、最高の王冠を繫つなげるんだ！

「…………」

　僕は改めて代表メンバーを見る。

　このメンバーなら勝つことができる。

　僕はそう確信していた。

　しかし──最終競技が迫せまる中で事故が起こった。







　それは大だい魔ま王おう祭で行われた騎き馬ば戦せんの途中だった。

　魔王学園の騎馬戦は、人で組んだ馬に乗るのではなく、本物の馬に重じゆう装そう備びで乗って鉢はち巻まきを奪い合うというガチの騎馬戦だった。

　そんな危険な競きよう技ぎに赤毛ツンツン番長のエリトくんも出場していたのだけど、エリトくんは馬ではなく、子分たちが担かつぐ神輿みこし台だいで、装備も全く付けていなかった。

　あんな装備で大だい丈じよう夫ぶだろうか……。

　心配する僕を余所よそに、エリト神輿は軽かろやかに騎馬の攻こう撃げきを避よけては、突とつ撃げきして他を圧あつ倒とうしていく。

「す、すごい、エリトくん、すごいよ！」

　純じゆん粋すいに感動して歓かん声せいを上げている時だった。

　負けて退場していく途中の馬が突とつ然ぜん暴れ出したのだ。

　馬は、役員の必死の制止を振りほどき観かん客きやく席せきを蹴け散ちらした後に、一年生の待機場所に突つっ込んできた。クラスメイトが逃げ惑まどう中、待機場所に突撃してくる馬は椅い子すを蹴飛ばして暴れ回る。

　僕も咄とつ嗟さに逃げるけど、どうしたことか身体からだが思ったよりも上手うまく動かず荒れ散らかる椅子に躓つまずいてしまい、転んでしまった。

　必死に起き上がって逃げようとする僕に馬は迫せまり暴れて、再び転んでしまう。

　そんな僕に蹴り出すような後ろ脚あしが迫ってきて──。

「────ッ!?」

　咄嗟に身を防ぐ僕だけど──しかし、予想した衝しよう撃げきや痛みは訪れず代わりに間ま近ぢかで鈍にぶい衝しよう撃げき音おんがした。

　ハッと前を見た瞬間、赤毛の男子生徒が宙を舞まって地面に打ち付けられた。

　近くには神輿みこし台だいを持った子分たちが前のめりに倒れており、それを見た僕は一体何がどうなったのか分からなかったけど、これだけは理解した。

　エリトくんが庇かばってくれたんだ。

　急いでやって来た先生たちが馬に取り付き暴走を収める中で、僕は地面に倒れるエリトくんに駆かけ寄った。

「エリトくん！」

　目を開けるエリトくんは、僕を見て安心したように言ってきた。

「くっ……怪け我がないか……？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ！　エリトくんこそ大丈夫!?」

「俺おれは鍛きたえ方が違うんだよ。大丈夫だ、気にすんな」

　そう言って起き上がろうとするエリトくんだけど、うっと痛みに顔を歪ませて起き上がることができなかった。

「エリトくん……!?」

「こんなところで倒れたままでいられるかよ」

　そう呻うめいて必死に身体からだを起こすエリトくんは、そのまま立ち上がろうとするのだけど、ガクリと膝ひざを突ついてしまう。

「クソがッ、最終競きよう技ぎがあるんだよ」

　エリトくんは自分の身体を罵ののしって立とうとするのだけど、痛みに顔を歪ゆがませて結局立ち上がることができなかった。

「エリトくん、無理したらダメだよ……！」

「クソ……クソ……クソッ！」

　悔くやしそうに歯を食い締しめるエリトくんは、そのまま担たん架かで保健室へ運ばれていった。







　エリトくんが担架で運ばれていったことで、一年生の待機場所は騒そう然ぜんとしていた。

　クラスメイトが怪け我がをしたのもそうだし、何よりもエリトくんは目前に迫せまっている最終競技の一年生の代表でアンカーなのだから当然だ。

　僕は、純じゆん粋すいにエリトくんは無事なのかが気になり保健室へ行こうとした時だった。

　うちのクラスの先生と一緒に赤毛の男子生徒が戻ってきた。

「エリトくん!?」

　その姿に無事だったんだと一いつ瞬しゆん思い掛けるのだけど──戻ってくるエリトくんは足を引きずっていて、あちこちに包ほう帯たいを巻いていた。

「すまん……」

　一年生の待機場所に戻ってきた赤毛の番長の表情は暗く、開口一番にみんなに謝あやまってくる。

　何を謝る必要があるんだろう。

　エリトくんは僕を庇かばってくれたのに。

　僕が声を掛けようとした時、先生が深々と被かぶったフードの暗くら闇やみから告げた。

「赤あか柳やなぎ君は、最終競きよう技ぎには出られませんね……他に代わりの人を選びましょう……」

　エリトくんが出られない……。

　その言葉が飲み込めないまま、先生は「誰だれがいいでしょうか……」と悩なやむように一年のクラスメイトを見渡してくる。

　クラスメイトたちは、エリトくんの代わりにはなれないと思っているのか、それとも僕が父さんに勝つと啖たん呵かを切ったことで競技に出場することに責任の重さを感じてしまっているのか、自みずから名乗り出る人はいなかった。

　一番活かつ躍やくしていたエリトくんが最終競技に出られない……。

　辺りがシーンとして、どこか諦あきらめムードが漂い始める中、ふと、僕はエリトくんの目の光に気が付いた。悔くやしそうな表情を浮かべる赤毛の男子生徒のその目は、俺おれはまだやれる、というやる気と、そして迷まよいが渦うず巻まいている。

　それに気付く僕ぼくはハッとした。

　エリトくんは僕のために……。

「エリトくんは……諦あきらめるの？」

　僕は声を掛けてみる。

　するとエリトくんは悔しそうに、自分の気持ちを抑おさえるように言ってきた。

「仕方ねぇだろ。今の俺が出たところで負けるのは目に見えてる。他の奴やつの方がまだ勝つ確かく率りつは高いだろ」

　その言葉で僕は確信した。

　やはりエリトくんは僕が父さんに勝つと断言したから出場を諦めようとしているんだ。本当は出たいのに……。

　その時僕が抱いだいた気持ちはなんだったんだろう。

　怒りでもなく、悲しみでもなく、目の前の友人に対して抱くのは、ありがとうと、ごめんね、を混ぜ合わせたようなとても柔やわらかで温かな気持ちだった。

　その気持ちに押されるように僕は、エリトくんに言った。

「僕は……エリトくんとリレーがしたい」

　僕の言葉に、やはりと言うべきかエリトくんはムッとした表情で言ってきた。

「何言ってんだよ。お前の親父おやじに、勝つ姿を見せつけないといけないんだろ！　だとしたら足手まといの俺は出るべきじゃない」

「勝ちたい……でも、それと同じぐらい……いやそれ以上に僕は今のメンバーで競きよう技ぎに出たいんだ。頑がん張ばってきたみんなと一緒に走りたいんだ！」

　それは今の僕の正直な気持ちだった。

　勝って父さんに僕や大切な人たちを認めさせてやりたい。

　それを思うと同時に、たとえどんな結果になったとしても一いつ緒しよに頑張ってきたメンバーと最終競技に参加したいと思った。

　その僕の気持ちに同調するようにユキヒメが言ってきた。

「そうだよ。ミカゲグッズ愛好者として一緒に出場しましょう！」

　さらにスーパー成なる我がが体たい操そう服ふくの上を脱ぬぎ棄すてて、上半身裸はだかになるとドーピングで膨ふくれ上がった筋きん肉にくをビクビク動かしてきた。

「吾わが輩はいの膨れ上がった筋肉も一緒に走りたいと告げている……アブッアブッアブッ」

　それからさらに仲なか弐にさんも額ひたいの第三の目を押さえて「怪け我がをした友を見捨てるなど……第三の目を持つ者としての矜きよう持じが許さぬ……」と震ふるえているし、多た々だ野のさんも乾いた瞳ひとみでエリトくんを見つめているし、隼はやぶさくんはアキレス腱けんを伸ばしていた。

「なんなんだよお前ら……。そんなこと言われたら……出場したくなるじゃねぇかよ……」

　ほんの少し鼻をすするエリトくんに、僕ぼくはもう一度言う。

「一いつ緒しよに出ようよ、エリトくん」

「だけど……」

　渋しぶるエリトくんに僕は、代表メンバーとクラスメイトを見渡してから言った。

「まだ負けると決まったわけじゃないし、僕たちも今まで頑がん張ばってきたから、エリトくんのフォローはできるよ。それにみんなの応おう援えんもあるしね」

　僕の言葉に頷うなずくメンバーたちと、盛り上がり始めるクラスメイトに、エリトくんは顔を赤くさせるとツンツンの赤毛をわしゃわしゃと搔かき乱して言ってきた。

「ああ、もう分かった！　俺おれも出場する！　ただ、今の俺にはアンカーは荷が重すぎる……」

　エリトくんは僕をバシッと指差して告げてきた。

「だから、暗あん上じよう院いんミカゲ！　走る順番を交代だ。俺が一番最初を走る。お前がアンカーを走れ」

「僕!?」

　僕がアンカー!?

　仰ぎよう天てんする僕にエリトくんは不ふ敵てきに笑うと代表メンバーに訊きいていた。

「お前ら文もん句くないよな？」

「うん、アンカーはミカゲくんしかいないよ！」「ここはアンバサダーに譲ゆずってやろう……アブッアブッ」「これは武む者しや震ぶるい……鎮しずまれ鎮まれ……」「…………」「ザッザッザッ（走る音）」

「みんな……」

　僕にアンカーなんて務つとまるのだろうかと不安に思うけれど、みんなの反応に力強く頷いた。

「分かった。僕がアンカーを走る」

「最初の走りは俺に任せておけ！」

　代表メンバー同士で「頑張ろう！」という視線を交わし合って、周りのクラスメイトがさらに賑にぎやかになっていると、先生が声を掛けてきた。

「では、先生はその旨むねを実行委員会に伝えてきます。皆さん、無理をせず頑張ってくださいね」

　返事をする僕たち一年生に先生は羨うらやましそうに言ってきた。

「しかし、やはり青春は良いですね。先生も昔を思い出しましたよ。まあ今もまだピッチピチの青春真まっ盛さかりですけどね……うふふふでひゅ」

　先生は去りながら変な笑いを漏もらしていた。




　それから、すぐ後のこと。基本的に生徒の待機場所は学園の関係者以外立ち入り禁止の仕切りと張り紙がされている。クラスメイトに「メイドさんが呼んでるよ」と言われ仕切りの場所へ向かえば、メリアさんが少し申し訳わけなさそうに佇たたずんでいた。

「メリアさん？」

　どうしたのだろうと首を傾かしげると、メリアさんは頭を下げてきた。

「先ほどはお守りすることができず、申し訳ございませんでした」

　それはおそらく、さっきの暴れ馬のことについて謝あやまってきているのだと思う。

　そうだとしたらメリアさんは全く謝る必要がないし、そもそも身体からだが上手うまく動かなくて逃げ遅れた僕が悪いわけだし、慌あわてて言った。

「そんな、メリアさんが謝る必要なんてないよ！」

「距きよ離りが離はなれていたとはいえ油断しておりました。次何かありましたら必ずお助けに参ります」

　目をギラリと光らせる鉄人メイド。

　もうたぶん、ああいうことはないと思うけど……。

　そう思いながらも僕は、心配してくれるメリアさんにお礼を言う。それにコクリと頷うなずくメリアさんは尋たずねてきた。

「赤あか柳やなぎ様は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「ああ、うん、それで……」

　僕は先ほどのことを話した。

　その話を聞くメリアさんは少し感心した様よう子すで言ってきた。

「なるほど、ミカゲ様がアンカーですか。頑張ってください」

「ありがとう……僕、勝つからね！」

　メリアさんが凄すごいことを父さんに認めさせるためにも頑張って絶対に勝つんだ。

　そう改めて強く意気込んでいると、メリアさんは先ほどと同じく心配げな眼まな差ざしをして、優やさしく口を開いてきた。

「ミカゲ様、お待ちを」

「ん…………？」

「知っていますか？　必要以上に固くなったスライムは、衝しよう撃げきを受けると崩くずれて壊こわれてしまうのですよ」

　なんでいきなりそんなことを。いつもみたいに僕をからかっているのかな？　でもそれにしては、雰ふん囲い気きが違うし……。

　固くなったスライムは、衝撃を受けると崩れて壊れてしまう……。

　固くなったスライム……。

　メリアさんの言葉を思い返す僕は、ふと自分の身体からだを見てハッとした。

　僕の身体は、肩が上がり、硬こう直ちよくして微かすかに震ふるえていたのだ。……気付かなかった。

　強く意気込み過ぎて力んでしまっているからだということに数秒遅れて気付く。

　それでさっきからのメリアさんの心配げな目や、言葉の意味が分かった僕ぼくは大きく深しん呼こ吸きゆうしてから言った。

「もしかしたら、僕……ちょっと空から回りというか、意気込み過ぎて固くなり過ぎていたのかもしれないね……」

　上手うまく身体からだが動かず、暴れ馬から逃げ遅れたのもそれが原因なのかもしれない……。

　反省する僕は、怪け我がをしたエリトくんに申し訳わけないなという気持ちを改めて抱いだく。

　そうしていると、メリアさんが優やさしく言ってきた。

「力み過ぎて空回りすることは、誰だれにでもあることです。来たるべき時に全力を出すためにも今はリラックスして休んでください」

「いつもありがとう、メリアさん……」

　メリアさんの言葉に感じ入り、僕は改めてお礼れいを言って頭を下げた。

　そうしているとメリアさんが「赤あか柳やなぎ様を呼んでいただいてもよろしいですか？」と言うので、僕はエリトくんを探す。結けつ構こう近くに座っていて、出場予定だった他の競きよう技ぎに出られなくなったのでかなり退たい屈くつそうにしていた。

　そのエリトくんに肩を貸して仕切りのところへ連れていけば、メリアさんは僕を守ってくれたことに対してお礼を言っていた。それを見る僕は、そういえば自分もちゃんとお礼を言っていなかった、と思い出してお礼を言った。

「エリトくん……ありがとう」

　メリアさんと僕にお礼を言われたエリトくんは顔を赤くして「べ、別に、助けようと思って助けたわけじゃねぇから！　たまたま俺の身体がそこにあっただけだから！」と、激しくテンパっていた。




　それから後半の競技がどんどん進んでいき、最終競技の『デビル・ザ・クラウンリレー』の準備がもうすぐ始まる。

　競技の成績で得られるポイントは、後半も変わらず一年生は最下位だった。しかし、そこまで引き離はなされてはおらず、最終競技に一位で勝った時に得られるポイントで十分逆ぎやく転てん可か能のうだった。それが分かり、大だい魔ま王おう祭の総そう合ごう優ゆう勝しようももしかしたら狙ねらえるんじゃないかとクラスメイトが盛り上がっている時のこと。

　迫せまる本番にドキドキと緊きん張ちようして一年の待機場所の椅い子すにじっと座っていると、クラスメイトに「お兄さんが呼んでるよ」と言われ、僕はまた父さんがいたら嫌いやだなと不安に思いながら仕切りの場所へ向かった。

　少しホッとする。そこには父さんの姿はなく、メカニカルな車椅子に腰掛ける銀ぎん髪ぱつの兄さんがいるだけだった。

　何か父さんからの伝言を伝えにきたのかな……？

　若じやつ干かん不安に思いながら駆かけ寄ると、ヒカル兄さんは別に父さんからの伝言を伝えに来たわけじゃないようで、「父さんが席を離はなれたので、やっとここに来られたよ」と、羽はねを伸ばすように言ってきた。

　それから銀ぎん髪ぱつの兄は、真ま面じ目めな表情をして僕ぼくを見ると頭を下げてきた。

「ミカゲ、結局何のフォローもしてあげられなくて、ごめん……」

「兄さんはちゃんとフォローしてくれたよ。悪いのは父さんだ……」

　あの時の父さんの言動を思い出す僕は、ムスッとして言う。

　兄さんは顔を上げると口元に笑みを浮かべてきた。

「ミカゲがあんな剣けん幕まくで怒ったのを見たのは初めてだったから、びっくりしたよ」

「うん、あのときは自分でもなんだかわからなかったけど、でも父さんに言われたことが無む性しように悔くやしくて……」

　あの時の自分を冷静に思い返してみると、ちょっと気き恥はずかしくなる。

　そういえば、去って行った後の父さんの様よう子すはどうだったんだろう。

　気になって尋たずねると、兄さんは神しん妙みような顔で言ってきた。

「父さん、来らい賓ひん席せきに戻ってからずっとイライラしていたよ。落ち着かないのか、仕事先とかに連絡したりして、さっき席を立ってどこかに行っちゃった」

　我われながらに恐ろしいことをしてしまった……。

　後こう悔かいはしていないけど、やってしまった感というか、漠ばく然ぜんとした不安みたいなものを感じていると、神しん妙みような顔をしていた兄さんは突とつ然ぜん口元を緩ゆるめてクスッと笑ってきた。

「いや、あんな取り乱した父さんの姿を見たのは初めてだったから、ちょっと笑ってしまいそうで我が慢まんするのが大変だったよ」

　それからしばらくクスクスと思い出し笑いをする兄さんは、両手を空そらへ伸ばすと羨うらやましそうに口を開いてきた。

「あーあ、自分も父さんにあんな風に啖たん呵かを切ってみたいね」

「……え？　兄さんは、父さんに意見していると思ってたんだけど」

「まさか。ボクは父さんに言われた通りのことをやるだけ、ただ従っている愚おろかな兄だよ」

　そう言う兄さんは笑みを浮かべているけど、どこか空くう虚きよ感かんのある笑みで……。

　その言葉とその笑みの理由を尋たずねようとた時、兄さんはバシッと手を叩たたいて「そうそう」と口を開いてきた。

「先生から聞いたよ。アンカーをやるんだってね」

「うん……」

　兄さんのその言葉で僕の頭は、準備の始まりかけている最終競きよう技ぎ『デビル・ザ・クラウンリレー』で一いつ杯ぱいになる。

　そういえば、父さんにもアンカーになったことを伝えておいた方がいいのかな……。

　そんなことを考えていると兄さんは言ってきた。

「父さんにはそのことをちゃんと伝えたよ。あとはミカゲの頑がん張ばり次し第だいだよ」

「うん」

　僕ぼくに兄さんの期待が伝わってくる……。

　そうしていると、代表選手は所定の場所へ来るようにとのアナウンスが流れてきて、一気に最終競きよう技ぎへのドキドキや緊きん張ちようが胸に込み上げてくる。

　その僕にヒカル兄さんは爽さわやかな笑みを浮かべて強く言ってきた。

「ミカゲはボクとは違う。ボクができなかったこともきっとできる。最後まで諦あきらめずに頑張るんだよ」

「ありがとう……兄さん」

　兄さんのできなかったこと……。

　『デビル・ザ・クラウンリレー』で勝つこと。

　それを意識する僕は、ふと漠ばく然ぜんと思った。

　どうして兄さんは僕に期待してくれるのだろう。どうして忙しい中時間を作って特とつ訓くんしてくれたのだろう。

　しかし、今の僕にそれを尋ねる余よ裕ゆうはなくて、さらに兄さんは「それでは、自分は父さんが帰ってくる前に戻るね」と、車椅子を翻ひるがえして颯さつ爽そうと来らい賓ひん席せきへ戻っていくので訊きけなかった。

　漠ばく然ぜんとした疑問はあるけど、僕はその兄の姿を見送りながら純じゆん粋すいに思った。

　頑張るんだ、と。

　期待に、特訓に掛けてくれた時間に応えられるように頑張ると僕は思った。

　そして、父さんに自分の勝つ姿を見せるんだ。メリアさんやじいちゃんや、周りの大切な人たちを認めさせるんだ。

　でも、さっきみたいに意気込み過ぎたら自分の力が出せなくなる。気を付けよう……。

「…………」

　僕は、自分に言い聞かせながら深しん呼こ吸きゆうをする。そして今度は、炎ではなく、水のような静かな決意を胸に強く宿らせていると、アナウンスが代表選手は所定の場所に集まるようにと再び告げてくるので、僕はアンカーの競技場所まで向かう。

「ミカゲ様、応おう援えんしております」

　向かう途中に、メリアさんにそう声を掛けられて、僕は大きく手を振って返事した。

「ありがとう、メリアさん、僕、頑張るよ！」




　　　　＊＊＊




　『デビル・ザ・クラウンリレー』は広大な魔ま王おう学園の敷しき地ちの中に用意されたコースを走る障しよう害がい物ぶつリレーで、僕ぼくはアンカーの競きよう技ぎ開始位置まで向かうと、手足に分ぶ厚あつい枷かせを付けられて、壁かべの鎖くさりに張り付けられた。

　これがどうやら『封ふう印いん』らしくて、前のリレー走者が障害物を乗り越え王おう冠かんを手に入れると自動的に枷と鎖が解ほどけるらしい。第一走者は開始した瞬しゆん間かんに解けるそうだ。

　そんな説明をされたけど少しイメージし辛づらくて、やはり経けい験けんの差は大きいかもしれないと思った。

　毎年変わるらしい障害物の内容は長いコースの先にあって、封印されている位置からではよく見えなかった。

　ちなみに今、二年生と三年生の先せん輩ぱいも僕の横で同じような状じよう態たいになっている。

　アンカーに選ばれた生徒だけあって二年の先輩はキリリと眼がん光こうが鋭するどく、油断の全く無さそうな険けわしい顔をしている男子生徒だった。

　そして三年の先輩は……。

　この前佐さ紋もん先輩は、生徒会長がアンカーになると思うと言っていたのだけど、今、枷と鎖で封印されているのは、顔に仮面を付けたすごくガタイの良い男の人だった。

　僕は生徒会長の姿をもう一度思い浮かべてみる。

　生徒会長は中性的な顔で、細みの身体のすごく無個性な人だったと思うけど、今僕の隣となりで張り付けられているのは、無個性どころか、どう見ても個性が爆ばく発はつしていた。

　顔に付けたスタイリッシュな仮面といい、スーパー成なる我がの不自然な筋きん肉にくとは違う自然で彫ちよう刻こくのように美しく逞たくましい筋肉の付いた肢し体たいといい、着ている服ふくも僕や二年の先輩の体たい操そう服とは違う特注っぽいカッコイイ奴やつだし、身に纏まとう迫はく力りよくも僕や二年の先輩とは段違いだし、何よりもゆらゆらと揺ゆれる銀色の髪はとても特とく徴ちよう的てきだった。

　どう見てもあの生徒会長とは違うような……。

　僕みたいに生徒会長も走る順番が変わったのか……。

　それとももしかして、生徒会長は成我くんみたいにある条件で変身する人なのか……。魔ま王おう学園の生徒会長なので、あり得ないこともないこともないこともない気がする。

　銀ぎん髪ぱつの仮面男の迫力にビビりながら横目でチラチラ見ていると──

「何を見ている？」

　ギロリと鋭い眼光が僕に向いた。

「す、すみません！」

　顔を前へシャキンと戻す僕は不ふ思し議ぎな感覚に包まれていた。

　ど、どうしてだろう。

　一いつ瞬しゆん父さんに睨まれたような気分になったのだ。

　なんでそんな気分になったんだろう。

　肌はだとか声とか雰ふん囲い気きは若いし全然違う人なのに。

「…………」

　いろいろ考える僕ぼくは、一度息をゆっくりと吐はいて自分を落ち着かせる。

　まあ、先せん輩ぱいたちを恐れていても考え過ぎていても仕方ない。僕はこの人たちに勝たなければならないんだ。

　胸に抱いだいた決意を思い出す僕は、顔を上げて近くに置いてあるモニターを見た。

　最終競きよう技ぎは範はん囲いが広いため、あちこちに用意されたカメラで僕たち代表選手をモニターに映していた。ここにあるのは小さめのモニターだけど、観かん客きやく席せきや来らい賓ひん席せきのあるところには大きなモニターを用意しているらしい。

　今モニターには僕と同じように拘こう束そくされているメンバーたちが順番に映っていた。みんな緊きん張ちようした面おも持もちだ。見ていると僕も映ったりして、気き恥はずかしくなる。

　アンカーのコースは比ひ較かく的てき観客席や来賓席に近いところに用意されているのだけど、走る順番によっては、鬱うつそうと茂しげった森の中だったり、古びた遺い跡せきの中だったり、砂さ漠ばくの中で後ろにピラミッドが見えていたり、思わず、そこどこだよ！　と言ってしまいたくなるコースが多数存在していた。

　僕の走るコースは今の状じよう態たいで見える範囲ではグラウンドが近いこともあってかそこまで変じゃないのだけど、みんなの走るコースの風景をモニターで見るとなんだか不安になってくる。

「…………」

　なんか銀髪の仮面の先輩めっちゃ睨んできて怖いし、モニターに映る景け色しきヤバいし……。

　いろいろな感情に心臓をドキドキさせていると、開始の時間が迫せまり、観客の歓かん声せいが高まるのが聞こえてくる中、とうとう『デビル・ザ・クラウンリレー』が開始された──。







　開始の音と同時に封印が解とかれたのは、僕と交代してトップランナーになったエリトくんと二年、三年の先輩だ。走るコースは、謎なぞの広い洞どう窟くつの中だった。

　モニターに映る先輩は二人とも地味で凄すごそうには感じなかったのだけど、封印が解かれた瞬しゆん間かんもの凄い勢いでドッと走り出した。エリトくんも負けじと走り出すのだけど、怪け我がの痛みに顔を曇くもらせていてやはり遅れを取ってしまっている。現在三位だ。

　頑がん張ばれエリトくん！

　僕はモニターを見つめながら祈いのるように応おう援えんしていると、ふとあることに気付いた。

　全員手が後ろに縛しばられているのだ。どうしてだろうと考えていると、モニターに障害物が見えてきた。

　第一走者の走る洞窟の中には、どんな障害物が待っているんだろうか……。

　毎年内容が変わるとはいえ、魔王学園の伝統ある競技の障害物だ。きっと凄いのに違いない！

　不安と期待と興こう奮ふんが入り混じった想いでモニターを見つめていると、その障しよう害がい物ぶつが明らかになった。

「え……」

　それを見た僕ぼくはつい口から声を洩もらしてしまう。

　モニターに映ったモノ……。

　それは、洞どう窟くつの天てん井じようからぶら下げられた『パン』だったのだ。

　いやいやいやいや、そんなわけないよね。パンを咥くわえて走るアレじゃないよね。

　と自分に言い聞かせたところで、アナウンスが伝えてきた。

『第一走者はパン食い競争です！』

　おいいぃぃぃッ!?　パン食い競争……!?

　何それめちゃくちゃ普通じゃん!?　どこが魔ま王おうらしさを競う伝統ある競きよう技ぎの障害物なんだよ、めっちゃアットホームじゃん！　ちょっとなごんじゃったよ！

　内心突つっ込んでいたのだけど、モニターに映るパン食い競争の全ぜん貌ぼうが見えてきて僕はハッとした。

　洞窟に吊つるされたたくさんのパン。その先には、パンと同じ数の枝えだ分わかれした洞窟の道が存在していて、それぞれの道を説明する看かん板ばんが立っていた。

　例えば『電気の道・最短三分』という看板が立っている道。その道の先の地面を見るとバチバチッとスパークを放つ電気床ゆかになっていた。他にも『滑すべる道・最短六分』と書かれた看板が立っている道は、いかにも滑りそうな液体が塗ぬられた床になっているし、『運任せの道・最短二分　※運が悪かったら一週間』の看板の先には暗黒の道が続いているし、さらには『荒れ狂うトラップの道・四分』や『針はりの道・最短三分』や『溶よう岩がんの道・最短一分』なんてものまであった。

　見た感じ、安全そうなコースほど書かれている時間が長くて、危なそうな道ほど書かれている時間が短いみたいだ。

　アナウンスの生徒が『さあ選手はどのパンのコースを選ぶのでしょうか！』とか言っているのが聞こえる。たぶん、それぞれの洞窟の前にぶら下がっているパンを咥くわえるのが、そのコースを進むという意思決定になるのだと思う。

　複ふく雑ざつな想いでモニターを見つめる中、先に辿たどり着いた三年と二年の先輩は立ち止まって数秒考えた後にそれぞれのパンに飛んで齧かじり付いていた。

　三年の先輩は、電気の道を行くみたいだ。チャレンジャーだな……。

　二年の先輩は、荒れ狂うトラップの道を行くみたいだ……。これまたチャレンジャーだ。

　二人が行った後にエリトくんも到着してパンのコースに数秒黙もつ考こうする。そしてハッとした顔をしてパンに飛びつくのだけど、それは『滑る道』のパンだった。

　怪け我がしているのにそんな足元が不安定な道で大だい丈じよう夫ぶかな、と思うのだけど、それはいらない心配だった。

「どぅりゃあッ」

　そんな気合いを一発。エリトくんは滑すべる道に勢い良くヘッドスライディングをしたのだ。そして手で床ゆかを搔かいて壁かべを押してそのまま滑って進み始める。確かにあれなら走らなくていいので怪け我がの影えい響きようも少ないかもしれない……。いや、結けつ構こう苦しそうな顔してる。

　それからモニターには電気で痺しびれまくっている三年の先せん輩ぱいや、トラップで死に掛けている二年の先輩、それからひたすら滑っている赤毛の男子生徒の姿が映り続け──。

　枝えだ分わかれした道が一本に繫つながる出口、そこへ最初に到とう達たつしたのは三年の先輩だった。電気で髪かみの毛が大変なことになっている先輩はそのまま道を走り続け、奥に置いてある三つの王おう冠かんのうち一つを持ち上げた。そして、その数秒遅れて煤すすだらけになっている二年の先輩が王冠を手に入れ、その数十秒ほど遅れて滑る液体で全身テカテカになっているエリトくんが王冠を手に入れていた。やはりエリトくんは怪我をしていることもあって三位だったけれど、必死に頑がん張ばってくれたお陰かげでそれほど絶望的な差ではない。まだ追い付ける距きよ離りだ。

「お疲れエリトくん……！」

　僕ぼくはモニターに映る、全力を使い果たしたように倒れ込む赤毛の番長に声を掛けた。




　そして、第一走者が王冠を手に入れたことで封ふう印いんが解とかれたらしく、今モニターでは第二走者の三年の先輩と二年の先輩が走って一位と二位を競きそい合っていた。先輩たちから数十秒遅れて封印の解かれた現在三位の隼はやぶさくんの姿が、競い合っている先輩二人の遥はるか後ろで小さく映っている。三人が走っている場所はなぜか砂さ漠ばくだ。ピラミッドもスフィンクスもあるし、あんな場所、学園のどこにあるんだろうか……。

　まあそれは気にしていても仕方ないので置いておいて、隼くんは日々の鍛たん錬れんのお陰かげかさらさらの砂すなの中でも理想的なフォームで走り続けている。しかし二年の先輩も、三年の先輩も負けないぐらい綺き麗れいなフォームで走っていて一向に差が縮ちぢまる気配はなかった。

　その先輩たちのフォームには一いつ朝ちよう一いつ夕せきではないものがあり、二人ともおそらく隼くんに負けないぐらい走ることへの情熱を持って過ごしてきたのだと思う……。

　そんなスプリンターな三人にはどんな障害物が待ち受けているのだろうかとドキドキしながらモニターを見ていると、突とつ然ぜん前を走る先輩二人のランニングフォームが崩くずれた。

　どうしたのかと思えば、砂漠の砂が激しく吹き荒れ始めている。気付けば、砂漠のあちらこちらに超巨大な扇せん風ぷう機きみたいな機械が姿を現して暴風を発生させていた。

『第二走者は、爆ばく走そう砂すな嵐あらしです！　彼らはこの砂嵐の中を進むことができるのか!?　ちなみに私は風に吹かれるとより艶あでやかにセクシーになります！　こんな嵐の中に晒さらされたらもう大変なことになるでしょう！』

　そんなアナウンスが聞こえてくる。今気付いたんだけどアナウンスしている人、僕たちの先生じゃない!?

　まあ、今はそんなことどうでもよくて、激しく吹き荒れる砂すな嵐あらしの中、先せん輩ぱい二人の走るスピードは明らかに落ちていた。隼はやぶさくんもこれじゃ……と思ったのだけど、僕ぼくはモニターに映る姿に目を丸くした。

「隼くん……!?」

　吹き荒れる砂嵐の中、隼くんは最初と全く変わらない綺き麗れいなフォームで走り続けていたのだ。

　先輩二人ですら崩くずれたのにどうして!?　と疑問に思う僕は、彼の髪かみ型がたを見てハッとした。

　そうだ、隼くんは風の抵てい抗こうを考えて髪を後ろに尖とがらせているんだ。

　まあ、ランニングフォームが崩れないのは本当にあの髪型のお陰かげかは分からないけど……僕は、隼くんの変な髪型がちゃんと機能したのを初めて見たかもしれなかった。

　先輩たちとの差を徐じよ々じよに詰めていく隼くんの走る姿に僕はちょっと感動してしまう。

　しかし先輩たちも伊達だてに上級生なわけではなく、フォームが崩れてもかなりの速さで砂嵐を突つき進み突破していた。そしてスフィンクスの前に置かれた王冠に三年の先輩が最初に手を触ふれ、そのすぐ後に二年の先輩が触れる。それから十秒ほど遅れて隼くんは普段通りのランニングをキープしたまま王おう冠かんを手に入れていた。三位であることは変わらないけど、隼くんの頑がん張ばりで差が少し縮ちぢまった。




　第二走者が王冠を手に入れたことで、第三走者の封印が解かれた。

　第三走者の競い合う場所はどこかの謎なぞの塔とうだ。解放された一位の三年と、二位の二年の先輩が、塔のらせん階段を駆かけ上がる。ちなみに三年の先輩は始業式で見たような気がする謎の傷を身体からだに宿して包ほう帯たいを巻いている人で、二年の先輩はスタイリッシュな指なし手て袋ぶくろを嵌はめ、腕を常に交差させている人だった。

　階段を駆け上がる先輩たちから十秒ほど遅れて、現在三位である一年──額ひたいに第三の目を描かいている仲なか弐にさんが解き放たれた。

　額を押さえる仲弐さんはいつものアレをやるのかと思ったけど、そのまま真ま面じ目めな顔で階段を駆け上がり始めた。モニターにはしばらく階段を駆け上がる三人が映るのだけど、包帯を巻いた傷の人と、常に腕を交差させた人と、第三の目を押さえた人の絵え面づらはちょっとシュールだった。仲弐さんはなかなかの中二病を患わずらっているけど、先輩たちもかなりの中二病を患ってそうだ。

　中二病の三人が階段を駆け上る姿に、学園にそんな高い塔あったかな……と思っていると、先輩たちがどうやら天てつ辺ぺんに辿たどり着いたようだった。

　天辺にはどんな障害が待っているのかとモニターを食い入るように見れば、三つの大きなバット型の装置と、その先に三つのドアが存在している。

　あれはなんだろうと疑問に思えば、先生のアナウンスが聞こえてきた。

『第三走者は、スーパーぐるぐるバットです！　バットの装置にしがみ付き十秒間ぐるぐる回されるとドアが開きます！』

　スーパーぐるぐるバットって……なんかネーミングダサいよね。

　しかしそんなダサい名前の障しよう害がい物ぶつでも先せん輩ぱい二人は関係ないとばかりに力強く言っていた。

「コノ身体からだニ刻マレシ、百億万ノ魂たましいハ我わガ王道ヲ指シ示ス」

「シュッ！（交差させた腕を頭の上に持ち上げる）」

　アダダダ……。やっぱり中二病だったみたいだ。

　キメ言葉とかキメポーズをバシッと決める先輩二人は、すぐにバットの装置にしがみ付く。

「────ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、バットの装置が恐ろしいぐらいのスピードで回転し始めた。遠心力で身体の浮く先輩たちの残ざん像ぞうが木星の輪わっかみたいになる中、ようやくバットが止まる。同時に装置の先の二つのドアが開くのだけど、先輩たちは自分のキャラ設定を忘れるぐらいふらふらとしていた。

　ふとモニターが開いたドアの先の光景を映し出す。ドアの先には、手すりのない細い吊つり橋が存在していた。吊り橋の左右には何もなくただ暗い穴があるだけ。

　そしてその吊り橋の先の部へ屋やにはゴールである王冠が置かれていた。

　……目が回った状じよう態たいであの細い橋を渡らないといけないのか。名前がダサくて軽そうなくせになかなかへビィだ。

　ドキドキしてモニターを見つめる中、先輩二人がふらふらしながらようやくドアに辿り着いていて、中に入るとドアはバタンと閉じていた。

　先輩二人は目の前の光景がちゃんと見えているのか分からないけど、恐ろしい吊り橋になんの躊躇ためらいもなく足を踏ふみ入れている。そして、結果から言って速そつ攻こうで穴あなに落ちていった。

　あそこから落ちたらヤバいんじゃないかと思うのだけど、どうやら滑り台みたいな構こう造ぞうになっているようで先輩二人は塔の一番下に戻されていた。

　仲弐さんも先輩二人がドアの先に入って行ったすぐ後ぐらいに天辺に到着していた。

「くくく、第三の目は回らないのだよ……！」

　それは、バットの装置で高速回転された後の仲弐さんの言葉だったのだけど、足は完全に千ち鳥どり足あしで、ドアの先の吊つり橋で普通に落っこちていった。

　開いたドアは通ると閉まってしまうため、天辺にふらふらとした足取りで戻ってきた先輩や仲弐さんはもう一度スーパーぐるぐるバットに挑いどまなければならなかった。再び三さん半はん規き管かんが搔かき乱され、さらにふらふら、顔がん面めん蒼そう白はくの状態で吊り橋に挑んでいく三人。

　さすがに三人とも対策は考えていたようで吊り橋を普通に歩かず、倒れ込むように橋にしがみ付いて芋いも虫むしみたいに進み始めた。

「…………」

　そんな顔を青くして芋いも虫むしのように進んでいく三人を見つめる僕ぼくは、震ふるえていた。

　なんて……なんて、恐ろしい中二病殺しの障しよう害がい物ぶつだ……鬼き畜ちく過ぎる。完全に三人とも自分のキャラ設定忘れてるよ。

　鬼畜競きよう技ぎの中、先に渡り切ったのはやはり三年の先せん輩ぱいで、継ついで二年の先輩。奥の部へ屋やの王おう冠かんを手にした先輩二人は気が抜けたのかゲロゲロし始めて、そうなることを読んでいたように映像に一いつ瞬しゆんでモザイクが掛かった。

　それから始まった時とほとんど同じく十秒ほど後に仲なか弐にさんも三位で王冠を手に入れ、そして華か麗れいにモザイクの仲間入りを果たしていた。

　お疲れ、仲弐さん……。




　そして、そんな第三走者が王冠を手にしたことで、第四走者の封ふう印いんが解とかれた。

　競きそい合う場所は鬱うつ蒼そうとした森の中で、全身に甲かつ冑ちゆうを着ている怪あやしい三年の先輩と、不ぶ気き味みな白黒のパントマイマーな格かつ好こうをしている二年の先輩が一位二位を競って獣けもの道みちを走り始めていた。その謎なぞ過ぎる先輩の十秒ほど遅れて、これまた謎過ぎる多々野さんの封印が解かれた。

　しかし、モニターに映る多た々だ野のさんは封印を解かれても走ろうとしない。前を走っていく先輩をただぼーっと見ているだけだ。

　三位ではあるけれど、エリトくんや、隼はやぶさくんや、仲弐さんが頑がん張ばって繫つないで詰めて維い持じしてくれた上級生との距きよ離りがどんどんと開いてく。

　た、多々野さん、大丈夫だろうか……。

　いつもの如ごとく微び動どうだにしない、ただのしかばねみたいな少女にやはり不安を覚えて冷や冷やしてしまう。

　心配しながらモニターを見つめ続ける中、接戦の三年と二年の先輩が映り、そしてダントツで最下位となった一年の多々野さんへ再び映像が移った時だった。

「────ッ！」

　いなくなってる！

　さっきまで開始位置で佇たたずんでいた少女の姿は忽こつ然ぜんと消えてなくなっていた。

　カメラを切り替える人も慌あわてている様で森のあっちこっちに映像を切り替えるけれど、多々野さんの姿はどこにもない。さらに映像がどんどん切り替わり、走っている先輩たちを追い越し、そしてその先に待つ障しよう害がい物ぶつを映した時だった。

「うそでしょ……」

　つい呟つぶやいてしまった。多々野さんがその障害物の前に佇んでいたのだ。

　ダントツビリだったのが、突とつ然ぜん一位……。

　お分かりいただけただろうか……という心しん霊れい映像を見た気分になって冷ひや汗あせをかいていると、先輩たちも障害物のところへ到達して目の前に立っている多々野さんに驚きよう愕がくしていた。二年のパントマイマー先せん輩ぱいに至ってはパントマイムにあるまじき声まで発して驚おどろいていた。

　しかしさすが上級生。すぐに落ち着きを取り戻すと、障しよう害がい物ぶつに向かっていく。

　多た々だ野のさんに気が取られてちゃんと見てなかったんだけど、そこは森の開けた場所になっていて、透とう明めいで大きな棒ぼうみたいなモノが三つ高々とそそり立っていた。

　なんだろうあれ……。

　大きな棒を疑問に思ってモニターを見つめているとアナウンスが告げてきた。

『さあ第四走者はバベルの棒倒しです！　選手たちは、愚おろかな人間どもが立てたバベルの棒を倒すことができるのか!?』

　いやいや、なにバベルの棒って!?

　名前ちょっとカッコいいけど、あれただの透とう明めいな棒だよね。神に挑戦しようとした人類の意志感じられないよね。というか、魔ま王おう関係ないよね！

　内心突つっ込むけど、それは今さら言っても仕方ないので、黙だまってバベルの棒倒しを見つめる。

　今いま更さら気付いたのだけど、棒をよくよく見てみれば中に王おう冠かんが埋うめ込まれていた。

　先輩たちはその棒の中の王冠を取り出そうと躍やつ起きだ。

　三年の全身甲かつ冑ちゆうの先輩は、身に纏まとう甲冑を震ふるわせて棒に体当たりしているし、二年のパントマイマー先輩も奇き声せいを発しながら捨て身タックルをかましていた。もう完全にパントマイム関係ないよね、あれ……。

　しかし、そんな先輩たちの猛もう攻こうの中、多々野さんは棒の前に立ったままで何もしていないし、何の変化も起きていなかった。

　そういえば、この障害物パワー系だし……多々野さんとは相あい性しようが悪いのかもしれない。

　多々野さんの横ではどんどんと先輩たちのバベルの棒が傾いたりヒビが入ったりしていく。

　これはちょっとまずいんじゃないかと焦しよう燥そう感かんを抱いだいていると、ついに三年の先輩がバベルの棒を倒した。

　勢い良く地面に倒れ、打ち砕くだかれるバベルの棒の中から、全身甲冑の先輩は高々と王冠を掲かかげる。やはり一位は三年生だった。そして奇声を上げていた二年のパントマイマー先輩もすぐ後にバベルの棒を倒し、二位で王冠を手に入れると意い気き揚よう々ようと見えない壁かべのパントマイムを始めていた。

　そんなご機き嫌げんな先輩のパントマイムをカメラがアップで映し出した瞬しゆん間かん──。

　映像がザザッと荒れ、先輩が突とつ然ぜん横を向いて怯おびえるように尻しりもちを突いた。さらに映像は荒れ、パントマイマー先輩が悲ひ鳴めいを上げると同時に、何か巨大な衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡った。

　な、何があったんだ……!?　カメラが慌あわてて先輩の視線を追うと、そこには血の気けのない顔の少女が佇たたずんでいる。その少女はもちろん多々野さんなのだけど、そのだらりとぶら下げた手にはいつの間にか、王冠が握られていた。

　映像が全体を映すように遠くなる。

　多た々だ野のさんのバベルの棒ぼうは木こつ端ぱ微み塵じんになっていた。

「…………」

　いや、ホント何があったんだ……。

　依い然ぜんとしてまだ三位だけど、謎なぞ過ぎる少女のお陰かげで二位との差が縮ちぢまったわけで、喜ぶべきことではあるけど……。怯える先輩たちと幽ゆう霊れいのような多々野さんをモニターで見つめる僕ぼくは、ホラー映画を観みている気分になった。




　そんな謎の第四走者たちが王冠を手にしたことで、第五走者の封ふう印いんは解とかれた。

　映像が多々野さんたちに釘付けだったので、モニターに切り替わった時には、第五走者たちは火山の坑こう道どうを走っていた。

　その映像を見た時、僕はつい口走ってしまった。

「火山なんて魔ま王おう学園の敷しき地ちのどこにあるんだよ!?」

　意味不明なコースを走るのは、始業式の時に見た筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男なのにファンデーションを塗ぬりたくった一位のオカマ先せん輩ぱいとなぜかデカイ剣を背中に担かついでいる大おお柄がらな二位の二年の先輩。その二人の後を追うように三位のスーパー成なる我がが全力疾しつ走そうしていた。三人の距きよ離りは切せつ迫ぱくしていてかなりの接戦の様子だ。

　競きそい合うゴリマッチョな三人が火山の坑道を走るのはなかなかの圧あつ巻かんで、映画を観ている気分になって黙だまって見つめていると、三人の前に障害物が姿を現した。

『第五走者は鉄球転がしです！　選手は、重い鉄球をゴール地点まで運ぶことができるのでしょうか!?』

　アナウンスが告げてくる通り、見るからに重そうな鉄球が三つ置いてあった。

　オカマ先輩、二年の先輩、スーパー成我の順で鉄球に体当たりするように取り付き、押し始める。その鉄球は本当に重そうでマッチョな三人が歯を食いしばりながら押しても少しずつしか進んでいかない。

　亀かめスピードの競争になる中、スーパー成なる我がはさすがドーピングしているだけあり、ジワリジワリと先輩たちとの差を詰めていく。

　それに気付いて振り返る巨きよ漢かんのオカマ先輩は、ふと鉄球から離はなれたかと思えば──隣となりを進む二年の先輩にとび蹴けりを放った。

　強きよう烈れつな蹴りを喰くらい吹っ飛んで倒れ伏す二年先輩。

　二年先輩は、まさか攻こう撃げきされるとは思っていなかったようで、上げた顔には困こん惑わくした表情が浮かんでいた。

「うぬぬ……？」

　目の前で起こった光景に少し動どう揺ようを見せるスーパー成我。

　その金きん髪ぱつの大男にオカマ先輩は走り寄ると二年先輩に放ったのと同じ強力なとび蹴りを加えた。咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよしながらも吹き飛んで倒れるスーパー成なる我がに、オカマ先せん輩ぱいは人差し指を左右に振りながら言っていた。

「愚ぐ直ちよくに鉄球を転がすだけなら、フンコロガシにもできるわよ♪」

　そのまま「お先に♪」と鉄球を転がして一位を独走していくオカマ先輩。

　確かに妨ぼう害がい禁止とは言われてはいない。モニターを見る僕は、汚い手だと思いながらも、強したたかな人だなと思った。

　その強かなオカマ先輩を怒りに満ちた目で見つめるスーパー成我は、震ふるえる手でポケットから怪あやしい色の薬を取り出していた。

　それは以前に目にした『ドーピングビネガースープ・ＥＸ』だ。

　そのドーピングを飲み始めるスーパー成我は、全身を震ふるわせ咆ほう哮こうを上げ始める。

「ぐらあぁああああああ──」

　怪物級に身体からだを巨大化させ体たい操そう服ふくを弾はじき飛ばしたスーパー成我・タイプⅡがそこに現れていた。

　タイプⅡに変身したスーパー成我にギョッとした顔をするオカマ先輩。

　オカマ先輩が臨りん戦せん態たい勢せいに入った瞬しゆん間かん、タイプⅡがだらだらと唾だ液えきをまき散らしながら襲おそいかかった。

　そこからは壮そう絶ぜつな戦いだった。本能に身を任せて攻こう撃げきを放つ金きん髪ぱつの怪物と、その巨体からは信じられない俊しゆん敏びん性せいを見せる巨漢のオカマ。さらにそこに二年の先輩も背中の大剣を取り出し戦いに混ざって、巨漢三人の戦いは怪かい獣じゆう映画でも観みているのかと錯さつ覚かくを覚えてしまう。

　しかしその戦いは長くは続かなかった。

　怪獣のように暴れるタイプⅡは欲求に正直すぎるせいか、先輩たちに段々と動きを読まれて押され始めていき、しまいには強力な攻撃を受け地に倒れ伏した。

　地に倒れ、悲しみの咆哮を上げる金髪の怪物を見る僕は、ショックを受けていた。

　あのスーパー成我・タイプⅡでも先輩たちに勝てないなんて……。

　そんな絶望的な気持ちでモニターを見つめている時だった。

　悲しみの咆哮を上げるスーパー成我・タイプⅡは、巨大な手を辛かろうじて破れずに残っている体操服のズボンのポケットに差し入れてもぞもぞし始める。

　そして手を出してきた時には、そこに毒どく々どくしい紫むらさきの丸い錠じよう剤ざいがあった。

「…………」

　いやまさか……。

　と思っているとタイプⅡはそれを口に放り込んだ。

　そして、ごくりと嚥えん下げした数秒後に──変化は起きた。

「ぅぅううぉおおおおおおおおおお──」

　突とつ然ぜん、スーパー成我・タイプⅡの身体からだが輝かがやき始めたのだ。さらに大きくなるのかと思えば、怪かい物ぶつ級きゆうに膨ふくれ上がっていた筋肉はみるみると収しゆう縮しゆくしていき、太い骨格も細くなっていく。

　そして気付けば、スーパー成なる我がは髪かみの毛は依い然ぜんとして逆立っているけど、身体は普段の成我くんの大きさに戻っていた。

「これに……手を出す日が来るとはな……」

　無感情に呟つぶやく成我くん。

　その身体からだは普通の大きさなのだけど──その体たい軀くは神こう々ごうしいまでに光り輝かがやいていた。

　光り輝く成我くんの姿に、先輩たちは後ずさりながら訊きいていた。

「あ、あなたは一体……」

「吾わが輩はいは……」

　一歩踏ふみ出すと、成我くんは王者の貫かん録ろくで言ってきた。

「吾輩は──完全究極体スーパー成我だ！」

　完全究極体スーパー成我!?

　いやいやいや──。

　今すぐにでも現場に行って「何だよそれぇぇぇ！」と叫さけびたい気持ちに駆かられるけど、確かに、モニターに映るスーパー成我は完全究極体という名に相応ふさわしい神々しさを纏まとっていた。

　そんな完全究極体スーパー成我と先輩たちの戦いが再びモニターの先で巻き起こるのだけど、先ほどとは全く逆の展開だった。

　輝きを放つ完全究極体スーパー成我は残ざん像ぞうが見えるぐらい速くて、かつ理性を保っているのでさっきの戦いが噓うそだったかのように先輩たちを圧あつ倒とうしていく。

　倒れ伏す先輩二人に、輝きを放つスーパー成我は勝ち誇った王者の笑みを浮かべていた。

　しかし──。

　僕は今すぐでも現場に行って叫びたかった。「本来の目的忘れてるだろう！」と。

　勝ち誇るスーパー成我は戦いに勝ったことに満足してしまっていて、全く鉄球を押す気配がないのだ。ただひたすら近くのカメラに王者の笑みを見せているだけで……その間に先輩たちは鉄球を押し始めていた。スーパー成我は尚なおも気付いていなくて、オカマ先輩が一位で鉄球を運びきって王おう冠かんを手に入れた時に初めて気付いていた。

　慌てて鉄球を押す完全究極体（笑）スーパー成我は、ギリギリで二年の先輩を追い越していく。そして二位で王冠を手に入れ、再び王者の笑みを見せてくるのだけど、それをモニターで見る僕はこう思った。

　……覚かく醒せいシーン、無む駄だだったね。




　そんな波乱の第五走者が王冠を手に入れたことで、とうとうアンカーの前である第六走者の封ふう印いんが解とかれる。

　一位で最初に解き放たれたのは、始業式に見たような気がするカラフルなアフロの三年の先輩だった。ポケットからボールを取り出しなぜかジャグリングをしながら走り始めた先せん輩ぱいから数秒後に二位のユキヒメが解とき放たれ、それからすぐ後に三位の兵へい隊たいの格かつ好こうをした二年の先輩も解き放たれ走り始めていた。

　ユキヒメたちが走っている場所は、どうやら古い遺い跡せきの中みたいだ。

　あんな遺跡どこにあるんだ……。

　モニターを見つめてそう思う中、僕はふと疑問に思った。

　あれ……生徒会長は……？

　あの無個性な会長の姿は今までに一度も出てこなかった。

　ということはめっちゃ恐い銀ぎん髪ぱつ仮面の男が生徒会長なの……!?

　ビビりながら横の銀髪仮面に視線を向けると、鋭するどく睨にらまれて僕は慌あわててモニターへ顔を戻した。

　モニターの先では、走るのが遅いユキヒメが二年の先輩に追い越されて三位に逆戻り。さらに差を開けられているところだった。

　頑がん張ばれユキヒメ……！

　今、生徒会長が銀髪仮面なのかどうかとか考えていてもしょうがない。

　必死に頑張っている幼おさな馴な染じみを祈いのるように応おう援えんしていると、ジャグリングしながら先を走っていた一位の三年の先輩が障しよう害がい物ぶつに辿たどり着いたようだった。モニターに障害物の映像が映るのだけど、何とも言い表しがたい光景が広がっていた。

『デビル・ザ・クラウンリレーもいよいよ大詰めです！　第六走者を待っているのはなんとドクロ入れです！　選手は魔ま杯はいにドクロを入れることができるのでしょうか！』

　ドクロ入れ……。魔杯にドクロ入れる？

　アナウンスが告げてきたことを頭の中で繰くり返す僕はモニターを食い入るように見つめる。

　そこには確かに三つのクリスタルドクロが置かれていた。さらには三つの鬼おにの顔が刻まれたゴブレット型の大きな杯さかずきも存在している。

　あの魔杯にドクロを投げ入れる簡かん単たんなものかと思えば、そうではなかった。

　アフロ先輩がジャグリングしながらクリスタルドクロを持ち上げた瞬しゆん間かんだった。

　魔杯の一つが青い火を噴ふき上げ、突とつ如じよ、高速移動し始めたのだ。動き始めた魔杯に入れなければならないと悟さとったらしいアフロ先輩は、ジャグリングをしながらドクロを投げるのだけど、魔杯の移動が速過ぎるのと動きが不規則なため掠かすりもしなかった。

　それからアフロ先輩が何度も外す間に、二位で走っていた二年の先輩も到着してクリスタルドクロを手にする。すると二つ目の魔杯が火を吹き猛スピードで動き、二年の先輩もまた動きを捉とらえきれないようで何度も外していた。

　先輩たちが何度も何度もトライする中、ようやく三位のユキヒメも到着してクリスタルドクロを持ち上げる。すると三つ目の魔杯が火を噴き上げ不規則に爆ばく走そうし始めた。

「…………」

　ドクロを両手に持つユキヒメは、しかしすぐに投げようとはしなかった。

　何度も外している先せん輩ぱいと、動き回る魔ま杯はいを静かに見つめるユキヒメはおもむろにポケットから布を取り出してくる。それはいつぞや見た僕ぼくのイラストが描えがかれている布で、それを目に当て後ろできゅっと縛しばるユキヒメは目め隠かくし状じよう態たいになった。

　あれは……兄さんの最初の授業の補習で見せた姿だ。

　目隠し状態のユキヒメは、手に持つドクロを掲げて何か自分に暗示を掛けるように呟つぶやき始めた。

「……これはミカゲくんのドクロ……これはミカゲくんのしゃれこうべ……これはミカゲくんの生首……これはミカゲくんの晒さらし首……」

　とても縁えん起ぎでもなかった……。

　それから暗示を掛け終わったユキヒメは、目隠しのままドクロを投げるフォームに入る。

　上級生が普通にやっても魔杯に入れられていないのに、あんな状態で入れられるのだろうか……。

　そう不安に思っている中、ユキヒメは呟いていた。

「左手は添そえるだけ……！」

　バスケット選手顔負けの綺き麗れいなフォームでドクロを放ったユキヒメ。
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　美しいフォームから放たれたドクロは綺き麗れいな放ほう物ぶつ線せんを描えがくかと思いきや──明後日あさつての方向へ飛んでいった。

　そうだった、ユキヒメ……ノーコンだった！　なんであんな綺麗なフォームなのに魔ま球きゆうみたいな飛び方するんだろう。逆に凄すごいよ。

　変なところへ飛んでいくドクロを、僕ぼくは残念な目で見続ける。

　そしてやはりドクロは何もない地面へ落ちて行くのだけど──

「────ッ!?」

　ミラクルが起きた。

　ドクロの落ちる先に、たまたまユキヒメの魔ま杯はいが通りかかって根元にジャストミートしたのだ。さらに跳はね返ったドクロは壁かべや瓦が礫れきにバウンドしてユキヒメの手に戻ってくる。当たり所が悪かったのか、バシバシと機き械かい音おんを発して魔杯は動きを止めていた。

　ユキヒメはそれから目隠しを取ると、動きを止めた魔杯を見つめて「これが私の想いの力・ピタゴラミカゲスイッチシュート……」と悟さとった顔で呟いていた。

　そのミカゲ関係ないでしょ……。でも、もしかしてさっきの狙ねらってやったのかな!?

　ギョッとする僕だけど、ユキヒメはそれから止まった魔杯相手に何度もドクロを外して、ようやく杯に入れることに成せい功こうしていた。やっぱりまぐれだったみたいだ。

　そしてドクロが投げ入れられたことで魔杯はさらに強い火を噴ふき出し、そこから王おう冠かんが飛び出してきた。

　それを一位で手にするユキヒメはモニターのカメラに向かって叫んできた。

「ミカゲくん、頑がん張ばって──！」







　そうしてユキヒメが王冠を手に入れたことにより、とうとうアンカーである僕の封ふう印いんが解とかれた。

　鎖くさりと枷かせが外れた瞬しゆん間かん、僕は全速力で走り始める。

　みんなのお陰かげで僕は一位で、先輩たちよりも先に走り出すことができた……！

　メンバーたちの頑張りを無む駄だにしないためにも、兄さんの期待と特とつ訓くんを無駄にしないためにも、そして何よりメリアさんのためにも僕が一番でゴールするんだ！　父さんに自分を認めさせるんだ！

　感かん謝しやと決意を胸に抱いだいて走る僕の目に映るコースは、グラウンドと同じ地面で、左右に高い壁かべが立っている比ひ較かく的てきノーマルな場所だった。観かん客きやく席せきの声やアナウンスの声がかなり近くで聞こえるので、やはりグラウンドに結けつ構こう近い位置なのだと思う。

　ひたすら続く道を走る僕は、どんな障しよう害がい物ぶつが待ち構えているんだろうとドキドキと緊きん張ちようしてきていた。

　そしてしばらく進むと何かが見えてきて、緊張と不安で心しん拍ぱく数すうが跳はね上がるのを感じる。

　見えていた何かはどんどん迫せまり、しっかりと視認できるようになると僕ぼくは首を傾かしげた。

「な、なんだ……？」

　地面にたくさんのカードが落ちていた。

　そしてコースもそのまま真まっ直すぐ続く道と、『観かん客きやく席せきはこちらから』という看かん板ばんが立っている道の二つが存在していた。

　なんだかよく分からないけど、考えていても仕方ない。

　僕はとりあえず、目の前の落ちているカードを拾ってみた。

　そしてそのカードを見てみると、こう書かれていた。

　──猛もう獣じゆう。

「猛獣？」

　意味が分からなくてさらに首を傾げていると、アナウンスが告げてきた。

『最終走者は、借り物競走です！　カードに書かれたモノを観客や生徒から借りて障しよう害がいを突とつ破ぱしてください！』

「借りて障害を突破って……」

　僕が借りる物って……猛獣!?　そ、そんなの持ってる人ここにいるの!?

　そもそも突破する障害って!?

　と思えば、遠くから丸い物が飛んできて真まっ直すぐ続く道に落ちていく。

「────!?」

　それはどこかで見覚えのある──僕にそっくりに作られたぬいぐるみの頭で、今日きよう行われていた競技の記き憶おくが蘇よみがえるのと同時にぬいぐるみの頭が地面に触ふれた。その瞬しゆん間かん──ぬいぐるみの頭が激しく爆ばく発はつした。

　そ、そうだ、あれはユキヒメが前半の競技でやっていた『ミカゲ入れ』で使っていたミカゲ人形の頭だ。

　思い出した時には、爆発するミカゲ人形の頭は道に絶え間なく降ふり注そそぎ始めて、とても走って通れるような状じよう況きようではなくなっていた。

　な、なるほど、あのミカゲ人形の頭が降り注ぐ道を、借りたモノで突破するわけか……。

　理解する僕は手に持っているカードをもう一度見るのだけど、そこにはどこからどう見ても『猛獣』としか書かれていなくて、変な汗が吹き出てきた。

　いやいやいや、猛獣なんて持って来ている人なんて普通いないし、そもそも猛獣でどうやって突破しろって言うんだよ。突破する前に嚙かみ殺されるよ！

　違うカードに代えようとすると、アナウンスが伝えてきた。

『一度引いたカードを取り替えることはできませんよ！』

「…………」

　う、噓うそでしょ!?

　猛もう獣じゆうと書かれたカードを手にうろたえていると、僕ぼくが走ってきた道から走ってくる人影が見えたような気がして……。

　もう悩なやんでいても仕方ない！　挑戦する前から諦あきらめたらいけないって、メリアさんも言っていたじゃないか。良いイメージを持つんだ。猛獣を持っている人はきっと……きっといるはずだ！

　僕は猛獣を借りにいくため、観かん客きやく席せきへ続く道を走り出した。

「猛獣持っている人いませんかー」

　観客席を尋たずね歩く。

「誰だれか、猛獣持っている人いませんかー」

　長い間探して歩いているのだけど、猛獣を貸してくれる人はいなかった。というか、誰も猛獣なんて持っていなかった。

「ど、どうしよう……」

　銀ぎん髪ぱつ仮面になった生徒会長（？）と二年の先せん輩ぱいもすでに観客席にやってきていた。二人はもう目的のモノを借りられたようで元のコースへ戻っていく姿を見て僕は焦しよう燥そう感かんに胸を焦こがす。

「どうしよう……」

　絶対に勝たないといけないのに……。

　勝って父さんに、メリアさんのお陰かげで自分が成長していることを証明しなければいけないのに……。

　しかし、どんなに探しても猛獣が見つかる気配がなく途と方ほうに暮れかけている時だった。

　──グルルルルルル。

「────ッ？」

　どこかで聞いたことのある鳴き声が聞こえてきて、それに振り返れば──

「ベヒモン!?」

　中間テストの時に暴走してから仲良くなったモンスターのベヒモンがそこに現れていた。前までは小こ熊ぐまみたいな大きさだったベヒモンは、今は大型犬ぐらいの大きさになっている。

　その成長に驚おどろく僕はハッとした。

　ベヒモンって……猛獣？　　見た目はすごく可愛かわいいけど……。

　モ、モンスターは、猛獣カテゴリーでいいのかな？

　疑問に思う僕だけど他の猛獣が見つかる気配がないので、そこに現れてくれたベヒモンにお願いした。

「ベヒモン、力を貸してもらっていい？」

　──グルルル。

　ベヒモンは乗れと言わんばかりに背を差し出してくれた。

「ありがとう……」

　僕ぼくはその背中に跨またがると、ベヒモンは恐ろしいスピードで元のコースへ戻り始める。

　そして、爆ばく弾だんと化しているミカゲ人形の頭が降ふり注そそぐ道に戻ってくると、ベヒモンは躊躇ためらうことなくその道を走り始めた。

　雨のように降って来るぬいぐるみの頭を華か麗れいに避よけては猛スピードで進み続けるベヒモン。僕はその背中から振り落とされないように必死にしがみ続ける。

　その途中、先を進んでいた先せん輩ぱい二人を追い抜いたのだけど、二年の先輩はモーターバイクで疾しつ走そうしていて、その後ろを銀ぎん髪ぱつの仮面男は小さな三さん輪りん車しやで爆ばく走そうしていた。

　そうして爆弾が降り注ぐ道を突とつ破ぱすることに成せい功こうしてベヒモンの背から降おりた僕は、改めてお礼れいを言った。

「ありがとう、ベヒモン……」

　──グルルル。

　良いってことよ、と言わんばかりに鳴くベヒモンはそのまま去っていく。

　その姿を見送る僕はもう一度心の中でお礼を言った。

　ありがとう……ベヒモン……。




　そうして爆弾の道を突破してもまだ道は続いていて、全力で走っていると再びカードたくさん落ちている地面が見えてきた。

　その近くには先ほどと同じく『観かん客きやく席せきはこちら』という看かん板ばんの立てられた道がある。

　先ほどと違うことは、カードの散さん乱らんした地面の先に続く道が三つに別れていて、そのそれぞれの道の先に魔ま王おうを模かたどったと思われる大きな彫ちよう像ぞうが立っていて道を塞ふさいでいたことだった。

　あの彫像どこかで見た気が……。

　ずっと前の記き憶おくを疼うずかせながらカードの下もとへ向かうと、道を塞ぐ彫像の目が赤く光って動き始めた。それを見た僕は、一気に思い出した。

　そうだ、あれはエリトくんと地ち下か迷めい宮きゆうをさ迷った時に襲おそってきた魔王像だ！

　なるほど、あの魔王像を借りたモノで倒して、先に進まないといけないんだな……。

　メリアさんはあの時瞬しゆん殺さつしていたけど……僕には到とう底ていそんなことできそうにない。というかそもそも一人で勝てるかも激しく怪あやしい。そうなると借りるモノがとても重要になってきそうだ。

　そう思いながら落ちているカードを慎しん重ちように拾い上げる僕は、書かれていた文字に目を丸くした。

　──伝説の武器。

　いやいやいやいやいやいや……

　確かに伝説の武器なら僕でも魔王像倒せると思うけど、まず、伝説の武器とか持っている人いないからッ！　無茶振り過ぎるでしょ！

　カードを戻したい気持ちに駆かられるのだけど、もう引いてしまった以上取り替えることはできないので仕方なく伝説の武器を持っている人を探しに走る。

「伝説の武器持ってる人いませんかー」

　しばらく観かん客きやく席せきや来らい賓ひん席せきを練ねり歩くのだけど、持っている人がいるわけもなく、みんな苦笑を浮かべるだけで誰だれも反応しなかった。

　ヤ、ヤバい……どうしよう……。

　銀ぎん髪ぱつ仮面や二年の先せん輩ぱいはすでに借りるモノをゲットしたようで、コースに戻っていく姿を見た僕ぼくの胸の中で焦りが爆発し始める。

　ど、ど、どうしよう……。

　伝説の武器持ってる人なんているの!?　いるわけないでしょ!?　でも借りないと……！

　絶望的な気持ちになって弱気になる度たびに、メリアさんに言われた魔ま王おう学園に残りたいのなら強い心を持たないといけない、という言葉を思い出す。

　そうだ……僕がここで諦あきらめてしまったら、ここで終わってしまう。

　声を掛けては、必死に探し歩いていると聞き覚えのある声が掛けられた。

「暗あん上じよう院いん……」

「──!?」

　ハッと振り返ると、そこに立っているのは長い金きん髪ぱつにヒトデの髪かみ飾かざりを付けた女生徒──佐さ紋もん先輩だった。その近くにはタコロボットのタコ丸もいつものように控ひかえていて触しよく手しゆをくねらせている。

　なんで先輩は僕に声を掛けてきたんだろうと疑問に思っていると、金髪の先輩はいつもの厳しい表情のまま言ってきた。

「伝説の武器を探してるんだろ？　貸してやるよ」

「え!?」

　驚おどろく僕の前で、佐紋先輩は無線機のようなものを取り出して誰かに来るように指示を与える。

　そうしてしばらくすると、ドシンドシンと重い音が響ひびいてきて、振り向けば──目を青く光らせた大きな石人形が姿を現した。太い首にはネームプレートをぶら下げていて、そこには『人体ゴーレム』と書かれている。その石人形はまさしく生物室に置かれた人体ゴーレムで、佐紋先輩が魔王学園に依い頼らいされて作ったというロボットだった。

「久し……ぶり……スライム……」

「……ひ、久しぶり」

　返事しながら、なんで人体ゴーレムを呼んだんだろうと時間に焦りながら疑問に思っていると佐紋先輩はタコ丸に指示を出していた。

「あれをやれ」

「へいお嬢じよう！」

　威い勢せい良く返事をするタコ丸は、丸い頭からプロペラを出現させると宙に舞まう。そして八本ある触しよく手しゆをピンと伸ばした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん赤いタコの身体からだが光り始め、それに呼応するように人体ゴーレムも光り始めた。

　光を放ちながら二体のロボットはガチャガチャと変形して合体していく。それから間もなく、二体のロボットは三さん股またの槍やりのような武器に姿を変えていた。

「これを使え」

　そう言って僕ぼくにその三股の槍を手渡してくる佐さ紋もん先せん輩ぱい。

　なんだかすごく強力そうな武器に僕は目を輝かがやかせるのだけど、矛ほこ先さきが三つに分ぶん岐きを始める中心点にタコ丸の顔があった。台無しだ……。

「佐紋先輩……これは……」

　受け取ると結けつ構こう重くてふらふらしながら尋ねる僕に、先輩は親指を立ててニヒルに言ってきた。

「トライデントＴＫだ」

「トライデントＴＫ……!?」

　確かにトライデントは伝説の武器だけど……。これ大だい丈じよう夫ぶなのかな。

　僕は矛の中心に燦さん然ぜんと輝くタコ丸の顔に目が行って仕方なかった。

　しかし、よくよく考えれば、本物を借りろとは指示されていないので、このトライデントＴＫで大だい丈じよう夫ぶなのかもしれない。それに佐紋先輩はこの『デビル・ザ・クラウンリレー』の実行委員長だし、その委員長が貸してくれたモノがダメなはずはない。

　それを考える僕は、あれと疑問に感じて尋たずねた。

「先輩、僕に手を貸しても大丈夫なんですか？」

　先輩は、この競技の実行委員長だ。やっぱり一選手に手を貸すのはまずいんじゃ……。

　申し訳わけないような気持ちになっていると佐紋先輩は「勘かん違ちがいするな」と腕を組んで憮ぶ然ぜんと言ってきた。

「別に私はお前を助けたいと思って助けたわけじゃない。タコ丸と人体ゴーレムが自分を貸したいと言うから仕方なく持って来てやっただけだ。そうだな貴き様さまら」

　先輩が、僕の手にあるトライデントＴＫに声を掛ける。

　すると、三さん股またの槍やりから「え、そうなんですかお嬢じよう」「それ……初めて……聞く……」という声が聞こえてきた。それで急に赤面し始める先輩は僕からトライデントＴＫを奪い取ると「貴様ら───、ちょっとは空気読め────！」とガシガシ踏ふみ付けていた。

　それから再びトライデントＴＫが僕の手に戻ってきた時には、「へへっ、オイラ、ぜひ自分を使って欲しかったんですわ！」「スライム……オレ……使え……！」とロボットたちは調教されていた。
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「いいから、とりあえず、持ってけ」

「あ、ありがとうございます……」

　調教されたトライデントＴＫを手にお礼れいを言う僕は、急いでコースに戻ろうとして、ふと、先せん輩ぱいなら分かるんじゃないかと、競きよう技ぎが始まってからずっと抱いだいていた疑問を尋たずねてみた。

「銀ぎん髪ぱつの仮面の人がいますけど、あれって生徒会長なんですか？」

　それに先輩は考えるような悩なやむような表情をして答えてきた。

「あの人は謎なぞが多いからな……実は私もよく分からないんだ。ただ名めい簿ぼ上ではそうなってる」

「えーと…………」

　じゃあ、やっぱりあの恐い銀髪仮面は、生徒会長なのかな？　そうしたら相当変わり過ぎでしょう……。

　と思っていると、先輩は近くのモニターを見て言ってきた。

「それよりも、早く戻らなくていいのか？　あっちは熾し烈れつな戦いになってるぞ」

「ああああっ、はい！」

　慌あわてて走る僕は、振り返ってから改めて佐さ紋もん先輩にお礼を言った。

「ありがとうございます！　佐紋先輩」

　腕を組む先輩は、赤らめた顔を背けただけだった。




　佐さ紋もん先せん輩ぱいから伝説の武器を借りた僕ぼくは、急いで元のコースに戻る。

　戻った時には先輩たちは借りたモノで、それぞれの魔ま王おう像ぞうと熾し烈れつな戦いを繰くり広げているところだった。

　二年の先輩は電動ノコギリで戦っていて、銀ぎん髪ぱつ仮面男はなんと料理で使うおたまで戦っていた。

　おたまで倒せるのかと驚おどろくのだけど、銀髪仮面は常じよう人じん離ばなれした動きで魔王像の攻こう撃げきを搔かい潜くぐり、本当におたまかと疑ってしまうような音を響ひびかせて巨大な彫ちよう像ぞうを打ち負かしつつあった。

　見ている場合じゃない！

　僕は慌あわてて空あいている道へ向かう。

　するとその道を塞ふさいでいた魔王像が待っていたとばかりに目を強く発光させて動き始める。

　その巨大な彫像の迫はく力りよくにビビる僕は、しかし、ここで立ち止まるわけにはいかないと、手にしたトライデントＴＫを構えて走っていく。

　僕の持つ武器は名目上『伝説の武器』ではあるけど、レプリカみたいなもので、しかもタコ丸の顔が付いている残念なデザインだ。正直期待していなかったのだけど、僕はこの後驚くこととなった。

　唸うなりを上げて迫せまってくる魔王像の攻撃をギリギリで回かい避ひした僕。

　構えたトライデントＴＫをその彫像に振り下ろした、その瞬しゆん間かんだった。

「────!?」

　振り下ろすトライデントＴＫがジェット噴ふん射しやしたかのように加速されて、魔王像に当った瞬間──強きよう烈れつな爆ばく発はつを発生させた。

　巻き起こる衝しよう撃げきに僕は真後ろに吹っ飛んで、立ち込める土つち煙けむりと粉ふん塵じんにむせかえる。

　何が起こったのか分からず、呆ぼう然ぜんと晴れていく煙を見つめると、そこに魔王像の姿はなかった。いや、魔王像だったと思われる残ざん骸がいが転がっていた。

　そしてその中に、三さん股またの槍やりが神こう々ごうしい光を放って地面に突つき刺さっていた。

「…………」

　啞あ然ぜんとする僕ぼくに、トライデントＴＫが喋しやべりかけてきた。

「どうでい、オイラたちも日々、お嬢じように改良してもらってるんですぜ」「スライムには……もったいない……技だった……」

　な、なるほど……。

　さっきのはトライデントＴＫの力なのか。佐さ紋もん先輩の技術、末すえ恐ろしいな……。

　しかしそのお陰かげで僕は一いち撃げきで魔王像を破は壊かいすることができたわけで、目の前で起こった爆発攻こう撃げきに未だに足が震えるものの、トライデントＴＫにお礼を言った。

「ありがとう、タコ丸、人体ゴーレムさん……」

「いいってことよ！」「スライムは……抱き締しめあった仲……気にするな……」

　人体ゴーレムに抱き締められて死に掛けたことを思い出していると、先せん輩ぱいたちのコースから大きな音が何度も聞こえてくるようになり歓かん声せいがわっと聞こえてくる。

　うかうかしてはいられないと、僕はトライデントＴＫにもう一度お礼れいを言って道を走り始めた。

　しばらく走り続けていると左右に壁がそびえる道は終わり、僕ぼくは観かん客きやく席せきや来らい賓ひん席せきに囲まれたグラウンドに到着した。

　借り物をしていた時よりもたくさんの視線の雨に打たれて身がすくむものの……。

「…………！」

　グラウンドの中央に置かれた三つの王おう冠かんを視認した瞬しゆん間かん、僕は全力で向かっていく。

　今のところ僕が一位だ。

　いける！　これならいける！

　気分が高まっていく中、ふと、背後に威い圧あつ感かんが。

　振り返れば銀ぎん髪ぱつ仮面の男もグラウンドに到着していて、今まさに僕を追いかけてくるところだった。

　は、速い！　リードがどんどん詰められていく。

　それでも僕は必死に足を動かして王冠の下もとへ走る。威圧感が迫せまってきていることを身に感じながら僕はただひたすら王冠へ向かって走り続けた。

「────ッ！」

　そして、王冠がすぐ間近まで迫せまった時──僕はすぐ真後ろにある威圧感に押されるように力一杯飛び付いた。

　どんどんと王冠が近づき、スローモーションに感じられる視界の中、逞たくましい手が僕の横を通り過ぎていくのに気付いた。

　そして──。

「…………」

　僕が王冠に手を触ふれたのとほぼ同時に、その逞しい手も王冠に触れていた。

　地面に倒れる僕は、おそるおそる振り返る。

　その逞しい手の持ち主は、やはりスタイリッシュな仮面をした銀髪の男だった。




　　　　＊＊＊




　今、僕と仮面の男は、みんなが見守るグラウンドで向き合って立っていた。その手にはそれぞれ王冠を握っている。

　僕と銀髪仮面が同着だったことにより、今まさに『デビル・ザ・クラウンリレー』のサドンデスが行われようとしていた。

　──お互いの王おう冠かんを奪い合う。先に奪った方の勝利。

　それがサドンデスのルールだった。

　無個性だった生徒会長とはまるで思えない、仮面の男の圧あつ迫ぱく感かんと威い圧あつ感かんを身に感じながら僕ぼくは心しん臓ぞうをバクバクさせていた。

　それはもちろん、目の前の銀ぎん髪ぱつ仮面が怖いのもあるし、これでもし王冠を奪われたら負けてしまうプレッシャーもあるし、緊きん張ちようと不安で僕の心臓の鼓こ動どうがどんどん速まっていくのを感じる。頭が真っ白になって何も考えられなくなる。

『さあ、サドンデス開始です！』

　アナウンスの声と共に、サドンデス開始を告げる合図が鳴った。

　その開始の合図でハッと我われに返った僕は震ふるえるように構えると、仮面の男は余よ裕ゆうといった様よう子すで手に持つ王冠を頭に載のせて言ってきた。

「ふふ、さあ、王冠を奪えるものなら奪ってみるんだな」

「…………」

　その仮面の男から滲にじみ出てくる迫はく力りよくと凄すごみについ後ずさってしまう。

　しかし僕はすぐに後退する足を止めた。

　そうだ、挑いどまなければ勝てない……。僕は絶対に勝たないといけないんだ！

　仮面の男の迫力に抗あらがうように一歩前へ踏み出す僕は、手に持つ王冠を強く握りしめ意を決して走り出した。

　そして、そのまま銀ぎん髪ぱつの頭の上に置かれた王冠に飛びかかろうとして──。

「────!?」

　目にも留とまらぬ速さで避よけられた。そしてすぐさま仮面の男から手しゆ刀とうが放たれるのだけど、それはどうにかこうにか腕で咄とつ嗟さに防ぐことに成功する。しかし、その手刀には信じられないぐらいの力が込められていて僕は大きく吹っ飛んだ。

　地に転がり倒れ、ジンジンと手刀を防いだ腕が痛む中、僕は痛つう烈れつに感じていた。

　こ、この人……めちゃくちゃ強い。

　短い攻防だったけど、それだけで分かるぐらい圧あつ倒とう的てきな力の差を感じた。まるで本気モードのメリアさんに挑んでいる時の気分だ。

　勝てるのだろうかと不安に苛さいなまれる僕は、しかし、手の王冠を強く握りしめて立ち上がった。

　たぶん、この時の僕は不安と緊きん張ちように頭が支配され、その支配から逃れようと勝ちに焦あせっていたのだと思う……。

　何度も仮面の男の王冠を奪おうと立ち向かっては、その度たびに、強きよう烈れつなカウンターを貰う。そんなことを幾いく度どか繰くり返すうちに僕はボロボロになって立ち上がれなくなってしまった。

「…………」

　勝てない……。

　王おう冠かんがどうやっても奪えない……。

　地に倒れ伏す僕ぼくは、無力感と絶望感に苛さいなまれていた。

「これで終わりだ。いかに自分が未み熟じゆくか理解しただろう？　最初からお前は勝つことなんてできなかったんだ」

　見下すように笑って近づいてくる仮面の男。

　これで終わり……。勝つことなんてできない……。

　その仮面の男の言葉は僕の頭の中でぐるぐると回って、より深い絶望へ追い落としてくる。

　みんなごめん……。

　思い返されるのは、大だい魔ま王おう祭へ向けて兄さんやクラスメイトのみんなと特とつ訓くんした日々だった。そして、楽しんだ大魔王祭の競きよう技ぎや、クラスや代表メンバーで団結して必死に頑がん張ばった『デビル・ザ・クラウンリレー』の光景。

　みんな……ごめん……。やっぱり僕が足を引っ張っちゃった……。

「…………」

　王冠を握る力が弱くなる。

　僕の王冠を取ろうと歩み寄ってくる仮面の男の姿に、漠ばく然ぜんと考えていた。

　負けたら僕はどうなるんだろう、と。

　父さんに認めてもらえなくなるから、魔王学園を退学になってしまうのかな。みんなのことも認めてもらえないし、じいちゃんが凄すごいことも分かってもらえない。

　そして何より、メリアさんがとても凄い人だということ、そのメリアさんのお陰かげで僕が成長出来ていることも認めてもらえない。

「…………」

　それは嫌いやだと僕は思った……。

　でも僕にはどうすることもできない。仮面の男が強過ぎる。僕には勝てない。王冠が奪えない。

　そんな諦あきらめの言葉が頭に浮かび上がる中、ふと、メリアさんの言葉が浮かんできた。




『──ピンチはチャンス』




　それはいつのことだったっけ……。

　記き憶おくをたどる僕はすぐに思い出した。

　あれは、兄さんから魔王の資格カードを奪うという最初の授業の後、メリアさんとその復習をしていて自分には奪えないと諦めかけている時にメリアさんに言われた言葉だ。

　それを思い返す僕の頭に、メリアさんとの特訓の日々が浮かんできた。

　ピンチをチャンスに変える方法を会え得とくするため、メリアさんの隙すきを突ついて勇者の資格カードを奪い取ろうと奮ふん闘とうした日々の特とつ訓くん……。刀かたなで脅おどされたり、ボコボコにされたり、掃そう除じ機きで吸われたり……。

　そして、酢す昆こん布ぶで釣つって初めて奪い取ることができた日。

「…………」

　メリアさんの言葉が浮かび上がってくる。

　──例えば瀕ひん死しのスライムを前にした勇者は油断します。その油断をついて最大の一いち撃げきを浴びせるのがまさにピンチはチャンスです。ピンチの時こそ、チャンスが訪れるのです。

　それはメリアさんが最初に作戦の話をしてきた時の例え話で、それを思い出す僕は、つい小さく笑ってしまった。瀕死のスライム……まるで今の僕みたいだ。

「…………」

　瀕死のスライム……ピンチの時こそ、チャンスが訪れる……。

　ピンチの時にチャンスが生まれるのはどうしてだろう……。

　僕はメリアさんの特訓をもう一度思い返して、一回だけだったけど隙を突いて奪えた時のことを鮮せん明めいに思い出す。あの時のメリアさんは酢昆布を取ろうとして隙を見せていた。

　ぐるぐると考える僕は、ふとある案が頭に浮かんでくる。しかし、それはとても幼よう稚ちで単純過ぎる手だ。

「…………」

　僕は歩み寄ってくる仮面の男を見つめる。

　男は僕と実力差があり過ぎて完全に油断し切っていた。

　無理かな……。いや、挑戦する前に諦めたらいけない。そうメリアさんも言っていたじゃないか。

　大だい丈じよう夫ぶ、僕はまだ動ける……と思う。

　自分の身体からだに意識を巡めぐらして確認した僕は、そのまま動けない──まさに瀕死のスライムの振りを決め込んだ。

「観かん念ねんしたみたいだな」

　目前に立つ仮面の男は見下すような笑みを浮かべて、僕の手の王冠を取ろうと体勢を低くし始める。

　もう少し……もう少し……。

　身体が緊張で変な硬こう直ちよくをしないように細心の注意を払って、僕は瀕死のスライムになり続ける。

　仮面の男はさすがと言うべきか取ろうとしている状じよう態たいでも何かに警けい戒かいをしているようにピリピリとした眼めをしていた。それを感じる僕は、完全に無む抵てい抗こうを装い続ける。

　そうして、仮面の男が僕の手に握られた王冠に触ふれて摑つかんだ。握あく力りよくを込めていないので王冠はそのまま僕の手から簡かん単たんに抜けそうになる。

　その刹せつ那な──

　勝ちを確信したのか仮面の男の警けい戒かいが薄うすくなったのをピリリッと感じた僕ぼくは、手から抜けようとする王おう冠かんを強く握って、勢い良く跳はね上がる。

「りゃぁああ──ッ」

　男は王冠を握っていたので僕に引っ張られ、その僕も男に引っ張られる。その力を利用して僕は、男のスタイリッシュな仮面に頭ず突つきの一いち撃げきを放った。

　これが──瀕ひん死しスライムの悪あがきだ！

「────ッ!?」

　男は完全に油断していたようで僕の頭突きをもろに受け、そして僕も意外に固かった仮面にノックバックする。

　だけど狙ねらっていた僕と、油断を突つかれた男とでは次の反応のスピードが違っていた。

　僕は頭の痛みを気にせず、もう一度仮面の男に頭から体当たりする。

　それで完全に体勢を崩した男ともみくちゃになる中、僕は目当てのモノに手を触ふれ……その重みが手に伝わってくるのを感じる。

「…………」

　場が騒そう然ぜんとして、仮面の男は呆ぼう然ぜんとしている。

　僕が掲かかげた手には、仮面の男の王冠が握られていたのだ。

　片手に僕の王冠、そしてもう片手に男の王冠の重みを感じ、じわじわと喜びが湧わいてくる。

「やったぁあ！」

　歓かん声せいが聞こえてきた瞬しゆん間かん、僕は激しく喜んだ。

　勝てた！　王冠を奪えたんだ！　父さんに認めてもらえる！

　喜びが弾ける僕を見つめてくる仮面の男は、信じられないといった様よう子すで終しゆう始し無む言ごんだった。

　そうして無事に『デビル・ザ・クラウンリレー』が終わりを告げようとした、その時だった。




　──ぐっ……ぐううぅああああああああああああああ。




　突とつ然ぜん、男が仮面を押さえて苦しみ始めた。

　僕の頭突きがそんなに痛かったのかと一いつ瞬しゆん思ったのだけど、どうやら違うようだ。

　叫さけび声を上げ苦しむ男はしばらく仮面を押さえてのたうち回り、気を失ったかのように動かなくなった。

「…………」

　だ、大だい丈じよう夫ぶだろうか……。

　あの苦しみようは尋じん常じようじゃなくて、動かなくなった男におそるおそる歩み寄っていく。

　その時だった。

「──あああああ」

　男が地に響ひびくような声を漏もらしながらのっそりと起き上がった。

　身体からだを糸で引っ張られているかのように不自然にゆらりゆらりと揺ゆらす男の眼めは血走って正気のものではなかった。

　それに何よりおかしかったのが……。

「な、なにそれ……!?」

　スタイリッシュな仮面が今は禍まが々まがしい邪じや悪あくな鬼おにのような仮面に変わっていたのだ。

　な、なんなの、あの仮面……。

　そのまるで呪のろわれているかのような仮面に、ふと、僕ぼくの記き憶おくが疼うずいた。

　そういえば、なんかどこかで呪いの仮面の話を聞いた気がする……。

　どこだったっけな、誰だれが言っていたっけな……。

　影の薄うすい誰かを思い出しかけた時だった──。

「──ぐああっららあああああああああささあああ」

　邪悪な仮面男は咆ほう哮こうを上げ僕めがけて突とつ撃げきしてきた。

　慌あわてて逃げるのだけど、仮面男は信じられないぐらい恐ろしく速くて、一いつ瞬しゆんの間に追い付かれてしまう。神しん速そくの巨大な拳こぶしが振り上げられ、僕はギュッと目をつぶるのがやっとだった。

「────ッ」

　数瞬後に待ち受ける衝しよう撃げきと痛みを予想して身を固くするのだけど……しかし、その衝撃も痛みも何も訪れない。代わりにふわりとした感覚と良い匂いが身体を包んだ。

　何度も感じたことのあるこの感覚と香りにハッと目を開くと黒くろ髪かみメイドの綺き麗れいな顔が映った。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ミカゲ様」

「め、メリアさん!?」

　どうやら僕はメリアさんに助けられたようだった。

「お約束通り、助けに参りました」

「あ、ありがとう……」

　お礼れいを言うとメリアさんは静かに頷うなずいてから、目標を失って手当たり次し第だいに暴れている邪悪な仮面男に視線を向けた。神速で動く男に先生たちも対たい処しよできないようで観かん客きやく席せきや来らい賓ひん席せきがどんどんぶっ壊こわれていく。辺りは悲ひ鳴めいが飛び交う混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいっていた。

「あの仮面が暴走の原因のようですね」

　見み境さかいなく暴れる邪悪な仮面男を見て冷静に言ってくるメリアさん。

　僕も全くの同意見で頷うなずいていると、メリアさんは僕に向いてきて指を二本立てて訊きいてきた。

「ミカゲ様には今二つの選択肢しがあります。このまま何もせず逃げるか、それともあの仮面の男を助けるか……どちらにしますか？」

「…………」

　メリアさんとのやり取りにどこか既き視し感かんを覚えながらも僕ぼくは考える。

　このまま逃げるか……。

　あの暴走している仮面の男を助けるか……。

　邪じや悪あくな仮面を振り乱して鬼き神じんのように暴れ回る男の姿に、このまま逃げた方が安全じゃないかと思う僕だけど、男はどこか苦しそうで……。

　それを見る僕はメリアさんに言った。

「助ける……。僕は助けないといけない気がする」

　僕の選択にメイドは静かに一いち礼れいしてきた。

「かしこまりましたミカゲ様。それでは、一いつ緒しよにお助けしましょう」

　顔を上げたメリアさんは、まさしく勇者のようなキリリとした顔をすると仮面の男に向かって踏ふみ出していく。

　近づいてくるそのメリアさんを標的にしたらしい邪悪な仮面の男は、咆ほう哮こうを上げると神速で向かってきた。それは僕の目では追えないぐらい速くて、メリアさん大だい丈じよう夫ぶかな……と不安を抱いだく。

　しかし勇者メイドであるメリアさんには全く心配はいらなかった。

　メリアさんは前、昔話で話してくれた。目で追えない弾だん丸がんを避よける訓くん練れんをしたと。

　僕のじいちゃんと、そして自分の母のお陰かげで、目に頼たより過ぎていたことに気付いた昔のメリアさんは、目をつぶることで避けることに成せい功こうしたらしい。

　そして、今、まさに目の前でメリアさんは弾丸のように向かってくる仮面の男相手に目をつぶっていた。

「──ぐるあうああああッ」

　神速の仮面男がメリアさんに襲い掛かるが──しかし、それは当たらなかった。

　目をつぶったメリアさんは紙かみ一ひと重えで華か麗れいに避けたのだ。

「──ぐうるああらあらがだあああ」

　それからも邪悪な仮面の男の弾丸のような攻撃が襲い来るが、メリアさんには一撃も当らず掠かすりもしなかった。

　そして男の大振りの一撃を避けた瞬しゆん間かん──。

「────ッ！」

　パッと目を開いたメリアさんは、まるで芸術を体現したような鮮あざやかで洗せん練れんされた動きで、男の腕を摑つかみ、背後に回って動きを拘こう束そくした。

「ミカゲ様、今です！」

　メリアさんの動きに見入っていた僕は、ハッとして頷うなずいた。

「……うん！」

　僕ぼくが何をするべきなのかすぐに分かった。

　僕はメリアさんの拘こう束そくから抜け出そうともがく仮面の男へ全速力で走っていく。

「──ぐらあわああああ」

　そして、顔に張り付いた邪じや悪あくな仮面を両手で摑つかんで、全ぜん身しん全ぜん霊れいで思いっ切り引き剝はがしたのだった──







　仮面を引き剝がした瞬間、強きよう烈れつな光が走った。

　引き剝がした勢いで後ろに転がる僕は、起き上がりながら手に摑んだ仮面を見ると前のスタイリッシュなものに戻っていて、さらに真っ二つに割れていた。割れた断面には複ふく雑ざつな機械のようなものが入っていた。

　なんだったんだこの仮面……。

　首を傾かしげていると、仮面を剝がされた男が、ガスが抜けたようにバタリと倒れるところだった。

　そしてしばらくすると男は意識を取り戻したように呻うめいて、のそりと起き上がった。

「……くっ……私は……一体何が起こった……？」

　顔を押さえて立ち上がる銀ぎん髪ぱつの男。

　その顔を見た僕は、一いつ瞬しゆんドキッとした。

　ヒカル兄さん!?　……に、とても似ている若い男性だったのだ。でもやはり、よく見ると兄さんではない。

　誰だれだろう、この人……。

　生徒会長ではないよね……。

　どこかで会ったことのあるような、ないような不ふ思し議ぎな感覚で若い男を見つめる。

　そうしていると、メリアさんは銀髪の男に一いち礼れいして言っていた。

「仮面によって自じ我がを失って暴走しておりました」

　それを聞く銀髪の男は、「やはりこの学園にはろくなモノがないな……」と悪あく態たいを吐つく。

　その悪態の吐き方とか、僕はやはりどこかで見たような気がして頭の中がこんがらがった。

　僕が頭を悩なやませる中、メリアさんが続けて口を開いてきた。

「そして、暴走したところをミカゲ様に助けられたのです」

「……い、いや、ほとんど、メリアさんの力だよ！」

　僕はただ仮面を剝はいだだけだ。本当に凄すごいのはメリアさんだし、弾だん丸がんを避よけられるらしい鉄人メイドがいなければ暴走は止められなかった。

　慌あわてて言う僕と、神しん妙みような顔をしているメリアさんを銀髪の男は静かに見つめてくる。

　銀髪の若い男から発せられる謎なぞの威い圧あつ感かんに、もしかしたらまた暴れるんじゃないかと冷や冷やしていると、男は息を吐はき出すように言ってきた。

「一応……礼れいは言っておこう」

　頭を下げてくる男。

　すごく偉えらそうな物言いだけど、なんでだろうか、その姿を見る僕ぼくの心はざわついていた。

「……私の考えは……間ま違ちがっていたのかもしれんな」

　呟つぶやくように言う銀髪の男は、背中を見せて歩き去っていく。

　なんなんだろう、あの人……。

　見つめていると、銀髪の男は立ち止ってから僕に振り返って言ってきた。

「せいぜい頑がん張ばるんだな」

「え、あ、はい……」

　な、なんでそんなこと言われたんだろう……。

　疑問に思うけど、心の中にどうしてか嬉うれしい気持ちが湧わいて出てくる。

　そうしていると男は、今度はメリアさんに視線を向けて言っていた。

「……これからもミカゲを頼たのむぞ」

　…………？　なんでそんなことをメリアさんに？　メリアさんも頷うなずいているし。

　そのまま去って行く銀髪の若い男に疑問を感じる中で、僕はふと何かが引っ掛かった。

「あの……」

　声を掛けた瞬しゆん間かん──。去っていく男の後ろ姿が急きゆう激げきに老けていくように感じた。

　錯さつ覚かくかと思って目を擦こすれば、ぎゅるるるるるという音が男から聞こえてくる。それに「うぅッ……」とお腹に手を当てた男は、突とつ然ぜん、爆走してグランドを走り始める。

　巻き上がる土つち煙けむりに男の姿は紛れて消えていった。
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　閉会式が行われた。

　いろいろと波乱はあったものの最終競きよう技ぎ『デビル・ザ・クラウンリレー』で一位を取ったのは僕たち一年代表メンバーだ。

　ただ、あの後に倉庫で眠っている生徒会長が見つかって、あの銀髪仮面の男は誰だれだったのかとかなり大問題になった。本当に誰だったんだろう……。

　疑問に思う心の中で、もしかして……、という考えもあったりしたけど、それはさすがにないだろうと切り捨てた。

　アンカーの生徒会長が入れ替わっていたことに加えて、さらに仮面の男が暴走し会場がめちゃくちゃになったことも重なり、最終競技は正式なものとみなされず勝ったことによる競技ポイントは貰もらえず、大だい魔ま王おう祭の総合優ゆう勝しようは三年生になった。

　しかし、それでも『デビル・ザ・クラウンリレー』で一位を取った事実は変わらないので、僕たち代表メンバーは正式ではないけど全校生徒の前で表彰を受けることとなった。

　これで父さんは認めてくれる。

　そう喜ぶものの、しかし、闖ちん入にゆう者しやによって正式とはみなされなかったので、父さんはそこを気にして認めてくれないかもしれない。

　そんな不安を抱きながら閉会式は幕を閉じ、とりあえず、僕は父さんと兄さんを探しに来らい賓ひん席せきへと向かった。




「父さん……」

　しばらく歩くと、とても不ふ機き嫌げんそうに険けわしい顔をした父さんの姿を見つけた。

　父さんはちゃんと『デビル・ザ・クラウンリレー』を見ていてくれたのだろうか。

　なんとか一位を取ることができたけど、闖入者でめちゃくちゃになったし……どんな反応をしてくるのだろう……何を言ってくるのだろう……。

　僕は心しん臓ぞうをドキドキさせながら父さんに近づいていく。

「…………」

　その僕に父さんは気付いたようで鋭するどい目つきで見てきた。

　なんだかさっきよりも、やつれているような……。

　そんな気がしながらも緊張して見つめていると、父さんは吐はき捨てるように言ってきた。

「魔ま王おう学園に残りたいのなら、勝手にすればいい……」

「それって……!?」

　それはつまり退学を取り消してくれるということ？

　クラスのみんなや、じいちゃん……メリアさんの凄すごさと、そして「僕」を認めてくれたということ？　父さんが……？

　胸の中が明るくなってふわふわとした喜びが湧わいていると、父さんは鼻を鳴らして厳きびしく言ってきた。

「だが、私はお前を、お前たちをまだ認めたわけじゃない。認めて欲しかったら、もっと努力して成果を上げることだな……」

「…………」

　ふわふわとした心が一気に締しめつけられたような気がして僕は俯うつむく。

　父さんはその僕にもう一度機嫌悪そうに鼻を鳴らすと、お腹を押さえて去っていってしまう。

「…………」

　その父さんの後ろ姿を見る僕は思った。

　父さんは厳きびしいな……。

　昔からずっと思っていたのだけど、父さんは僕のこと嫌きらいなんだと思う……。

　そう改めて感じて溜ため息いきを吐ついていると、透すき通った声が掛けられた。

「お疲れ、ミカゲ」

　振り返ればホバリングする車くるま椅い子すに乗るヒカル兄さんがいた。

　爽さわやかな表情を浮かべる兄さんの顔を見る僕は、やっぱりさっきの銀ぎん髪ぱつの男とは顔が違うなと再確認する。

　じろじろ見る僕に、兄さんは苦く笑しようを浮かべると真ま面じ目めな声で言ってきた。

「ミカゲ、父さんはあんな感じだけど、あまり嫌きらわないであげてほしいんだ……」

「嫌わないでっていうか……父さんのほうが僕を嫌ってるんだよ」

　落ち込むように言うと、兄さんはすぐに首を横に振ってきた。

「そんなことない。父さんはたぶんミカゲに一番期待しているし、大切に思っていると思う」

「期待……？　大切……？」

　それは、とてもじゃないけど信じられなかった。

「父さんはいつもミカゲことを気にしているんだよ。出張先でもミカゲミカゲ言っているし、それにボクの時は大だい魔ま王おう祭にくる気配もなかったからね」

「それは兄さんが優ゆう秀しゆうだったからじゃ……」

「いや、近くでいつも見ているけれど、父さんは期待した人に対してはとても厳しくするクセがあるんだよ」

「…………」

　それを聞く僕は、ふとじいちゃんの言葉を思い出した。

　──父さんがミカゲに厳しくするのは大切に想っているからなんだ。

　あの時は素直に頷うなずけなかったけど、やはり今も頷くことができない。父さんが僕を大切に想っている姿が全く想像できない。

　そう思っていると兄さんは少し遠い目をして話してきた。

「昔の話だけど、ミカゲが小さい頃ころに車のオモチャを壊こわして大泣きした時のこと覚えているかな？」

　車のオモチャを壊して大泣き……。

　思い返す僕は、あっと思い出して頷いた。

「う、うん。覚えてるよ……」

　そうだ、あの時も父さんに厳しく怒られて、その後に、じいちゃんがこっそりプレゼントをくれたんだ。

　やっぱり父さんは僕のことなんて嫌いなんだよ……。

　思い出して俯うつむいていると、兄さんは隠かくしていたことを話すような躊躇ためらうような吐と息いきを吐ついて言ってきた。

「ミカゲはあのプレゼントはじいちゃんから貰ったんだって喜んでいたようだけどね……実は、あれは、父さんがミカゲに贈おくったものなんだ」

「え──ッ!?」

　僕ぼくは耳を疑った。

　朝起きたら枕まくら元もとに置かれていたプレゼント。めちゃくちゃ重い車のオモチャ……。

　あれはじいちゃんじゃなくて、父さんが僕にくれたモノ？！

　全くもって信じられずにいると兄さんは苦笑しながら言ってきた。

「遊んで鍛きたえられるものがいいと思っているんだが、どうしたらいいだろうかって真顔で相談されたのがとても印象的で、今も鮮せん明めいに覚えてるよ。絶対に言うなと言われてたんだけどね」

　兄さんは噓うそを吐ついている様よう子すはなくて、その銀ぎん髪ぱつの兄を見つめる僕は……。

「そんな……」

　あまりにも衝しよう撃げき的てきで、自分の中の父さんのイメージがガラガラと崩くずれるような気がした。

「それにミカゲ、父さんが、今の父さんになったのは母さんが亡くなってからなんだ。少なくとも母さんが生きていた時はあんな感じじゃなかったと思う」

　思い出すように言う兄さん。その銀髪の兄から発せられる新たな衝しよう撃げきに僕はくらくらとしてしまう。

　僕のお母さんは産んだ時に死んでしまったらしい。ということは……。

「ということは、父さんは僕が生まれてから変わったということ……？」

「まあもしかしたら違う理由かもしれないけどね。でも父さんがミカゲにとりわけ厳しいのは、母さんも一いち因いんだと思う」

「それはつまり……父さんは僕を恨うらんでるということ？」

「じゃなくて、母さんの分まで気き負おっているっていうのかな……。ミカゲを立派に育てないとと思っているんだと思う」

「…………」

　閉口してしまう僕に、兄さんは優やさしい表情をして言ってきた。

「だから、ミカゲ、父さんを嫌きらわないであげて……」

　兄さんが話す父さんの姿は僕の知っている父さんとはまるで別人のようだった。

　少しまだ信じられないけれど、兄さんの話す父さんの姿はきっと本当なのだと思う。

　僕は頷く代わりに兄さんに言った。

「……兄さんは凄すごいね。父さんのことも……なんでもお見通しなんだね」

「そんなことないよ、お見通しだったら、父さんが大だい魔ま王おう祭に来るという計算ミスはしなかったよ」

「それでも凄いよ……」

　こんな凄い兄が僕のために忙しい中、時間を割さいて特とつ訓くんしてくれた。期待してくれた。

　僕はずっと抱いだいていた疑問を投げ掛けた。

「どうして兄さんは僕が退学にならないように特訓してくれたの？」

「それは、ミカゲだからだよ」

　兄さんは、クスクスと笑って続けてきた。

「なんて言えば身も蓋ふたもないけど、純じゆん粋すいにミカゲが今退学になるのは惜おしいと思ったんだよ」

「惜しい……？」

　兄さんは遠くにいる一年のクラスメイトや代表メンバー、そしてメリアさんを見て言ってきた。

「昔から羨うらやましいと思っていたのだけれど、ミカゲは純粋だからこそ人を集めたり虜とりこにしたりするカリスマがある。それは立派な才能だし、ここはそれを伸ばせる良い環かん境きようだと思う」

　僕は兄さんの言葉に驚おどろきながら、首を慌あわてて横に振った。

「羨ましいって……それは僕の台詞せりふだよ」

　僕は昔から兄さんと比べられて、兄さんの凄すごさを思い知らされて、何度羨ましいと思ったのか数えきれない。

　兄さんはそれに切なく笑うと言ってきた。

「ボクはただ期待に応えて、父さんから与えられたことをこなしてきたに過ぎないよ」

　そんなことないよ……と言おうとすると、兄さんは僕を見て続けてきた。

「昔から自分はミカゲのことをライバルだと思っていたけど、今日の大魔王祭でその思いはますます増した感じかな」

「え……!?」

　兄さんが喋しやべってくる言葉は僕にとって初めてのことばかりで……混こん乱らんしてしまう。

　兄さんが僕をライバルだと思っていた？

　遥はるか遠いところにいると思っていた兄のその言葉を頭の中で繰くり返す僕は──。

　つい否ひ定ていしそうになるのだけど、それはとても失礼になるのではないかと思って踏ふみ止とどまる。

　だから、自信はないけれど、否定する代わりに兄さんに言った。

「僕……兄さんがこれからもライバルだと思っていてくれるように一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばる」

　それに嬉うれしそうに笑う兄さんは、楽しそうに言ってきた。

「ボクも負けないように頑張らないと……。どちらが先に父さんを認めさせるか勝負だよ」

　どちらが先に父さんを認めさせるか……。

　兄さんと交わした言葉は僕の弱い心に新しん鮮せんで力強い息い吹ぶきとなって吹き渡っていく。

「ミカゲ、これからも魔王学園で頑張るんだよ」

　兄弟でありライバルな兄さんの応おう援えんしてくる言葉に、僕は強く頷いた。

「……ありがとう、兄さん。僕頑張るよ」

　──兄弟は、時として周りから比ひ較かくされ、喧けん嘩かし、いがみ合ったりしてしまうかもしれませんが、そういう存在がいるというのはとても幸せなことだと思います。

　メリアさんが掛けてくれた言葉だけど、兄さんに苦手意識を持っていた僕は、言われた時素直に頷うなずくことができなかった。

　しかし、今なら素直に頷くことができると思った。

　そして父さんにもちょっとだけ感かん謝しやできるような気がした。

「じゃ、ボクはもう帰るから」

「気をつけてね、兄さん……」

　父さんの後を追って去っていく兄さんの姿を見て僕は、改めて、魔ま王おうの資格を絶対に取ろうと決意した。

　そして、今度こそ絶対に父さんに自分や大切な人を認めさせようと思ったのだった。
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　この学園はほんとうにヘンテコだ。




　大魔王祭は閉会式で幕を閉じた後、最後のイベントとして、今、グラウンドでは炎が噴ふき出す祭さい壇だんを囲んで生徒同士でフォークダンスをしていた。




　祭壇を囲んでフォークダンスなんて……ほんとに謎なぞだらけだ……。

　なんて思いながらも、僕は暗くなる空と火を噴き上げる祭壇を見つつ、音楽に合わせて生徒たちと代わる代わる踊った。

　例えば、第三の目（少女漫まん画が風）を額ひたいに描かいた女の子。

　仲なか弐にさんは「お主ぬしの頑張り、なかなか良かったぞ……」と不ふ敵てきに笑って、僕と手を取った瞬しゆん間かん、リズム関係なくむちゃくちゃに踊おどりまくり始めていた。

　例えば、しかばねみたいな少女。

　多た々だ野のさんは、順番になると気付いたら目の前に居て、手を取って踊ろうとするのだけど空間に張り付いているかのように全く動かなかった。ただただ、乾いたその瞳ひとみはひたすら僕を見つめ続けていて、身体からだが震ふるえた。

　それから例えば、金きん髪ぱつナルシスト。

　成なる我がくんは「あまり揺ゆすらないでくれ……チョウチンアンコウくん……」と、完全究極体スーパー成我になった反動か、使い古されたボロ雑ぞう巾きんのようになってへろへろだった。ドーピングはやっぱり身体に悪いからダメだなって教訓になった。

　さらに例えば、赤毛ツンツンの番長。

　赤あか柳やなぎくんは怪け我がをしているので踊らないと思っていたのだけど、苦く悶もんの表情を浮かべて必死に他の生徒と踊っていた。そんなに踊りが好きなのかなと思っていると、ついに僕と踊る順番が回ってきて手を取り合った瞬しゆん間かん、鼻血を吹き出して昏こん倒とうしていた。だ、大だい丈じよう夫ぶかな……。

　それから、一人踊る気なく、世界陸上のスプリンター張りに祭さい壇だんをぐるぐる走り回っている男子生徒がいるけど、気にしなくていいよね。

　そうして踊り続けて、今度はブロンドの幼おさな馴な染じみと踊る順番が回ってくる。

　手を取ると、ユキヒメは顔を赤くしていた。

「ミカゲくん……」

「ユキヒメ、いつもありがとね……」

　いつも僕を元気づけてくれて、今回とても頑がん張ばってくれたユキヒメにお礼れいを言う。

　そうするとユキヒメは祭壇の火が燃もえ移ったのじゃないかと思ってしまうぐらい顔を赤くしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ユキヒメ!?」

「だ、大丈夫……」

　しばらくそのユキヒメと踊り続ける。

　無言だったユキヒメは、踊りの順番が代わる前に笑みを浮かべて僕に言ってきた。

「ミカゲくん……これからも一いつ緒しよにいろいろ楽しもうね！」

「うん、そうだね！」

　そしてユキヒメと踊り終え……。

　フォークダンスも終わりが近づき、ある程度、全員と踊った僕は、頃ころ合あいを見み計はからってフォークダンスの輪わから抜け出した。

　僕の走って向かう先は、外野で見守っているメイドさんのところ。

「どうされました、ミカゲ様？」

　首を傾かしげてくるその黒くろ髪かみのメイドに僕は、手を差し出してお願いした。

「メリアさん、僕と一緒に踊ってくれる？」

「私と、ですか？」

「うん、メリアさんと踊りたいんだ」

　少し戸と惑まどうような顔をするメリアさんだけど、「かしこまりました……」と、軽く一いち礼れいすると僕の手を取ってきた。

「…………」

　メリアさんの柔やわらかな手を握る僕は、それから音楽に合わせて踊り続ける。

　しばらく和なごやかに踊り続けた僕は、目の前の女性にお礼を言った。

「メリアさん、いつも本当にありがとうね。メリアさんが僕のメイドさんになってくれなかったら、きっと僕はもうとっくに魔ま王おう学園を退学になっていたと思う」

「いえ、私は特に何もしておりませんよ。いつも大切なところで道を切り開かれるのはミカゲ様です。私はそのお手伝いをさせていただいているだけです」

「メリアさん……」

　目の前の綺き麗れいな女性を見つめる。

　この人とだったら僕ぼくはどこへでも行けそうな気がした。

「メリアさん……兄さんの最初の授業の時に言ってくれた言葉あるよね……」

　僕はさっき兄さんと話して感じたことを……兄弟がいることは幸せなことだと言ったメリアさんの言葉に今なら素直に頷うなずけることを話した。そして、父さんに対しても少し感かん謝しやできるようになったことも。

　それを優やさしげな表情で黙だまって聞くメリアさんに、僕はあの時、言えなかったことを口にしようと思った。

「メリアさん……昔は寂さびしい想いをしていたと思うけど……」

　兄さんのいる僕に対して、羨うらやましいと言ったメリアさん。

　──私には兄弟がいなかったので幼い頃ころ、訓くん練れん以外の時は家にずっと一人でした。

　教えてくれた昔のメリアさんの話。

　一人ぼっちで家にいる幼い頃のメリアさんの姿を思い浮かべて、あの時言えなかった気持ちを目の前の女性に告げた。

「メリアさんには、僕がいるから。だから──」

　ふと弱虫な自分が出てきて言葉を言わせないようにしてくる。

　しかし僕はそんな弱い自分を振り払って、力一杯言った。




「──これからも僕と一いつ緒しよにいてください！」




　その僕の言葉は祭さい壇だんの火に照らされた夜の空に響ひびいていく。

　言ってからとても恥はずかしくなって顔が熱くなってしまう。

　メリアさんはどんな顔をしているのか。呆あきれてるのかな。おそるおそる顔を上げると──

「メリアさん……」

　──メリアさんは笑顔を浮かべていた。

　それは今まで見てきたメリアさんの表情の中でダントツに綺き麗れいで優しい顔で、つい息をするのも忘れて見み惚とれてしまう。

　その僕にメリアさんはその笑顔ままで言ってきた。

「もちろんですよ、ミカゲ様。スライムが一匹だけだとあっさり狩られてしまいますからね」

「成長してもやっぱりスライムなんだね……」

　ガクッとしながらも、僕はメリアさんの笑顔を見つめて力強く言ったのだった。

「でも……僕、魔ま王おうの資格を取るから！」

「はい、頑がん張ばってください。ずっとお傍そばで応おう援えんしております。これからもずっと」

　優やさしい笑みのメリアさんに、僕は改めて言った。

「よろしくね、メリアさん」

「はい。よろしくお願いします」

　僕はメリアさんに感かん謝しやする。

　そして、僕とメリアさんとの縁えんを繫つないでくれたじいちゃんに深く深く感謝した。




　そんな弱虫な魔王の卵たまごの僕と、最強の勇者メイドであるメリアさんのダンスは延えん々えんと続いたのだった──










　　エピローグ




　それから数年後──。

　幾いく多たの苦く難なんを乗り越えて、魔ま王おうの特とく殊しゆ資格を取った僕ぼくたちはそれぞれの道に進んでいた。




　ユキヒメは卒業後に姫ひめノの宮みや家の仕事を継つぐ傍かたわら、ミカゲブランドを立ち上げ、さらにミカゲーランドを作って大だい成せい功こうしている。この前遊びに行くと、見事に僕の着ぐるみだらけで、中身はなんと忍にん者じや兄きよう弟だいと武ぶ闘とう派は集団（笑）だった。

　ミカゲ着ぐるみたちによるミカゲトリカルパレードは今も夢に見てしまう。




　エリトくんは卒業後、「自分の足で世界を見てみたい……」と、世界を巡めぐる旅に出た。

　この前届いた絵え葉は書がきには子分にガッツリ担かつがれているエリトくんの姿が写っていて、「自分の足じゃないじゃん！」って大声上げたっけ……。




　成なる我がくんは卒業後、自分の美しさを全ての人に知らせたいと、海外に行ってなんと今はハリウッドスターになっていた。この前、その映画を観みたら、成我くんはスーパー成我状じよう態たいでマッチョな役をメインにノースタントで演じていた。ＴＶ番組のＮＧ大賞では毎回、暴走するスーパー成我が流れて観客を沸わかせていた。そんな役者をやる傍かたわら、謎なぞの薬を作りまくる成我コーポレーションの広告塔とうとしても活かつ躍やくしていて、成我くんからたまに送られてくる新薬は、丁てい重ちように燃もやして処分している。ちなみに宛あて先さきの暗あん上じよう院いんという名前を今も間ま違ちがえている。




　多た々だ野のさんは卒業後、どこかの研究機関に就しゆう職しよくしたらしい。多々野さんはまさかの特殊資格を持っていた。あの珍めずらしい『魔ま法ほう使い』だったということを在学中に知って衝しよう撃げきを受けたのを今も鮮せん明めいに覚えている。ちなみに今も三日に一回ぐらいの割合で多々野さんが部へ屋やの端はしっこに現れるので心しん臓ぞうに悪い。未だに彼女が何をしたいのかはわからない。




　仲なか弐にさんは卒業後、さらに中二病をこじらせて漫まん画が家かになっていた。彼女の漫画の載のる雑ざつ誌しを読む人は必ず眠りに落ちるということで有名で、「この漫画が眠れる！大賞」で栄はえある一位を取っていた。それは喜んでいい賞なのだろうかと甚はなはだ疑問だ。




　佐さ紋もん先せん輩ぱいは暗上院家と姫ノ宮家との合同プロジェクトである新時代のロボットの研究に参加して、技術リーダーとして半はん端ぱなく活躍している。ちなみに、ユキヒメのミカゲーランドの横に海をテーマにしたテーマパークを作ると言うことで、率そつ先せんして技術協力をしていた。いろいろと危ないので気を付けて欲しいところだ。




　僕ぼくたちのクラスの先生は、事あるごとに自分の大だい胆たんな姿のポストカードを送ってくる。段々とコスチュームの面めん積せきが減って十八禁になりかけているので、ここらへんでやめておいた方がいいと返事を出してみたけど、先生が着けていたと思われる下着が送られてくるだけだった。意味が分からなくて困こん惑わくしたっけ。




　隼はやぶさくんは……うん、たぶん今もどこかで走っていると思う。




　そして、僕はというと……。

「メリアさん、今日きようのスケジュールを教えてくれるかな？」

「はい。本日ですが、十時より商談がありますのでスライムの契けい約やく書しよを交わしてください。十三時からは書しよ類るいに目を通し、スライムのハンコを押してください。夕方からは姫ひめノの宮みや様との会食の予定です。それから夜にもう一度、スライムの企画書に目を通しておいてください」

　それを聞く僕はガクッと座っていた椅い子すから転げ落ちそうになった。

「いやいや、なんで、そんなスライムだらけなの！　それに前から言いたかったんだけど、このスライムのハンコ違うのに変えてくれないかな。格かつ好こう悪いし」
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「ミカゲ様は、まだまだ社長として未み熟じゆくですので、仕方ありません」

　僕ぼくは魔ま王おう学園を卒業後、父さんと揉もめたり、家を追い出されたり、食べるものに困ってベルちゃんを食べそうなったり、暗あん上じよう院いん家を狙ねらうスパイ集団と格かく闘とうしたり、世界が滅めつ亡ぼうしそうだったのを回かい避ひさせたり、いろいろなことがあったけど今は父さんに暗上院の子会社を任されてそこで若社長として奮ふん闘とうしていた。

　そんないろいろある間もメリアさんはずっと傍そばにいてくれて、時に厳きびしく、時に優やさしく、時にスライムとバカにしては僕を鍛きたえて導いてくれた。今、こうしていられるのもメリアさんのお陰かげだ。

　父さんに子会社を任された時、メリアさんは秘書を引き受けてくれて、また、今までと変わらず僕のメイドとしてお世話をしてくれている。ちなみに、ベルちゃんは今、番犬ならぬ番モンスターとして会社に巣すくっている。

　そんないろいろなことを思い返した僕は息を吐ついてから、メリアさんにお礼を言う。

「いつもありがとうメリアさん……僕これからも頑がん張ばるね」

「ミカゲ様が立派な社長となられるよう精せい一いつ杯ぱい励はげみます」

　そう意気込むメリアさんの首元には、歪ゆがんだ藍あい色いろのペンダントが光っている。

　それは魔王学園時代に壊こわれて僕が直したじいちゃんのペンダントだった。

　くすぐったい気持でそのペンダントを見つめる僕は、自分の机に目を向ける。

　そこに置いてあるのは、バラバラに壊こわれたのを佐さ紋もん先せん輩ぱいに直してもらったじいちゃんの時計と、不良品ミカゲ人形と、卒業式の時に全員で撮とった写真。

　そして──昔、父さんから贈おくってもらっためちゃくちゃ重い車のオモチャもそこにあった。

　その思い出の品々を優やさしい気持ちで見つめる僕に、メリアさんが言ってきた。

「さあ、ミカゲ様、空あいている時間は私と会社の経営についての勉強ですよ」

「今日きようもするの!?」

「人生はずっと勉強ですよ、ミカゲ様。さあ、私と勉強です」

「メリアさん、会社の経営の勉強とか言っていつも剣の扱あつかい方とか、弾だん丸がんの避よけ方とかになるけどどうにかならないの……？」

「それも立派な社長になるための必要な技量です」

「ど、どこが!?　また明日も筋肉痛だよ……」

「魔ま王おうといえども、スライムはどこまでいってもスライムですから。勇者に狩られないように鍛きたえ続けなければいけませんよ」

　キリッとした顔で言ってくるメリアさん。その勇者ってメリアさんのことじゃ……。

　いつもと変わらないそんなメリアさんを見つめる僕は溜ため息いきを吐つきながら、ある言葉を思い付いて小さく笑って言った。

「メイドが教える社長学……なんてね……これからもよろしくねメリアさん」
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　それにメリアさんはニッコリと微笑ほほえむと、優しく言葉を紡つむいできた。

「はい、私はこれからもずっとずっとあなたのメイドです」










　　　あとがき




　お手に取ってくださりありがとうございます。泉いずみ谷たに一かず樹きです。

　最近ですが、大切なことを学びました。それは、悩なやみや絶望は人を強くする、ということです。

　ある日のことです。プリンを買って冷れい蔵ぞう庫こに入れました。しかし、ちょっとバタバタと用事が立て込みプリンの存在を失念してしまいました。そしてそれから久しぶりに冷蔵庫を見てみれば忘れていたプリンが奥で眠っているではありませんか。ルンルン気分でそのプリンを見てみれば──賞しよう味み期限を一週間過ぎてしまっていました。

　この時の私の絶望は測り知れません。電でん撃げきを受けたような衝しよう撃げきを受け、そしてなんとか食べられないかと頭を抱かかえて悩みます。

　悩みに悩んだ末、ネットで調べてみれば賞味期限と消費期限の二つがあり、賞味期限の方はちょっと過ぎているぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだという新たな知識を得ることができました。そしてさらに、絶望したことから今のままでは同じことを繰くり返してしまうと気付き、次からプリンを買うときはしっかりとスケジュールを確認して買おうと自分を改めることができました。

　悩みと絶望を糧かてに、人は成長することができるのだとプリンから学ぶことができたのです。

　まあ……そんな、プリンの話とか、どうでもいい茶番を挟はさんでしまいましたが……。

　生きているとさまざまな壁かべや悩みにぶつかることがあると思います。あまりにも壁が大き過ぎて絶望してしまうことがあると思います。

　それは逃げずに問題に取り組んで戦っている証しよう拠こであり、それらは必ず自分の成長へと繫つながっていくと思います。

　しかし、その状じよう況きようにずっと晒さらされていると心が疲れてしまうと思いますので、今を戦い続ける皆みな様さまの息抜きに本作がちょっとでも役立つことができれば幸いでございます。




　最後に、成長の機会を与えてくださいました担当の粂くめ田た様。最高のイラストを付けてくださいました、しゅがすく様。たくさんの言葉の間ま違ちがいをご指し摘てきくださいました校こう閲えつ様。そして、この本が出るまでに助力してくださいました方々や電撃文庫に深く感かん謝しや致します。

　そして、何より三巻までお手に取ってくださいました読者様に全力で最大の感謝を──

　心の底からありがとうございます。

　またお会いできましたらどうぞよろしくお願い致します。


泉谷一樹






　さすがに一週間過ぎたプリンはヤバかったかな……（ぎゅるぎゅる鳴るお腹を押さえながら）
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泉いずみ谷たに一かず樹き

著者近影のイラストは自分で描いておりまして、こんなイラストでも一日ぐらい掛かっているのですが、お陰さまで最近ちょっと画力が増した気がします……。あ、気のせいだった。
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しゅがすく

しゅがすくです（●[image: ▽]●）

私も秘書がほしいです。

あきれるほどスケベイな方でお願いしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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